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刊行のことば
　国立国語研究所では，昭和49年度から5！年度にかけて，　「各地方喬資料の収集および文字化の
ための研究．1という題目の下に，全国各地で方言による談話を録音し，その文字化（標準語訳・
注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方醤を現時点で録音・文字化し，国語研
究の基本的資料とすることを自的としており，当研究所地方研究貫の協力を得て実施された。
その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度までに，防謙炎話資料（1ト山形弓洋
馬・長野一』　「方雷談話資料（2ト奈良・高知・長崎一』を刊行した。本年度は，その第三集（本
書）および第四集を刊行する。
　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，松本宙（青森累担当地方研究員・宮城教育：大学
助教授）・佐々木隆次（同協力者・青森県立郷土館研究貝），剣持隼…郎（新潟県損当地方研究員
・長岡工業高等専門学校講師），由臼幸洋（愛知県掻当地方研究員）の四氏の尽力によるもので
ある。また，話者もしくは司会者として，桜田鉄彌，棟方トミ，八木沢千代三郎（以上青森県），
高橋鹿之助，高橋清治，高橋孝宣，高橋チエノ，高橋初枝，高橋真，高橋マツノ，高橋ミサノ（以
上新潟県），武田初夫，武田ふさ，武田やすゑ，田辺正一，堤ふじよ（以上愛知県）の各氏の協
力を得たほか，有志の助力があった。記して深く感謝の意を表する。
日謬零a55年1月
国姻語研究嚴林 大
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方言談話資料作成のための担当者
国立国語石Jf－tii巳戸斤蕎濡蕎変イヒ溺汗多毛音秩長
治（研究貫）
研究部第一研究室
，大阪大学教授）
員）　白　沢　宏
佐　藤　亮　一（室長）　真　日三iイ
枝（研究補助貝）
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ま　え　が　き
　研究の経過
　この研究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。
　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に
基づいて，次年度以降の計画を立案した。
　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の
男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること
とした。
　録音・文字化を実施した府県は次の通りである。
　青森汐岩手，宮城，＊山形，群馬，千葉，新潟，石川野福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，
鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児島箕沖縄
　5！年度は収録地点を4地点減らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度
と同一の地点で，（a）臼上・霞下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性
と若年層の男性との対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3
項目についての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話
の収録・文字化も実施することとした。（c）については，「丁丁を借りる」「（旅行などに）誘う」「薪
築の祝いを述べる∫隣家の主人の所在をたずねる」「けんかをする∫道で知人に会うJ「道で目上の
知人に会う」「うわさ話をする」の八場面を，二地点共通の場面として設定した。
　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究薪で整理し，保管しているが，当研究所では，
このうち，50・51両年度分について逐次刊行していく予定である。本書は，50年度に収録・文字
化を行った老年層話者による談話資料のうち，「青森県青森市大字：学館」「新潟県柏崎市大字折居字
餅糎」「愛知県北設楽郡富山村中の甲」の3地点分についてのものである。
　話者の条件
　話者には次の条件の人を選ぶこととした。
　1．老年層話者による談話（50年度）
　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人
で，E常の生活ではもっぱら方言を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが
可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい
ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との間に大
きな方言の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳
以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者三三の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身
分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。
　2．目上・Ei下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）
　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね
らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物煽日小
作階層の人物，憎侶対その山家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一
般的職業（農業・漁藁など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事情もある
と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一任した。なお，臼上にあたる人物と
して，在外期間の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在
外歴に厳しい条件はつけないことにした。
　3．老年厩男性と若年贋男性との談話（51年度）
　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者
相互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における
一般的なものであること。在外歴については！に準ずる。
　4．場爾設定の会話（51年度）
　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場颪に庵じて，種々の演技的対話をしてもらっ
た。
　5．民話
　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。
　司会者
　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研
究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方言の話し手が望ましい。司会者の
年齢・居住三等に，特に条件はつけなかった。
　録音量e文字化量
　50年度・51年度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項翼平均20分，合計60分
程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化
すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発言が特定の話者
にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す
ることとした。
　文字化原稿の作成。蓑記
1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研
　究員に配布した。
2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化
　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方醤の性格によって，カナ表記
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では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字骨によ
　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各撞
　当者が「解説」の中で説明することとした。
3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は、その表記法を含めて担当者の判断にま
　かせた。
4．聴き取りが困難な箇所や，言いよどみ，醤い重なり，書い直し，笑い声などについては，こ
れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。
　文字化には，標準語訳，および，場颪，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ
ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと
考え，訳が問題となるような箇筋については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求
　めた。
　収録方書・下野・収録内容についての解説
　文字化原稿とは別に，収録方言・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，
原則として次の事項を記すこととした。
　A．収録地点とその方書について
　　1．地点名
　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人ロ・主な産業など）
　　3．収録した方言の特色
　　　①方雷区画上の位置・隣接諸方言との関係
　　　②音声・音韻上の特色
　　　③文法上の特色
　B．表記について
　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明
　　など。
　C．収録内容の概説
　　1．タイトル
　　2．録音年月H
　　3．録音場筋
　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・書語的特徴など
　　5．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰圏気など）
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凡 例
1．場画，文脈，特徴的音声，方言形の意味・胴法などについての注は各章の末尾にまとめて記
　し，該当簡所を本文のそれぞれの位讃に番号（かっこつき）で示した。
2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所にはA．，＿＿線をつけた。
例　タエデ　ハー（50ページ！0段〉
　．最終的に聴き取り不能の箇所には　　線のみを記した。
　．轡いよどみは，その末尾に………線をつけた。
　．複数の発書が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。
例　A　アマテ　マタ　ヤヅヨ。　（Bアマテ　マタダ）
6。言いかけて，それを言いなおした場合には，雷いかけた部分に。××x×x×。をつけた。
例　カネ　カネ　トルアダエ。　イ53ページH段＞
　　xxxx7．笑い声，咳ばらいなどは，　（笑），　（咳）のように示した。
8．同席者の短い発言や突然の訪周者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，
録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇漸に・の符号をつけた。
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三音責一院ヒ究’取に〃ミ』ヂるカタカナも童乙多。
アイウエエァ才や軋　’i’　畝　e　E　o　54
カキクケ％o㍉K昆　it‘i’κ献　K　e　K邑KeKj　a・
ガ　　ギ　　グ　　ゲ　　ケ多　　ゴ　　麟
sc｝　s’t’　6itk　se　sE　Se　Sia
が　　　ヤ。　　プ　　　グ。　　ケ多　　　ゴ　　　キ襲
baクYう畝oa　bE♪oク蕗
　　　　　　　　　“
?
5ミ
ザ
乙ミ
?
tミ
?
dA
ス ゼ Qアソ　今
sax　se　sE　so　Sd
　ゼ移ゾ端　ke　zE　zo　dj4
　テゐト六　｛e　℃E　to　毛∫糺
ツ　　　デ勝　　デ＝？　　ド’
戯亀畝　de　dE　do
ユ
弾
キュ
騨
?
3ノ畝
?
クノ畝
?
r・ロ
　）’エ
楚Je
ご”　　4“／n」　　〆延
嚇タε雪ヒむ
乞た雍アゐ
tJptぢε勺ε）t　n。
イァ∋　ワエァ
ノE　ゾ。　W＆WE
　㌔クワ名ア
　kJ’o　k岨k眈
　ギ・うる
　8Ja　8wd　8t／E
　轟クち
　翻。り候
ヨ　　　　　　も盈ア ン急
5ε∫。
ミ騨　　占用／x7　／9
　　6
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　　　　フ
　　　　頼
ノぐ　ピ　 プ
　　ロじ　　　　　　　でロPd　P，　脛
ノぐ　ビ　フ
も｛ミ　　b　’i　　b畝
???
??
フ』ア
中ε
畷ボ
P8　pe
べ’V／r；
be　be
マ　ミ　ム　メ　メァ
轍々　　蹴v　　轍幽　 拠e　 t那　E　 ？誓。
ラ　ソ
囮　 めγ
ン　ツ
IV　Q
ノレ　レ　しア　、コ
へしr邸　　いe　　rE　　bO
??。??．㌔?㍉???
??????????????????
???
?←レ」
??????????????
　　ビヨ
　　PJo
　　ek
　　bJ’e
　　ミョ
　　鱈『o
振ア　ワヨ
ワεヴ。
　　「「イ」ヒnエ」斌混同ワる．hあるのftl「イ“は「「エ」t：吸幌されや
　すの。例、「息」駅」ぼしγ3γ］杁［es了コT“あり「ズ∫統」ぼ£γれ威」
　［k礁コカ・ぼe磁コ〔kUt。・］で・ある．　fして、どちらカ・と‘涛ぱ‘・ずれさ
　後弓を多く発音する。
イ）　蓮毎青の　「一アイひ4｝コ」　「一アェ←Qe〕、　　一才イ（一〇｝〕」　t一一イ£（づe弓」
r一ウr（一・e／、ガーエ。〔一εLl・なる・・があろ鰍・音い瑠（k醸ヌ、
　「：ち・調」s・＃（o疵〕，　「』ら・9しろい」億〔o猟05畝rε〕、　溝乞ろ」碕
　〔y（　E　rva〕，「食之ゴtg（・kの、
　　tth・し、．麦化、しない｝kψ易ク，饗／〔e）laなるこヒ必4ク，か
なクラ諺＝的で・ある。　　　　“
ウ）　’シ、ヒrz、浮渥別がない塑，「　jk予　33「屠ヨJ・煤」は（∫議蛎〕
　で’あク　，　「　舜蓼」　「：趣0亨　」　」・2；（　レ（05畝）　で’あ　う。
x）　「チ」と”・ソ・は区別がなt・　。251に譲e？’揚，菟q「チ・ぼ有ノ多化し
　てt「ヅ（麟）、ヒ〆乃こtが多し・．例，「糺、t才〔そ蝋・り，「カ。　n（
　七畝娘臓〕、「内‘「勝参盈げ3二ま（飢〆z畝J〔欠a〆・蔭組3¢」。
才）　「ジ」「：ヂ’“「ズ」「ヅ」Pt　z　3‘1がlgい・例、「賄燃」卜昇血」”
鉾」り働画」厚〔di・轟改）〔ハ勲幽・議）（5ぬ・勾（藤コミ〕。
・戸匂パ㌔ld旅動瀞’店耀∬得ぐ・t・　（　h・｛…〆・押
　　　　　　　　　　　　　　　一15一
　（　Kdkebex　」　，
キ）t「ヒ、嫁’へ！フ．あるいt〈Sl「スー・なるご・がある。例、㌧〈4
　ぬ（h・℃の〔頼士の（5賦。〕。卜火、n（周（・の。「昼凋・（7　（
　廉癒禰〕（頼泓網コ（漁漁侃〕．
7？　擬？楚λφ「ソ、「レ・は「エ」ytなるこヒがあろ・例，「備クう」
　f「流淑ゐ」は（kae蹴）〔凪ミ界e・濾〕。
の　「ク，，ク～，、グラ、「7．，乃ア，7fヤ」ば夷身メ費（5b歳以よクκ多く鐵：・
　ていて報われろ・d3つ，「「ワ宣曝J　t「職工」「真爵J‘・i9（ke訂kltミ　」〔魍！｝岨〕
　（m8ポの，「減ろ・「笛・’百・f2（9e　rtS　」〔ナの（暫48り。
＝）榊凱励タア蹄融解郁有矛畷儲幻弗・例’「肌
　「無く」は（eガ〕（碓畝8奴〕。　「敷、「老」俘（畝Aa〕〔odo〕。
劣携や慨ん¢ガ行者．グ多ア者，ザ行考，バ多ア肴）・：；・舞峰屑4k　9ゐ。）司賭
　虞才発者媛が塗ヂろ＝tkLなみが．先全な姥者でidなく擦摩懐の手冷
　ほど・」髪さκlsるこtが多・、．刺．「鍵n「寒J「・］〈“「虫乞」sa（Ka
　グ弓〔ena“alo〕（卿帆ゐ露〕（Ae・％η。
〉？　別面がシ青有／4夢ろit・6あ6。例、t「わヲ伽’b・“「来園頃」厚（w々航
　七嶽Ka）でPt　a　Pt℃3滋kor。コ．
ス）　慕う声繕Ll面通自暴の活用残，・尾「ウ・疹「ル」in　rfるこヒが多い。絹．
　卜’敦う』P竃う、　「ガ乏う」ca（猷メ現磁」（kq　rta）（K転r廊磁」。
匂彩・宴珂、面面わsS．！？　fi～のテ重用凌／菟「イ・［参病識（づろ：・tカ“うい。剣．
　t「著しい」「馨しい」1・；（kta　r叙sta〕（。s。　roε畝〕。
／フ　彩ノ峯％］邊ン働幻ap遁：tq　7嶢／裂「ク・は「ア・’・なること・bM多い．幼、”
　，奨くて、「ノ6ψレうくて」縁ぐ孔ミナ飯｛¢フ（o筑〃sdi　noや猷でe〕。
タ）　拷軸重丁重蜂朽の遁痢鴻沸トナAn戸ダ・ヒ冷ろ・例、「変存A
　㍗参b・な」　ia（he　M　Aaコ〔5滋鰍・滋斜ぬコ、
チ）域内・驚有，1園丁IX完・今　／a発惰ぜ疹’㌧壕琴擾1・民して乳今けどめ教
　？　kz…’・b：tが多・、。μ嫉涛滅掃・le，　・Lあろ。後・てノ劉鰍ク
　・七回・以・つであろ．発そしな・暫託送向・17　（k・5・鱒婦，
　t「刃引フk、認〔K4　tミコ。
　⑦　v絃iの踊色
　　　　　　　　　　　　　　　一16一
アク脅遍磁技鯉弓鋸荘緬老梅’。糾「エヌエ二三が’し・
　A）」「／ス　ク9。（釜kも・食っ次）j
　　しかし，強調し武須お砕授承し義ク夢ろ平物塚露嫁ドバ・。ザゴト“
　「キマ」「ダ’吉ヤll　「ノぐダキRJ　Q摂〉。伊〕．　「八Xノぐ　タググ（珍毘
　ち呼6hr7ゴ1　ドス／マ（gwビラ9るうのイワキ，　衿ブ
　（暑i2c逃’ヂ竣）」「マ・ぐダキャ　　　7ハ．エネ《．馬庵引　つどずゑない）A戸才エ
　ザダキ」XI　コネ（塘纂1《｛4桑な。）」
イクμ秘拷魔叡粛・1・謝の「コ・瑚く，叫「漏・∬傘・」
ウ♪　巧鮭轟瑚厚「～9ろ硫よいJ．子巧二色姦瑚俸「～ら塩！『・・」っ彰剤を
　tろ。イ射「翌ルユエ」「毫ラエネ：
X）萄莞ゑ哩は「～肥し、Sノ薫九S・’1，「書ゲサ・レ、
2）　理在のな彦・・灘醜「一・（あろ・て〉・ろJ傾「テラー．tを庚い、遇去、過
　　去・な在’継続，魑ゑ完γてあ・んての左であ・丈，でいん
は「テ死デタ，デア・・タ、デアッタ・酬楚九づ多づ．「華　置エデラ、
　「飾　・有ッテラ認「’一重，　エデタ．t「爾　欝ッグタ・←妨’ヅ人　アヅヲ・・
　アッタ・
カ）　彩傷野選i厨形一弼嘉鋤粥建．吻剃kるれぞk「7デアッ（タλクテ（タノ、
　paデア・フ‘タ）．　グ’（タノ」　をメ更」　。4列s　「　彦　ク　f　アツ（タ♪，　大こキクテ（タね　　「瀞
　ヵ騨デアッ（タ♪，　tAtデ’（フ♪」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エキク　多易前・志ぐ慰霊承夢9k「プ」宿メ更5。イ初，「＄（サ謬ノレ　。幽サ行7：
久）　霧痴階調t「eで，が3J琢「ハ》デ＼ハデ’，ドゴデ」毫庚》e幼．
　㍗飾グ’ハンデ儲ゲ・レ，働グみ凶ゴ’プ’拗グ・レ・，
り簾郵ぞ・縦隔ガバ・を潟・例一良バソへ。惇い
　な5そうしろ♪」「、9／単二アエレバ　ヘコキ　キタセ：’アデ～eぐIPt　e
馳藪・ている・飛η撫“果aそ・，だ“・い・て～、
の溢薩多・鍔ts「・ぐデ・バ’クテ」を贋5・例、
Y）推耀‘ゴベ，べ一・ノ死卜
　　　　　　　　　　　　　蓼　t「エンタ」、倒、
シ）孝z．．　td・べ尺，ぺ、ベー」。例、　r’i・
ス）ノ劉設判，実際に億、副判．
　　　　　　　　　　　　　　　一17一
　　　　　　エ7テタへこρ　（宏P’7　：：一bS．）」　　　　t「
「ク巧必プ毛無エン9．（1万幽12る無匙rようズ）」
　　　　　　　　　　 　　　　エ　　　　　　　　　4丁クベ：ヌ：，行ブペ㌦（行こ））」
　　　　　鞍続荊り霧蜘判壕のいヲ”れか夢纏別テ巧飛
　　　　　　　　フ「藤タノぐタテ猿：ρ訳黒ク」
　　　　　　　．学竣
OP　Se鋤く∴・ば矧診即製，サ・；5・・げっ・厚砿あ，
　兇っ夢“の　えあ”　E＞タ黛畜4．i｛オ曇り　てい　ろ。　l15‘1、　「　マ’ゾ，マ　ンヅ、　ソエ　ゴ㌧ン，
　ソステ．スア、デ、コント【．コンダ’ア．コンダ．ボラ．牟ラー、／実惣．
　才、ve一．V”一、ウン，ウーン．ウ，アー．　アン．バー．ナー壕」
匂文承つはば’コ酵鍛勘め数がク組溺ざ弓な級アンスがろ
ノ．適伊嫉馨羨擦・嘱・・がで摯な一慮ピτあ祝例，「ホ・
　　や　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　み　　ゆ　ダエ　ナー　（　x　5　だ’よな　あ）　。　コ　ナグプ　ッ　二才7　一　（　象「s　く　な　，　k　969
　　　　　　　　　　ゆ　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　す　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ウ　ァノ・あ）。　ワタ陶ラエネ渾一　（腰躍れない」」♪　。　ネグダアダ，　ネゲダ’ヤグ．
　　　　ダ　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　ネデダ冒ア・ゾ，ネゲタ”ヤヅ（逃ゲ£eズ）。　ツクッタヅ’（序・a9ズノtS
　　　ず　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ゆ　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ゆ　ケネヤー（く麻7Pい。i“）。マネヅ9一（ズめなんパメ3）。クタジャ
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ワ　憾刷り．クタネ隙以の．々ネ㌔（肋ズ融♪翫
ソ♪敬伽尽し一ノ助る・【瞬齢鯵即まなq靴んど唆わケ・。ぜ・ぜ・
　改ti・ス，気．踊云の笏臼《rr’一ネス、～／nをノ菱52髪慶て・あろ．4多ul、「ソン
　ダ字ス（♪もうで冷づね之）。ホンダェノ〈＆〉で9ね2）」　こ承ζ’づ：巌
　諺ある之浸であク、「／、’つ「ネ又∴グ教：豪獄、葛い、
4、坑今M，
　の　 彪．亙選笈㌶由
　者身多幽丈31ヒ幾歳煮（IA　h禾緯）久）の輩碕しムreであク．文紫化
　め瞭匹’六千難が少厚い。楓鱗把立は支タ1ヒ津南痛q醤の…輩彪で易ク，
　身轡邑）盈短下野痛を澄め聖づ蹴・ム・
　＠　協力秀つCN沸々〆協力1麹湊
。得平叡：％　覆繧　∫γ威。文掌化捜者痛OP（陳父巨あんク．こOP　d3〈を収録場
戸御しAe顧・丈3k，窟摩誤択zli・fテタ際加計1・卸ケ毛判断して
　もら・ん　　　　　e・ss　．2　嫁循み県鉱看み1デkあ設駅嫡（｝副幌騨）　9z＆。茅蜀侮編老
蜘η再纏臓プ乱似、丈劇四瞭、～細三吟卸町タ懐して
　い竣沌hし、託。
・あム濃循毒星を循み南ゐ崎守鏑0司擬貿）　」ノ歳。文＊1ヒ⑱鰹，
　徴・妙な発寓衝遮り列芝ヌ〆一笏・∫膨劣ぞ多弦・ていんズいん。
一18一
　　B　表1きどにつのマ’
　長音．促音，溌音は標準語に比して半分程の長さで発音することηぐ多
（・）。こ：でなひとつひとつ庚詑ぼtげ’、標準語と同様m長ざに聞き取。
た場合のみ文字．イ乙アることに：した．
　あ・げち1ゴァヘウン汐「ウツ等、にした潔際旙声は
［a；…一N，・a・N，御歓らLa・～．∂；、∂・N，　N名で油粕タ刀ナ．表記と
紛らわし‘〉ため、ほと．んど標準語に遡D，表：記f：統・一一一gし降ものである．
　　ご　収く録内屡ψ嘉瓦麟
　今智・ノ揖一cv　・・ll幻司一・・就者でぢ又猟し「kんあ．1こ1全一一k／して掲ゲ，
凌証麺メ’ll《砿謡畜4み凌己ヴ＝z偽ダる．
　1．タイトル
／　田才コ多の頃　　　 z　畜墨絢い　　　3
4　堆be小作米　　タ　牛骸檎　　?
7　3ム（ゑ木ム）・争指　　r　・tvマ
録二身刃・・
つ5い覆年鷺
i’■P¢fk’■」ヒク
　　タ肴煮室種
　朗魚招箸タパ如分歯　一午後／賄～イ綾3鱒タ∂会
3，鷹景老喝酋
　一青み争・〈容牛館勧a隷ク3蕩廻4Zl　uz欲光へ宅
脅　毒む3の氏糸・惟・筆脅・職彦・雇佳歴・窒銭的茅尋徴
　　A　符田駿禰　）召　違月治39ξ1・泌）・1／｝9竃　農葦（萄髪〉　この収
　　　緑把．如魂kし．＃　4”づ勤蛇制嘱ゲ覗A＝・釈な・・、乙叙
　　　のクし耳が遮くな・汽Sしく補種義もフけて・・るが．言耀嘘ρ％
　　　忽段亨人冒む潔ウな・・。吉…　C9”・発者を％し・いhkts
　　　このんが磁…τあろ．例，〔十ユ老aぎA．拶｛設司緬便用ヒし
　　　　r一　vl　，ln　s　v一　1　L，　＋一．　一一一　L　s　1　N　　／　L”　t　　－　　s　i’一　一　　一　ltt　”　一一　s　一て　　　　’ン乞　df／1L　こ　そ　　（　　ン’　エ　　ゴ幽　ンノ　ノ　　σ　　こ．　〆く㌧　どq　（　コ　　ン　ド’　、　　コ　　ン　　～一「　ア　　．　　＝コ　／
　ダ）、ほ5（、脈ラ，ホラー．オ、ロー．承ur．ur一？」バし97
　yz、発e一弓耽るe嶺幽姿で舷1鍾がソ誓塞て・・あう、
β八一薇轡男明悔豫タノ膏畷欝（磁）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レがAわり廻え，卸便ろレ・太し）／タ鋳～厩麺汐考4で動務（あ乙蓮マ凋
艦伽調身1・釣3がノ習劉、横多盈蓼多海累団に勤1務。iつ3かノ？　Wt
　　　　　　　　　　　－19一
　　以外％に酋r・蕉建しム；㎏ねbし、．諺し？のハほビでぼなv・　svi
　　　「こんピ，ほら」が発せζ4xbこヒ℃るの。瓠・礁～で勉蓼署る。
　　ご　棟＄トミ　4「　柔ま・・2等ク月pa　veす　琢葎、〔倒翼！　こ弓廻
　　、姦fi’Bナ肋砺おのへ掬越（瑚潅ぱ循轟多内ねカ・5嬬入クし，以
　　多匁・rtz・・a　fA　i（。「へGな9，・云一方菱轟2魯・e使用するが．
　　これ鳳、一鐙q冴龍化姦碗泓と必亥3べやづので、謁緩のこし〃ゴ
　　n明畷な’表瑚をしているこヒバうい。薦．銘苔τ微懸’考島。
　上祝芸々・葬遍していろ婁胤韓叉貝てノ雛痢㌧蝸（・ド）．
　あら（アラー、アラ、ラー♪」が頻発5．trしろ；Vであb9
　　（z）　〃；セ承雇次（男♪ぱ判会撲、繰髪懸をつしめkが、タイトル
　　3、8　／aBの内の一→司ズげ発言グある。♪
よ　無青旧臣
　凋．聯煮一人。ノ夫e承麓漢／可・会夕闇．蘇委痛、太家∫ヒ超お端♪
　ta　・ん四重峰・癒な一三鱈’あク惑轡細矧・ヲ三者の
誘葱醸侮弓なか・式。
　三富擬e搭切叙癩氏が額め豊クま、し役をフtめゑ，乏人n気・ぐう
知賂義秀珂あで協ク、なご聖かな蓉倒数で箕いなビしケが∫．予変
　して・ん透題9ご砒h＞￥4ikなく殉陶に9・S艦ぶん楯し筑．
1．田　打　方　の　頃
侍し手
（命考）
　A
　／3
　e
　（豹名）　　　　（・1生）
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　で9茸う・魂、・r＝つ綱珈ダ。＃。畔道「津農一た趣韓場．線
　の蘭通9で得お㌍泌・難う勧・つち．
　　篭B，蔚、9、イ左久間ダムのん造規の喫＝部ny一角に位竃て3，太凱馬匁狸
婆離・κ窪町屯内・溺が一等臨民家・潟んか駅、匁智将前
　の吊穐も渡，九xこ3が、欝岡、長野、蔓知のう県の票晩砲門で隔る。
・打落佐久尚ブム1＝P．て、＞tつ半数智ノKラ9して、、＄v感・・丸、あ…F・）
　）z叡・い・ボ、＞2．れだ・す隔絶しr・　＃fL　Z“あ層i・左い乞3、）弼の・
　ヒオ＼sも、この町彫の特妥性啄薙・像t臥｝で・あ3う．
　　この迦羨ヒ、‡天毛封坂部の「建良．趣象伝記」芭藤じめ・あちこち1こ似
　tこWうr｝e物があ‘る、tで知う岨てお今、嘉広蔚ヒ七「沼辺琴6℃きEJ
　■いう田辺象．伝衆の震平金豪が：’あるe　それv一よもt、正．平元》茸（／34る2じ
　紀州田辺の人、s辺藤Pt郎国量が最初v：禰痴、、・イ圭んぢ。布滑・隊、伺じ
　毒よ蔚とな．て・・’｝．漆二島、河内（＊、没）、夫洛薯vv七じ、「熊谷
　象伝言乙」｝・記彦畝て・・る生々レ・・二歩の多舞台x彗・てい～が＼吃7疾
　ら1・｝．・てわが3：通，・）、この氾急尊当略の武t毒瓜集団葱穿して、「
世も忍が、亮払晋んで薪劾在e．mp　i）開、、た割勤翼屯であ・島
　rしkで現在り亀よ蔚荘任の全声os’祖1も惹たど・zい・T　lポ、／ro昇前
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　のIls・象bっ排が・るとキ・・ラ。危充じも8弓射、蔚の全・アカx一み兇らく
　南丸朝時べの武’士の集団の｝孫達⊃ぢしい乞3か£し戯毎・・。
3）　4又縁秀もの特色
①ゐ叢区画よ一ρ位置・憐梅諸元ちとり閥係
　　この也禿の力宅t］r，三三信薗三三帯力霊」Zして、1手憾％虫立Lt＝区
　画旧称乞．与rk　Z良．。回れれ3於⇒寿泉の課鍾τあうう…ゾV＜・も、
　憂知呉轟ム村、皇祖蔚、長野黒え竜蔚、静潟爆水窪釘．佐久間篤導、
　恥んど夫通那特色臼翻しこの心輪回知匁紹納、青響納・
　じ分割砺のな藩島で9躯。又、．。・也・趣彗乱て〉県の幽
　かじノ義彰しめ3・L一纏論イ、丁3≧t，し不1能で易3．マヤ脚力脇見秀と
　口、ズ三三．知的。であ3。。カ・もし嬬、、が、trム陛巌s非下知
　釣い◎9うで、翼一ラ列の忌門㍗也戚r先言嫁獅ユ全域七、非慶知的
　と蔭の写、丁砥、ざ符う’rsくね＄と愚・ラ、7tn8うなわウで彦画しのイ立置
　｝一宅τ＼＼うの球rJか仔か・・むボオ・しい。
　　憐嘗物オ宅zη関イkx　Ncして、IF、長野鑑天一も筍坂筈門下と劉同一汚雀t
　老え5眠多（坂部肉豊乞訴細i＝調べていre、、　oで疲足，で窒な・・β㌧ツで1
　あ零）。〉乃h天毛’碕平岡。こ多ム厨で、審視在キ、勧詞：過し芸形の～一ソが’
　健義でb3炎藤采竜村子・）、静｝翁最ノヒ彦町＄言の状熊じ近，・・ヒ1忍の淑
　る．　レかし、　一’vt’ソが矢．三三で比較的伎の漱tJく好・たの”；sc：最近ノデう
　うか5、こり邊，・、、エ本嚢的す；ちのて・、T　f9　，、，畠ム粛夷霊寺7κ晃と9．r＄
　’）、美竜王・近・いゆ二人の悌致は、「蓮母童の酒倉・。があうい・
　う莫＿で’ある。
②野猿、Mの精｛も
　　了イリエズ嶋、のモーラ表＿t、霧i、樽町ブよ看多kしめ育・
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ン（ま1護音）　　　　、ソ（！f良一音）　一（長．紛
　具体看声1：フ・・て東京語ヒ異崔る毛φを掴条書を的｝・．運・℃苓．、
　ま可＾、母者τ隊、う吾ll看m母壷が・x私　｝＝、答言様1・感じう蹟葛．凌かいlil
i＃Lx徳ピのうa“〔欧ヲであ3のt；）ぎし、当煮豊Oj痔唇乞，横1＝張ソ気赤に
強く愈愈るtW〕（イ旦し、ダしめ毎、＼）であ多しと1、よ9かシでY恩ラ。
　裏i＝全幅とにこの尊宅b啄、　いわゆ．る・母者無声くしがワケナ差・・。語末ある
い感、　無、声§’者・）者飾の’前の．　そ、　ク、　シ・、　ス、、　・チ、　ツ、　（L．　フ、　｛乙か、
ブの醤忌月鵬声考ヒしで溌都郎わ、プであるが・、その・有fa化・が’
特別｝こ強・・墨うに感じ・シexち、シ淑、享かrs、）耳｝二つく精マ敦であプて、
同じ8うに汽軟が』「有色イも」＄一＄tいの〆B．薄鈍屋孟霊、匁F風汚霊攣
りも弦、・奪う｝二感レら敢3、
　⊃匁bこの秀誰て・、零／qi，σ1／なビのいのやi連研者か。融合声．5
岨角が認わう昏代6，　配の展体的券峰、ぶ／aT．o！／L毛｝こ（c：）￥
穿3場赴z、・ヤ尚的な考ε者v言＼・うべ・航〔33：フ又¢（E：ヲ（／a；／の
覇！妻）tt（φ二」（／Ol／り愛念）v一書商烏ヒ、て更P吃訊ラtの中間
榔縦港て＼裁ぴ迷うよう・愉懸どがqろ、・和窪で・・て実乱稲，
又、離、慰し・聾、・で・ta；〕〔Oiフt実現講武　こヒも／ケ∬くア、い・、　／ヨi／
幽くラベ・て／0ぞ／の元バ畠玄鳶し嬉、、＝tオぐ99い。隻証し〕t¢弓Jη墨
う導聚，Ys昏、払｝z尊、「中途単㌔ボ獄回’帰）A湾し寡・でi7　f∫・・がt泌久乃・
も）ヒも「屈’挿）v・・う～乳象力暗訟うずし毛新し・＼カ・ヒ’うかtいうこt
とけ別圖題z“あ～．丘aのQO1〕tモ〔e：〕し毛・・う／唄角がず。　t
民愈小シあゲz、いつz・・s㊥’帰しラ．るv・・う「抑丸」L持・T：離鰹・
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そUtボ噛連．母者の融奄乙広義ら遵塘化クの季質であ5らと忌〉．
　耽の）う募竣象・・難似の融含イ6（広器の連，戸Kb？は、1言か1＝もろる、
そ柵賑通肩（ワ）、覧・ぐうオ）バ繰私用詔厩形・誘
宵9融合前記であ3．rムi’1．　Arム㎡ユカミ＼・ヤマーt　．41S春工獣、「道
侍」「蓮琶」ヵぐ、　ミ今マー、　5今ヨ・一’t発看乞嫉、r行㌔T　s　ash「良．ウ
　あれ、不」三宝’、　イキャー、　ヨケ’1ヤーと絶者さ⊃聖業「商虫／Q．　￥（s　」毛、　、＼フて’
も、ヤ安ワ、ヤマ9■、　ミ与つ、　ミ今う’x、イケノぐ、ヨケレノぐY園’帰
しう3特性芝祷，1rz「｝i蕪’含，1であ3芸ラ）＝｝忍われ3。ただし習’償よ、
イ反定彩窪いワも融合形で更現しウ苅く、じ豊」あ義心噛秘合しにくい
・乙・・うこ乙億、殉霊的躍．由）；｝、って春在学3－t、電・う、
　拗看博、勧拍億「融塗舶や擬看銘臥♪％egタ味認h主・し
て認めシ岨ち、
　1午お、　亡ee；フ感、　アェー、　〔K　ee．：）は、カェー、〔．φ二〕憾、
オェー、〔K¢1；ユ暮、コェー、z夜竃も誘る．亡El）＆（eりぱ区別も
ず、工一じ表一記した．
　馬瀬良雄氏・3．、論丈「天竜、有一犬珊丙の％釜」（旧俗資料報白書
『匁珂内の民俗at所収）のなかで＼畠ム村芳老jt　iηめて近・・Y骨タ
熟知鯛お可耐の母都・フ・・て、／eハ1ek　t・・てε〕（広い・）C
あ1ハ／・／　i3　（つ〕、・近・侶述べヱあう薦．畠駐輪宅縫埆そ
う㌍拷・か幻＆め郎植下ヵ・碍観蒙鼠ひ・争・。・な獄ラーり’
で・f絹・・化予艮．・）「び昏、　／　o：　／　tL・・ラジ旨声hN一、　明　5刀＼に　t　つ　；〕　て・あ9
　　へと感ひシ脈Bこx、一1防＄。
　当禿釜の女訓。／e／　’＃、難頭レ舌・、て斎太虚）e〕（本絹、・舌い
て、詞エヒ表記した）で鋼が＼感動謁橘投助詞・レiS・Le・〕
x発意ミれて・、落，＄ん、「L」ヂ（灸：包）誘幻3」塚ど／ue／乙
・・う蓬緬協・、、ひ試」脚¢コ〔suw巳腿〕の誇にLwe〕直心
蓋t眠3こtカぐみ・・。hっ呼ヵ・r宅療」rAglkjの8うなつそ看紐多鐡
詞の今㌧令形、r畏しs」r食7）落」の85なつ看皿段勧詞の可能翰詞
形｝L舌t、て〔we〕が’曳現講る。㌃れら感．う為て表託しTz・。）乞h一助
詞「へ」癖LWe〕℃2難看類汽｝こtが’匁く、靖じ惑〔9we〕6）箏
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　う穏実現稿・・もあ・S．
　　文ヒ軸、・／・／、e．語勉・uvの・観筋，（プ1”。）（御
　〔ka・wo）（澱）の如くて・論等が、これ、9t　．＆韻ヒして・9　L　o）・“f
　立しほいかラ、うオ臨・ウ毛一ラを認わ・ろ。と・ま不通当乱あ．払手た、
　勤詞「㌔が’がな脚黍．．卸）と（’・voJ・毒気も帆て、，9こ’・，　t、「
狩一・・う範ちの、・含翻謡矛群雨恩う．
　　レつじして揚・ゲ九、ウ・〔wja〕、｛F一、哩丸、ボ・・当～・励・一
　のよう爆例オ魯挫．．筏宏のである。
　　モーラ表N．のう与、同様・）特殊k6弁下で癸、瑛誇5毛OPがイ旭’二、’ソァ〔
　ksa〕（例、ン，一イ、．ツ7（正述ん））、ツ応t　’t　5c〕（刎、ゴ・
　ツォー（こち肺））一ぐご．ブベポ（擬髭礁芝除冠．論蝉轟で、本
　促一畳の孝垂で・σ）y更銭L誘る）、ラ・ノルレa（語頭ヒ更，現商るこしeが一部タト
　皐ξ各以、外感’極度．じ・ケチSい）纂・が’あ・5、
　　　　ふが循蒲、ま趨顧で叉お＆毛質で〔㌍で珊・
　　ノ・面心拷氏ノ・しフへ益通して〔㌧コで・採卵純声気味な
　場叙点く（ft〕碕ラUt｝，当銀竜咋で・t（段δtの（畑）、脈l
　t。ts・’rk）（一つ♪、〔ft・uXa・・　］（」k）、〔li．　・　Ka〕（恥）答が
　観鼻高れ客．
　　楼む、ノ・S　・jl　・iブデのような濁巻の前の促勧濯姻観心工匠㌃刎よ
　注忍べ唾こるで今復鐙、りひゲ’て調盈した・・，
③文ま．しの特色
　　敬語・答殆ビ急く訊稗・ネつイ鯛なども殆ど’踏摺得・め
　嚇．丸味薄歯も・購・解・1・鑑佐久彫砿L，・・　L、む琳来推量・
　スご、　キ能室、っラ、　ズラ、　づ云聞の∠予ヨー、過髪の一ソぐズ：♪箸ヵS’あ3。　君葬し
　く・答詩画図象一毒瓢・場・鷺之州ム焔勧．ワンプ’の（「函
　認ぎ・3幽収）じ暢つ、こしτ鳳過去形のヅ・・フ・・ての野託・Z名’
　＜。
　　こ崩．まし動詞週却多・瓦行・・γ、見ツ、飛・ズ・い・・、⇒・
　と野ξつとそ庄虜言ぺ毛矯徴、で．行りブ、免タ．姥ンヅついいか．たと・
　あ薩。区別嚇、い・社・、峰尋縛実で鴉。武イわク・’ツ・
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見7一デン、飛ンア”べ・／、、，凶事法もk5。kム、r、ンに穆豊・・い・か
臼・つ・淫、仙ズ過却勾（～ヅ）、・矯影。（～ク）∫遭
去矯旧弊～狐．・の．呼．島軋℃論ズ静悪銭・遭去麦魂
｝・ツい御6網縄75所取）・、鷹表しr・　・・すあ5。ま臥ツ・・ク
に1書他・弥（’フ）・β赫（のJ7彦別一iかsんひ・多どみs煽ぶ一し力耳
漏沈・下押、躰鄭餌・さテ・ス砺路剛臆没ザ駆汚
え5薦が、タピγ特別、更・・、ヲ・，ツ・ゑ界、・フ・ひτ、誌．D
詩寺。起編聡があフかし、。　’z・・泊脳鏡。凝家か叡た・・しの
争賊乱集してり轍静・解爽肩・。績。。で翫い・のτ、動雪
馬料・．E・う1・、～・・ぺ～9、～ヲ・ゾフ・荊・YSL　J一尺ム捧集鋤す・
　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　いこ之辱・党いへん巻略し・い
　穿み、形考一旦遺子彩、指是動動詞過去彩、誉詞下思過却多・フ・・乙
窟葉隠～カジン、～ダザン、～ザンズであ．3層薩孝・肇
でS’5，毛し垣壁琶．ヘノカツワ、　ヘノフ㌧，ワ、　～ナンブ乙い・～例
が凋い∫、周壁三寸平時幾の創であ・）、決して、～ツごカ
ビ文宏弥・区駈岨・・ミ籾で弼・凶恩瓠・の美一儲棉向
き呼患いワ・ふ・ので…　場で・お画わりして双・
　物紙前霧醜、縞「水窪卦。載べ噂か・．t‘特徴。・て釈「知3・｛F
・、℃’」「 焉Eかないで」｝。当＄＼・・＼か禿薯、ンラデ、アルカデヒ・・ラ長
Σあザ9こYhK’で93．
1毒魏、と“解り、償用法い・うべ’Kかモし戯な・・が＼h　Ziンム・カシ
（・盲魚）㌧か、つうツテつうツラ（笑，つて＼／♪乞か、オ田々一寄一キ
ー←縦…ゾ）のぎ5・ズ囲み語ヲ去」ボ纏己か／・で・あ・・
姓、謝躰決して海・i段興しく・8・・．＿・C吟唱誇後・霰癒
・・　LZ窃貌・巧る極裁断S．
　・尺・，．動詞遡聯多ε用、、＄差詞的用ラ翻ヵ・倒造発であs劇毒指摘
しL跳夕べがつル裾袋与、啓辱、の、オヤがつ腐（竿く起S
れ嫉＼＼）、カミ亨て方がミ（事様‘と拝むこ㌧）、オミ宍ア｝プ（四神廼
をあず5：・）讐絹粥曲う鵬．
災・「譲恥・梧びして、柑｝・き舗徽た参、し’乞りに暖う
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　え鷲流ラだ」い・うあ、・ず～『＆ tT・、こUが’乃… tをあ1アう＝ヒかてさ傷
B金蒲内応の概説
　近唄粛も危たあき、「貼知らぬ鵜①1也郷丸弓秘1・s爵墜、
すぐ㌢地毛乙矢めて！乙・嚇、け季こ。ずξ便、・（採堅き吾便用芝含む）E
しマ可、㍉2rvUん臥砲・・と、ぎで訂9〈祀け・こき紮tて翫・・よ
魔・っ弟・しい。　しかし、t8か1：俸どんr＄「鮎漁老コが・家茎＞tl充毒z・・し
か葦舌で：r8いv・＼う人や、相含力S’TS’手”zい乙℃．一人τしゃ・Vst・・う
9iう駄t・、＄．私、一1・、震。あ・∫力匁’狩・飾5’・・9・会誕の場・遭遇
6Sたわb辱、そ再3　rg人董裸㌃とが脈フの1　」／、　Z”あ’9　t西え
ひたし、一k、貿9ぢ嘱臥すBキ、匁’！て即言紅守・気運
・・勲爵一8か・アrs…形葱・3うと・・う、。乙＼鞠類頼沸・・凶節・一
議で＼ひ手で達履取彪越劃しf・、獄て泥人・詩勾・監た・蘇
壱測奪い・｝…こ・があ，・zE、桑ム、彬。％t）で託至舗・塑ミ窃制・
警戒賃吻・・、Za　tフ・無法。％九箆，
　官爵、r｝1・i・い＝E言篇謹足・瞬・しf。終う漏一節叡託
伽T」・・“A・幅笠んt、歯いi！」・・…　瑚奄口あ・3，こ・・擁・・；
気駈レ一揖んき好．び・こ行。ひ・て沸乞タトしzいた。
　葛乏却．諺暫、・の制。・砺噛碗んE加kzの三三ーの誕奄・・で…］）5
’3細い・砺し…’r：が、．で編闘藝・…f；e「gx・、穽イ丁寄・畑’
SSい㌻蛮・恥紛翻駆の・・　nsので％多部で輯・・事願・・しZ
唄．も〉幽い王シ，zいs．
　第一　｝導・一Vfわ吝粋通楚マ、痴・田歌じ取区・聾力・）　r・　¢k、が
」　aへい、，．曝け読・勧一瞬、醐畜力・つ前誤賦寡嵌、近
｝鱗ワの＿・わ暢碑謝辺雑亭撹・あ一舜雛・ひ9・し・’
し、・幽・萌ソド蟹．ゴ5蔚。蒔生紘有丸違瑚橘蕊
Zうがが．知粋1めの一駆ぎく弩して・・9諮鮎．～樋であS・
一一R09一
録音辱ntR
鐘各蕩戸τ
髭し告
録者環境
罐珈夕。昇ヲ月6fi
憂知県ユ蜷嫁欝畠ム騎ヰ9甲　武凹初夫i凡宅）乙・全部）
　（第・一多P
武田ふき←ff♪e弓　；台s24　｝司諭生軟緩蒙従專、他吻で
　　　　・経験ナ｝L病釜舗笈かr，　V強・、・愚うボ、
　　　　闇投9r詞ネー。使用、延三層得力・？．“韓翻
　　　　吻。
田辺正一（男）明三台34＃　畠ム村”1並生砥農林蒙、勉
　　　　衝での往験rsし。商室軟度申し煎んな…　愚
　　　　うが’、こヒ、ギ使・・、3毒Zなしく、舌し暴で早算い。
　　　　制公議噴z、短期闇蔚長の：経，験あり。今、えメー
　　　　クラブぜ：誕役。
　（笏あ部）（第多部♪
武田逐竃、田干．正一　と
堤一ふレよ（女）日月ラ台39＃　畠ム有布原生激農業彼事、
　　　　イ幽で・・縫離魁。疫在、亨・甲在佐訪き保
　　　　句隻申しぶいよく誕し娼宣．性格初勃鵬力・で
　　　　気ミ〈、歌婚｛Z・’、盆唄戦の杷霧・・氏謡の完守
　　　　し・・う、，
　武田tl・siんの町尽羅閥で、巴のめて臼然ナチ霧｝郵気の
もとで有riのれた。第二部．三都［篇x・、プB表ま老の配置爆
＝7xの　茎〉であ・3．
孔IPO墨
　dイ7
畢○○堤
奮　蜜
上ワ”
一→南竃・
一310一
　　　　　エ，身辺雑茅
　言云目
　　ぐ「載卜薯）　（6x．ノζノ）　　　ぐ｝’オ）　　　（争←マ）
　　’ハ・武iヨふさ礎　明165）一＃％吟霧塗代
　　β　田里．正一　舅　・月彦ラナ茅　　〃
　　　ρが田初笈　男　 大正レタ身慮吟お・鞭し　〈履し葬分｛旗〃縁啓協＞
　　　Eて穿℃「D咄母ゑ・女　　ブ〈正ノ祷　　弓　　　ぐ　　　　ク〉
　　　　ロア　コ　　　　　　　じ　コ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　ダ　　　　　　 れ珍コ／マコφモオしサ齢クマ／ガ㌧コ＿デノレt・千＝マーイ
　　助　撫　　俺，似掬　　・蚤絞き　幽・乏・　謡　冷
　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　 つ　　　　　　に　て　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～マントコ9　シゴトカ。　ネーデ　ヨソィ　デニャー　ナラン　シノ
　　　噺1・　砂ゲ　r・…S・そ・　出嚇。な・駅卿・・
～一ニ [ー　オマエ「ギテ　7リョー「ヨ「v！チ．L．7デイダガ　ソース
　　い’・’9　　お荊は　泉窪　　くKよ．て玄，r　　し1　lt心づCl　3　je　）　・t　s
　じ　　エ　ロヨ
　　　ノもも　　　　　　　　　　八ノレア〆　、γフ’
　　丁5ゲζっ1　（’m　・，　rv）
　　　　　ド　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　 ダ　 コ　　　　　ド　 コ　　　　 ?ハ　マー　プカ㌧イヰヨー　セ＝ヤー　ソンダ・．チェッうそ　マーアン
　　雰あ　痘塾き多　　　せわ｝な一・　　摸莚て玄．て｛　　　　まあ　蕩乙
一マソソゴ晒ケンヨ，・デ・しマデ「脊邪，ガが岸
　　渉り　　yt　l　　考りraいよ，，㌻　　　f疹5夢て’“　　継ぎて’工　　6’毎らraい4叙
　　ピ　つ　　　　　　ダ　　　ミ　　　　　　じ　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　 コ　　　　　　ド　で　　　　　　　　　　　　　りβマー　’ノイア完ハチジーグし’マジャーイヰニャー　ソイデ
　　『画　　K↓・t　a“　t　　　八ナ　 ぐゴい　　 2ゴla　　　暫で・h　h虞“　　　〈“v1”
　　　　　　つ　　 じ　コ　　　　 ぐ　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　 つ　　　　　ド　 ?ーモモ。テ家一ハチジ三一プレーマジ遍一　マー〉イア完ヒ
　　t　t。Xね　　　　ノ叶　　　（“sLtrで’X　　まあ　　劉・γ冒も
　ぐ　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　じ　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　じ　　　　　ミ　　　　　　じ　　　　　ド　コ　、～ヲジ三一〆エー　一ナンプし一カラ　／　アミ／／才　イエー　人ッ
　　kt　9・a　　ちく…略　の9 﨟E礎　　、は　・．
　　　　　　　　　　　　　　一311一・
～、¥ゲヲ　ヒジー
　つ、1『ん　　　／〈1ま
　　r　シナンゾ
　．死出γ3いゼじ・
　　　　　n
ヌィゲー
TL　L　tde’一〇
　　　コハナ1ジ’　・・一ノ
　ハすの
　つ　　　　　　　　　　　マ
コェカe　カカう＝ヤ
li；　D・’　　カ1が5軸瓢・
　　ド　コ　　　　　　　　　　 ド　　り　　　ドコハ　 ホ一命イェー　マー才レ　イマ
　　　イlh・遭3、　　　渉訴Y俺
　　　ダ　コ　　　　　 コ　　　　 ド　　　 へ　　　　　　　　　　　りβ　才パーワ　モー　ハチジ広一／　ヨ瓜
　　　多）はあ陪　もう　　ハす　（b　　珠lz
　　ド　ヨ　　ドβ　ダレー
　　誰7
　　　ド　　　　　　　つB　ヌキ。ノ　才ノぐ＿イエー
　　　彩刀あぱあね
　　ド　り　　　　　　　　　に　　　つ　　　　　ア　　　　 づ　　　　　　　ダ　つ
ハ　、ノーヌ『∵，・ソライエー一　ア／才ノぐ一ワ　才ノぐ一モ
　　　餐ゆ鵤ブ乃〉ね　　　あの殉幽爪（t・B7）あ1高‘t，
　　　　　　　　　　　　　　ド　ハ　　　　　ヨ　　†ッソク　シ〉ノーードエ　 ：ジ9デい，オジ」ワ　　アノ
　　以で毛，字く　晃人プ’よ　　，　下のおじいでんは　 あの
　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　へっ、フチューータ”カイエ・一
　　くフ・て、り爾力・ア♂
　　ド　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　コB　アー・　ヴン・ノフダ9・ンイェ＿
　　　蕊）　　ゼ乳｛〈τら九よ
　　じ　　　　　　　　　　　つハ　コーユー一丞コ／　〕ダツニ　又’つウアア
　　　3｝し・〉　　所σ）　　ご’t［っit　　坐ゲてい衆
　　　　　「　　　「　　　ド「　　　　　　　　　　　　　　　ρ　「　、～ッキ1）イエー　ξ｝ノし一　ソレカフ　：ン
　　　っをワね　　　文　，　イもカ・≦
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　A・バ’カ　シ9二　：オィテモ　ショーネ～テ’
　　ば納　　和・　あ・冠　　し砿グ丁誕か〉
　　　　　　　　　　　　　　　一312一
ナッ9、．／ツラ
rG．raつたろ｝
　コ　　　　　　　　ダ　　　コ　コオジーそイクラ
　　　　　　　聾おじ’いt 　いぐ5
　　つ　　　　　　　ド回才力、シー　セヘンソ
あかしい　　　セ⊃る｛
　　　ダ　コ　　　　　　リ　　　セーア　セーテ　ソレ
　　色ぎを）ほセ8をし’し　イ紅
　　　ヨ　　　　　　　　　　　　や　つ9／才バ’一モ　アイ　ヒ1・り
　　　　　　　♪くX下の　あ1ズあ《んも　 　　　　　　　　　一く
　　ドハ　　　　　ド　　　　ヨ　　ハ・ソガ　ユウエデ　ツレ
　　　宗咲グ　L　へ　連κ
　　　　つ　　　　　　ダ　つ　　　　　　　　　　つ　　　　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　ド　～テ　コニャー　じオ　アブ㌧ネーッア　ツしテキアオイアチァ
　　1　　．7　ti　（1i9　史が’　／¢rJ・・N　7ス　　　亙もa3a　　asい1　　誉
　　　　　　　　　　　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　 ウ　ヘンマ／　　ア／　 ムコー／　　スぐニ　　ネケーテ　 ガイア　　ションへ’噛一
　　の織6）　　あの　　侮）♪の　　 隅島　　霧か亡π　　AいK　　ノ」・∫更
　　　　　　　　　　ぐ　ヘ　　　 ア　コ　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　 つ　　　　　　　ぐ　コ　　ヒーテノキ　ア／　ハッ　オキアク’1ヨーヨッチェー・モ〉プデ：オ
　　　　　ナくイεft ！をrぎ一・　あ9　墳ρ夫よ　乏8ぎ促ぐ4v　。　aい♪の1・・　　　　　　　　　芝τ
　　　　　　　！　　　　　　　　コ　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　へ　αチテ　　シタンベ’ン　　タし一　モッアキア　　ヒ：一ラシア　ネケーテ
　　勲　硬論・殉励噂埼．・臼　（蕨を）蝕　 伽・
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　じ　　ヤ．ヌラ　み’Lカ　セツナフテ　シヲーネー二　〇フシンカ。ンク
　　や溺　 ・・う・8伽弛…窃…）し砿ガ・・…”・s売瀬　e
　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　ザ　・～．ηヨーヨッチューモ，ンタ“デ　ソし才　／マシタう・イェー　ソーヤゥ
　　　＜娠っ笑　vl）のT・　　　　　粍も手　　励3で廃∫　Xa　　　イラ駕
　　　　　つ　　　　つ　　　　　つ　　　　　　　　　　　つ　　　　　じ　～タラ　ヘー　アサ　・へ一．　　　 　　　　　　　　シンタ層＼アタエー　アンダ弓ワ　｝げ’ッソフ　
??
　　叢ら　　も〉　　動　　℃）　　魔ん詫暫みマ玄。／1よ　あんta　J　a　：pagE9－1・．　夏
　　　　コ　　　ダ　　コ　　　　ド　へ・ンアい’モイエ，一　 †ッソフ　 シンタ’＼フタ
　　4■“〈ね　　．　写ノくと　　3し砿”
　　ゼ　　コ　　　　　　　へ　　　　　　じ5ハチジ」一プレー9“ナ
　　　ハプ臨　　（“＄Lt’1　”　ra一
　ぐ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　 ド　つAドーモ・＼チジよ一ク。レナ。タ｛シレンエーソしが‘i＝
　　　ゼlt　　ハすぐ’s・・，こ　　r」・．，tb’t　．し檀∂いよ．ね之．　替炉（気種の
　ド　　　　　　　　　コ　　　　　　 ダ　へ　　　　　　　じ　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　 つ　”’・．一ツfプバーア“　マズ’　ア只t”一ヤプイカ　ムラナカ　ア・しキ12イッ
　　卜いあ嫉“あさ’くつ“　iP　g．・　　1董ltLII気　ア3　t一　　　ぶ才肉酋　　9Dぞぬし吐プL
～ガイ∬
　　ガla
　ぐ　つ　　　　ゼ　ヨ　　　　　　　　ド　　　つ　　　　ド　 つ
β　アー一　ソー9X。ツイェー　ソーダ’∵／ツ
　　み》　　考♪賃ち～し‘は　　　　　 擁♪乙ち／吃
　　　　　　　　　　　　　　一313一
　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　 ド　　 つ　　　　　 ド　　　け　　 コ　　　　　　じ，A　ユ…　キツイ　1バ『一9“s’，ツド’で　イx一　・ノしがマで’4カシ
　　ね之　　i鼠の嫁い　あゴ穿　t、　’sr，よ　　　　堵A　　　　｛玉が　手9”　　考｝
　　　　　　　　　　リ　　　　　　　ド　　　　　コ　　　　　　 ヨ～s，tカラ　ァ㌧マり　ナ＝．カ　やり’ソケン　マバーダカナシダ“カ
　　ガメ　　あん㌍ノ　　 弘ro・　　やりつlrrev　　fO／？2　γ2nか　　イeT”’　・
　　ヒ　　　　ヨ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　ド　つ　　コドそかア／　オレ／　：コド’モワ　へ一デ’カク　ナッツカ‘
　　3皮ガ　　あ・t　　才ボの　　3峡μ　　C＞　　プ（fく　　六ら4’　6・；
　　や　　　　　　　 コ　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　 ハ　　　　　　　　　　じ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ダ　ヘ　　ソツヨヨいそミズツニ外託シ。一ネー拗グデイフ
　　りっイy’虚rし　　　　命ψ〈t・＝直も　　　　　函る　　　ざづツ1“　　いぐ
　　コ　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　マ　　　　　　　リ　　　　　　　　　ダ　～うカ　アドー　オッテ　ア1）・ンテ‘（L　ミリャー　エー1・モヤ　ソレ
　　今ρ・　　ク支1砂　　L9β　　＄一・、マ‘t．　　　廻紹6・1　　ea＞・・ヒ　．3舗4　牽ん
　　　　つ　　　に　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　じ　つ　　　　　ザ　～オ　ソ　 ワリヤイ　 コ； @カラ、ンコ家一エ　アソビ’一　イア　コ広”
　　手　×　 hワあの　　筈j・　　毎～9・・t：　　　が〆’・　∫デ〈．　3’ぎ
　　　　　　　つ　　ザ　ら　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　つ　　　　　　　　 つ　～り一　イ、ンテ　；木。ンホ㌧　：六・ン・tl“ン　イッテJ）．マウ　マー　メシテ”
　　ソjL　≦ち■　　不㌧ff，eL（P。9（）　　　〆7っz‘gr　5　　ヲあ　吻磁a”
　　　コ　　　　　　　　　　ハ　　ナケニヤー　　コンタ“イ
　　7D　l　t　・1－t　i　a・・（フfi　t）／iz　ra　L・at
　ド　コ　　　　コ　　 つ　　 つ　　 ?B　アー　ソーソー、ノーソー
　　蕊〉　　て辺～
　　　　　ヒ　　　　　　　　　コ　　　　　　　ゼハフ／コ人’て一ミツケンデダイ
　　あa　 δly・　e　　みつけfO　t　Nか〉《じ’（5er．（磁P〃1き蚕v3；v・t掲率？い7」いP・s　t．”）
　　　　　ゼ　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　 に　　コ移　アー　コドマー　：てクナカツタヂ・イニー
　　fth　tS　　ム僕鳳　　　ウプ勃’っブし　6’∫」）
　ぐ　ヨ　　　　　　　　　　　ド　　ヨ　　　　　　に　　　　　　　　　つ　 ト　へA［一・ノィデいソヶンデ11ヤーマタ　リッチャンX一ガ
　　えs　　て幽t・・　身・酸・k曳　rJ・・あ・～　伶・dl　　気　　　‘ノ，　StO　48ゲ
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　ヨ　　　　ド　つ　　Pケチャーフマ・レソレーマ9“ズフヲンk一　（一カタ・テ
　　脳）t　’tほ（海魅剣の㊥3　　イ4～μ気　　の千くソ達も　　　　　一瓢’＝
　　　　　　　　　　　　　一314一　　　　　　　　り
　　　　　　フ　　　　　　 コ　　　　　で　　　　　　　　　　　　 ピ　　コ　　　　　　　　 ダ　　　コ　　コ’14ヤー　コマ’しみて・ソア　r、チヂ　ナニ／　デー＝て　ソJ一ブ
　　イ列4・一u：　　雇｝3　tぞ・っa　　’撃…　　イロ恥z　つlrz｛一　　｝て／xr，」
　　’n　　　　　　　　　r　n　　　　　　　　　　｛1）
　～：コト・一　オごエタリイェー　イフうカ　ニヤケオ　’ヤ、γタワでワァー
　　こ￥セ　　9n之Zワね　　　　uGか　　ガ～宇　　一r”），　tlリ7・1　・1，1．　”
　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　コマ　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　 ぱ　　 ヨ
　　アしク”ン　ワワヤー　 クニ　プ’巧ワ｝、　ケッコー　 アガ」　才キ・ア
　　ax　4“f・・’rか・　‘？IA．　　？’t　アおザリ・　　1ナ・」　　鞠　走e　eπ
　　じ　　　 つ　　　　　　　ハ　　　　　　　 ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　 れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　メ5ヨ＿　フ。テヨがアケ・し誹　×シ・一クソアケ、。コー
　　微で　　食λ　液加　鋼批　　ぞ砕　　倉．・　　’ナ，二♪
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　 フ　　　ド　マ　ド コ　　　ド　コ　ドつ　　　　 ?　　スズシー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カサー　モヅテ　　　マニ、 アスヒ㌧ ポンポン　ホ。ソポン
　　涼い）　勘。遊：びに　　さ。さと　　傘ε　持，マ
　　イッチャ、ソテ　ドー『も「　コドモワ　「グニ．ナランモンタ“、ソツエ
　　行っては　　 どうb　子n笑ぱ　苦にならなDδんたiS．　t＝。X
　　ア　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　ド　コ［3　　コドモ，ワ　　ヒ｝一リ　タ＼っタ　テ“エー
　　　」1久κ工　　一／N　tt”フζか，ね
　ド　コ　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　つA■一オしかヒFり。キワ鉢プ，タ｛シヌ’デサ　ワンエー
　　汽　 恥が　　敢。幻　　鹿・＜獣の・一　　　籾翻
　じ　 コ　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　 ロり　　ゼ　 　　　　　　　　　　　　　つ　　クソナヲンモンヌ’「ア“　ア／　　ハツプジ欄．一一ノ　ニ才バーワ　　グーンヌ’「．ン’ン
　　夢’・アお分・、メづ　　　あ渦　初あ爺の　　 あ憂’砥　　 ∫舜ん㌧る
　　　　　　　　　ド　　　 ヨ　　ド　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　 ?　～ガェ　コド毛　孝κづ　才ンプ／コっ　ヒんッで　ナカ・．チョーモ
　　よ　 5瑛（t　・・之ia”）9（いmp）kのbl　l・X　一／一．一も　砺・。九4＞かか5
　　　　　　ド　　　つ　　　　　　　　　　　ハ　～ンダ’デ　圃オ匙：コノ　コバっわヌ『、，ノ・フモンノリデ聾
　　　　　　傍（ハ　　　　，11：ゴゐ・ソ気3たのr・t
　ド　　　　　　　コ『　アー　 〉一二∴7ツガエー
　　双、　　イ）乙ち《・極
　r’1　　　　r　　　　・「　　r　　・n　　　　　　・n　　　　　（z）鴻　工一　ヨワヌソ人カ　オトつ／　つ、が　アウテ　 　　 　　　　　 　　　　 　　　　　　じ人ネタチョー刀‘　　之〉留人。ガ　幽　3，襲。一拠』勧んイメム・，
　　　　　　　　　　　　　一315一
　ザ　　コ　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　 じ　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ
　N7フご　ハ・ソカ’F一　　ハ・ソが　　フ1し才　　力‘　ハ・ソオ　　ウン1ノ“kぞ＝
　孝子　×Kxx×　わ寒ガ・　ζ俺を）x．俺が　劾三毛　鬼砿一一，・
　ド　り　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　つ　　　　　　コ
　マズ’　ヨーす　　オケーコサマカ’　ムつ一・ニ　サンシ’ソ弘ヲ　　アッテ
　誹軟　　爽じい　　為がいJfまダ　　1・こ1・・　　斎嘗。・6つビろ・・）　あ笑
　ヂ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　’カッテ　　ニヤテ　　　ミ　リャー　　　コー　　ヤ・ノーチャ　一　　カンコ。・プ　　ネプ’ッチャ
　　朝．τ（轡・R）・・㊥暇・へ）〉視ム・貯」5巨M爾審へ　pq…’・
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　じ　コ　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　つ
へ一 @コー　前ッアテで　才パー　コ／コワ　ネーーッタデL　オィテ
　　　　ぐ）　　“，■Ntマt　　あ妻ゴへ　　この3ほ　　　’捜入。　ftか5　　やN圏t・x
　　　　　ヂ　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　ダ　 コ　　　　　　　　　　　 つ　ネテ　フリ■一軒　オしノブ　フワr一　プ〕、：ノア　フワv一　ミ・レア“
　　轍ぐ“・・　短・袖一回命・切齢・ぐ…脚う伽．S’
　r　l　　　　　　　　rn　　　　r　　　（3♪　　　　　　　　っ　　　　　　　　　　「　「
　6一『デ’ッ9ラ　ウン　ナフデft　；オモイデ’プ’一一一・ッテ　＼ノ／　ノ、ツァー一
　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ参、・がジフ1言．It・s デん 簿vて’ま　　1？　vヵ5　rJ，て　　　　　ytの　老ρあ谷
　　　　　れ　　　　　　ド　り　　　　　　　　　　　　つ，～／　ナバーワ　×オ　ハナすナンズワ　アプ）ンヤーヴ搾　　ソイア剛
　の　　あ凄鳳　　　βを　　彫Ta－th～炎実　　　　教え¢方f　　　　　ぜ躯γ
　　　　　　　　　　　ド　 つ　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の　　　ド　 リ　／＼・ソプジ’／　　フ「ノぐ一つ　　マタ　　し氷モ　　ケッコプ　　，オ’＝コソノ、’」デL
　　多Pあ奇a　　あ蔭1ま　　、微　　入t　　直・一　　　　怒・り為’雲で・
　　ド　　　 コ　　　　　　　　　り　　　　　　　　　つ　　　　　　 ヂ　　　　ヨ　　　　　　　　　　ア　　　　　　ド　リ　　　　ヂ　　　　つ　ド’一．ジカラ　　千ヌ　　プバ’一ダ＼、一チ広　エ　　ア“マス・　ネブ’　二〕一ヘー
　　ドLゲ（家？）ゐづ　．柔し　　あ婁・瓜ち一いづi　　イ争ズ津チ・　AK　　J＞《1
　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ド　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド　コ　ヨーサ　ネブワ≠マー　 カンゴ／　ヘチー　アノ　ブ・しミカンコGノ
　　夜凪　欧．瓢　　　屠・　　＄S，・　・za・Vi　〈5鼠そ仔蝿）の
　ド　コ　　　　　　　　じ　　　　　ヘ　　　　　　　　　　コ　　　　ハ　　　　　　じ　　　　　　　 ハ　　　　ダ　　　　　コ　　ノ　　ゐ
　ヘチー　　コンナコ9　　シチャ　ーエー　　京ブッツガ　　ソしアM紀　　マン
　　3、すJt　　　ご人t∂こヒ　　、　て■除itx　　．　　βへ．ftが・　　　　〉￥4・z“｛　　蕃
　　　　　ニ　　　　　ハ　　　　　　　　　　じ　　コ　　　　 ゴハ　ヨ　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　ヨ　タ“’井アアーfバLイーデネアフV・一　1一レナ㌔一
　τご　疋r惣・・　　羅獣　k・が5　侵・（・ド　　俺　　72’・駁・
　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　ビ　ヨ　　　　　　　ド　　　　　　　　コ　ミ’しデ』　イーアエ惣．アモイェ　　モモイブ　　ミ1し一，テ　　匙’Lシアて
　　IE．｝　h・1　　ないガ～iil，1マ・1｛・P　可募馨t’A・g　鄭っ■　　　ヒうh毛
　　　　　　　　　　　　　　　一316一　　　　　　　　　・
??
　一　　　 、（xi一〉　　　　　　・一　　　・r　　　r、ド「　ネッコ，ネイチー　　　ミ’ソが　　スrC／オバv　　】ご一カ　　モリオ　　ッ　　シ噛　
　寂す癖・i　’（　ミ・・（切ザ又ド・嬬乱　・一5・・3軒　　X一・一・・V
　　　　　　　ド　つ　　　　　　つ　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　 ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　 ?～＼ソタニーデ　イや兜カエー　イ矧”カ　サ・。バレ　こ、．っナ丁　♂ス・・
　つ1アかいカ’s　い癖朽のか駆　　由㌧ね吻・　ざ，ノの　　　・は5℃切・・　ぶス．・
～フ2嵌・フ斗ゾツ3カ㌧∴ネ∵ゼ＿，九一式「星．
　ブ・　　♂ズ？・わ　　　ソツ4鳩’バ　　し”x　atn’“ブ｝　L、　f、125　h　　t7．
　　　　「、　　　　　　　　　　　c　、　　　　rPt　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　’一1～コ＿　　h痒一　モ、．テ　，木．、7ホ。広㌔，爪．　アズゼ」　　イ、ソチャツソ
　こ）　　傘肇　　 拷，1　　　てr。さk　　　　　（童びに　　　5ア．第b．左
　　　　　　　　　ド　コ　　　どマ　　　　コ～ガ　ア〉ヰナ、，タダィ　エー　ハ・ヂ
　が　　気…衆　鶴后誕　　　蔚　　る，
　　　　　　「r、　　 n　アーソーソー9”
　誤tS　bt・’●
　　　　　　　　ヂ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　・ノーヤ・一・テ　アソピL　イ・。チャ・ヌ　アー　シヨーナb．．ツ
　　ぞうや。て　　　　 （荻3L”に　　　　メろ9）rbフた　　　　　　　T“j亡♂♪菟　ア3－6　S乃
　　　　　　　　　　ド　ハ　　　　　　 コ　　　　　　　　　　コ　ハツJtジ／　オバーワ　アズじし　　ア｝7カプンズ’ワイL　アー
　　・ツ残・　耀一・r・・　画『’・　宏参が例4よ
　　　　ドハ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ドヨ　つ　　　ぐ　り　ドつ　チ。ツ1・てアスじしイ27バーデナカ。ツエーガン疑
　　ウ賦　　 びび’・　　・テ〈　躍↑l　rh）ん乏　　　Am　t；t
　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　つ　ドーニンー　イカプンス“ワイイェ　アー　良シカ。　イッタラエ　∠｛ろ
　武㌦シ・（家｝）へ　 f7　i」冒≠あもてよ　　　　　　　3カ・一　　∫ラ孟ジJs　　芳IX
　　　　　ド　　ヨ　　　　　　　　　　じコ　　　　へ　　　にヘ　　　　ドコ　　　　　へ．～シや　　ド’一ジー　　イ、ンヌ・・ッがプ　　マー　イマ　　リチデ　オが鈴一
　　　　　？・“一　D　“へ　　S〒読｛嵯ガ1’・・　為　／＞X　蒙ゴ　寿あぼ’
「イず励ガッチn．一．．、テ寸。∵二初か2イ易ジオ
　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農いかメ　　　鐸乃’ra・・よフ1う，1　　　　ざつIJPtl　　　∫アフ～▽」’カ1ん、　∫7かだい　：
　コ　　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ド　ミ　　　　　　　　　　　　　　　 リ　　　　　　　　　　　　　　　の～バー ヌ．フンヨ＿ ウチワ アナンス＾L　ハツ＃ジーノ　オパーワ
　・翫嫉へへくん～～～　豪き　胎隔覧孟よ　　初上勃　　勾卵。　一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍
　　　　　　　　　　　　　　　一317一
Sタ“　hcオンナシ）一う写ニイ・レi一ホ以tl「到鵡力Lダ
　　か」一が　　 受のん．け：　　宗’・　　u3と　　4一当・t　　ヂ士＄i3’　；’かソA・・
　　　ド　つ　　　　ド　　　　　　　つ　～デエー　シコ。ヂハ＼。カルソ“　．才ンプシ山一ワ
　　かメね　　 fτマ：　，ズ6・ソr・”　　々・・人’t；
　　r　　1耳　　　　　　　　　c　　 、　　　　　　　　　　　　　　「　、　　　　　　　1ハ　イエー　ア／ケンイ・ツ。ン　 　　　 　　　　　　　　　　斥コ。一ダし／カカーンダ＼，ッ
　　斡ミ　　あハ　　建一才んのピろへ　　　　まβの　励’み払・・鵡プζ
　・一　うつエ　　・ノ／　　コ「p　／　　オハ・な　k　　　ムごしシユ／　　　■ノベ7＿み　　＝卜S‘L－ftL
　　う〉か　　・ζ　Ut　　t　36、　　あザτんこ　　L”一el　一り　　あ望雌んt　　£弟
　　　　　fi　』r　　　r　　■1　　　　　　　　　　　「　　　　　　「　　　　　　　　　　　　「1　　　　　「　7　～：ジューテ“ケンイッツァンlxっx一　しFリイ・・タ　オバ’一：が　ア
　　　　　で　　∫運＿ごるのとごろへ　　　　　im人ノ7・ん　　；h　i　9　ig　tんn．　あ
　　　　　　　　　マ　　　　r　r　　　　　　　（幻　r　　n　　　r　へ。ツチ。一ワイイt　ヶンィ．7ツァン1・ノァー　ソ／17“s　一力．ケン
　　。表りπ試昌　　　建一鋭の所へ　　　　狛あ・・敏ガ　建
　　　つ　　　　　　　　　　　　　1　　　　　「　「　　　　 ’“P　　　　　　　　　　　「　　　　 r　1　へ・イワツァン／　カカー乃¢　キタ人望ンナラ‘チs一力。エー　一マンター’
　　一t4の　　　3ろヵ畝ご人力・一　　暴乙f7’こプ」∫　か石7；努・門イ・a　　　プか
　　ド　つ　　　　 　つ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　 に　マ　　イキァタ吻チョ＿；ガェ　ォゲヤ＿　．サッノ｝㌦／　シランカ。
　　　すサ■プこ｛＞1いがぬ　　　　俺tま　　　■．ばノン　　知〃’J　・・　D‘‘7
　　　　　　　　　ダ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　コβ　ソ択レノ・ナ，㌧タサ／ナンノ’ナ＿
　　　71♪1）ヒ　　　ァεワヌガマ〆・くみ）ti）　巧「π一ね
　　　ドコA　カカダカエ
　　あ　hlthご4たーカ・ね
　　　　　　ド　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　ガ　　　　 つ　　　　　　　　　　ドつ　　　　　　　　　　　　ンジ茅二一　7vノー　ケンイ、．ツ7／　■ジ‘β アー ン’ネサブ0一サ
　　属・・　肇∫⇒デーrk　1“V3－r」．　C　）　　　　EE、　・・　　賦一ごぐu）　　あじb
　～一ゑ　ア動レ
　　　ド　　あ式♪
　　　ア　　　　　　　　　　　　　 ハ　　　　　　　ド　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　 ヨ　　　　　　 ド　 ?鴻ソ／鉢ゲひタし’ナン好一が干鳥ヵケ／λ㌧ガ
　　　ひんが一　　まか　　下五’蔭て1乙”o一ね　　 ど幽：か　 gP．（Jaで
　　　　　　　　　　　　　　　一318一
　　つ　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　ノドー’レ ぐナごゾ‘
　趣ふ　　　重『ド・・
　　　ダ　　　　コ～ラ　ケンイリツァ／
　s　　健＿さんの
　　　　　コ　ヂ　コ　　　ド～／　カカーが
　　　Xh’み芝島・・　考q
　　ドコ　　　　　　コ　ド　　コ　プ・ナノご
　　孟錦か・　下脈嫉
　　マ〉タ曹’
　　　ナ4“
β　示、祷＿
　　　ts　is　〉
?
?
A
B
　　　　r　　　　「一イエ　　　　ケンイ。ツア／
　　　　　建一ぎん今
　　　　　　ド　　つ　　　ド
〈1bメう　 ’／つ＝　 人シ三）リ／
　，類　　イ・に　鞍りの
　　　　　コ～チ　才パーダ㌧グンがソ／ケンイ、。ツァ〉人⊃／
　＃　　あ｛番か知∫ア3・げ　　Y、・A　　∫逮一τ孔の所の
　　　に　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ド　ヒリ　　　　　　　　　　コ
　　　　イヂテタN，，・ソ》≠x．一ヵvブ
　　　　す尋つ君ブ』・7【～いフ，9一
ド　コ
アー
　ム｝
ド　り
アー
　ム〉
ダ　 コ
アー
　ム、
?
アー
　お｝
　　　　　　　n　　　　r　　rつr　、　　　　■　　　　　ウチがアッアー在一　アッテー　ソし．6
　　　　　　宗バ　　訴．1　　　ゆ（　　　勘，1　　　　ぞ4、か
　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　ヂ　　　　 ?　　　　　オバ」が　マ⊃ジ　オカーゲケンイソツァ
　　　　　あ、ジゲ　　菰・・　あヵ二々ぐが　ぜ一ごる⑳
　　 　　コ　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　コ　　ワカーフテ　キタデ短一モ〉ノ”テ“　み”ワづ　コー
　　　 　　　　　ま∠、いツφて・・　　　　　ビこか　　 ご〉
　　 　　　　　ザ　つ　　　 ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ　　　　　　　　コオフチャー　　イ、．テエー　ソーヤ、．ア　ナ♪ヌ“ラ～一ワ
　　　　　　　メiっ■，極　　　イ1点1　　　　ダザπ9「イメ2Xv’
　　　　　　　　つ　　　ノ　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　ウチ才ヘー・レドつ／　¢チ　うチがア
　　　　　　　宋き　　鳩と・イの　　遊　　家・一　あ
　 　　n　　　　　　r　　　　rn　　　　　「　　　r』1　rr「　　 　　　　　　　才バ㌧が　ココ／　オバLワ　ダン
　　　 　　　　　　あ～宏h・V　　oこの　　．Tb　iJ21．x　　　wく，
　　　　　　　　　　　「　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　n7　r
　じ　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
・ノーイ、．テ　　ケンイ、．ツァ　／
　て）茅只　　 健一才くら
ド　つ
ホーカ
で〉か
　　　　ド　　 ヨ　　　　　　　　　　 コソイア’辱　ヰ・ヨーテ’」ダ』∵、チョー
　｛桓『　£勇’・曽』’≦ノπ臨『
　コ　　　　　　コ
＼ノーヲ’●ゾータ’『
　￥1　f、”bズ
　　ヘオハ覧㌧一力。
あ屡・が
かバLワ
あ拶Ja
????σ．?????
?????
?
?? 〜???
?
??﹇
一319一
　　じ　　　コ　　　ド　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　ド　　　　　コ　　　　　　　　　　　　つi）　コ・コ／　一ココ／　；オバしみ　ア）ノ　ケンイッツァノ　7バ伽一ト　ア
　　ここの　　ここの　　瓦飢　　 あの　　ぜ＿τ丸・・　　　あ婬ヒ　　轟
　ザ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ド　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ』‘～だ・よ一／才ノ、“一ガジ1－S＝ン争P一デL：）一。マガア、フ
　　の黎の　　あ磨ガ　　　†⑭ん　　　乏㌶像ガ　　　　　　み
　～チャーウエ
　　りてほ　れ
　ド　コβ　ソーカゲ
　　て海・い
　　ピ　り　　　　ド　　　ハ　　　　　　　ダコ　　　　　　　つ　　　　ピ　　コハ　アー　ソしタ”ぞ♪ダ「デ『　ク・つが．シ茅一ネー　ク’つか’＼ン人カ　ナント
　　r・　）　KV，　T，一’b，　〉’　　　7ml“マt）y　fa・V｝　　％セ％醜，デ艇豹t・ri・∫ヴ臨
　　　　　　つ　　ド　っ　　　　　リ　　　　　　　　ドコ　　　　　　ぐコ　　　　ド1～め　ユー一・孟一一iニモ　　　 　　　　　　　イワタ・．チ∂＿び　イフタ7モ　アー　才FP
　　　　い〉方へt　　メ7孟イ鉱紺・　　　ダ杁t　　II｝・　・・　男
　　　コ　　　　　　　ヂつ　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　つ　ヘシェーノキ3タ。チューシLモア。チ。＿つ
　　象・・　　キヨタ（、〈51e）7R　一5　／xt　　あ。賀）か
　ド　コ　　　ド　つ　　　コ　　　つ　　　つB　ウン　ソーソー・ノーソー動
　　フ4　　K＞姦▼“
　　ダ　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　り　　　　　　　　ド　　つ　　　　　　　　　　　　　つ刃　エ　ソーエー齢モアワチ∂一　ジ法一ヨニン人カアッチ。＿
　　X　　イ〉・リノくモ　　　み燐わζ・・　　　†1，ノぐでか　　　8フムづ6－4
　　ド　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　十9＿デLシx一プ）c
　　　筋が
　　ヂ　　　　　　ハ　　　ド　　　　　ロ　　　　　　　　ド　　コ　　ド　コ　　　　ヂつβ　ソー又・レ孫　プニモ　ソーヌ㍉’／つカナー　かっ　オーカワイ　イ
　　　右7凝　　fl　t　　や鵡ζろメかね　　　th二　　Pt（　tllヘ　　タア
　　　つ　　　　　　　　　　　　　 で　　　　 ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　つ　　　　　ダヘフ／｛ソゲ二一・オ5／1・コ／人モイ、フ9。ツうわイみ～
　　く・）t　諸輯・・1ま　　fe　・・所a　tt　　　η，⇔渉　　　　ビメ
　　　　ヨ　　　　　　　　　 ヨ　～モ　　ソータ∴．・ソヲイヤ
　　t　　’〈う払tLフ・〉孫
　　　　　　　　　　　　　　一320一
　　ド　コ　　　　　へ
／＼　ソー7う、／＿カ
　　yt　i　6・てメか
　　　　　　ダ　　　　　　　て　　　　　　　じ　　 ハ　　　　　　ぐ　　コ　　　　ド　コβ　ソ／　ノうまオプバー労　オイテゆタダイエ＿　：オヲンκつ／モンこ
　　　ぞの　　tネHあ響密　　　置いマメ7つよ4乙㌦1法　　　俺ん戸ケの君’t
　　ド　コ　　ツイアー
　　つ・・丈
　　じ　つ　　　　　コ
ハ　・／一下ソー，カ
　　71　ib・で1か
　　　ザ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ミB　　ヵフソ、オジ’一　／　　コ：9“th　ナンカタ’‘：カア’願
　　　ウフ巽あ舎ar　　｝π一か　　珂か■・・
　　r　　’n　　「　　　‘6）　　　　　　　rn　　　r一「
ハソ／カ　ノうドカうコf－9”プ・Oワカラ、カーカぐ’タJカイイ
　　7、　・・〉　’　レピ蔚）屑　　t：へ砺・　」こか5　　’リレUt’ri6　sへ　　∫ラ
　　　　　　　n　r11　　コ　　　　　　r〈．。タオバベアノしッチ，一エ
　　74　　7h屡t　　　藷，5’／L51〔一
　　ド　コ　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　ド　コB　アー　うチカラ　コケー　9タタ”
　　，a　S　蒙ζゆ）屑：・・　瓢のa”
　　　ド　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　 　つ　 ヂ　コ　　　らコハ　 コケー　キタダ犀75／f　ソ／　■ノ、’L『℃　ハツオ。ソーユ～ガ7六一’と∂一二
　　　、ここへ　斥翻かu　　K・D　あ屡t　　加夫がイ〉玄1が・　蓼鷹’＝
　　ド　ミ　　　　　　　　　　　つ　　ア・し。孔一がイ
　　詣，5石か
　　ド　コ　　　　　　　　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　ダつB　アーア／1一　F／　トン訴／　kン斜バ＼　カイテ
　　　，5　〉．ls，…｝　淋π篤W＞耕ノ～〆幅郵／と　s・・　i
　　　　　　　ド　コ　　イ・・ヌモンジエ
　　∫ツっ峻　《孔左よ
　　ド　つ　　　ド　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　つ
冷　工一ソーユーシLガアノ　ア、。チ＝ホ“e・一．＝ア・し・｛
　　か　　づ・づ　　、くザ　　ム恥　5，～i＝　　里孝軌・　　ゑら、1
　　　　　　　　　　　　　　　－321一
　　　　　　　　　　ド　コ　へ一ガイ　エー
　　い｝　よ　　　・｝．x
　　　　　ノ　　つ　　　 　ア　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　つ　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　つ　　にロつ　　ドβ　アー　 ソーーソータ“　オk一力‘　ヨワカ、っヲナー　ヤエフノ六“ノ　ソー
　　夙、　　イメr・　一’　　　　　潴父h・・　　　．Sうわ34滝訊　　　　　　ハ手久イitt＝n　　イノ
　　　　　コ　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　ド　～’ヤワア　ナ．）ノ“、ンツソ”ア／　・イ、ワニョー　一一一一一
　　ヤ）71　　　　f・・τ！乙ちt‘ゼ・”　・　及）の　　　一主
　　　　コ　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　 ハ　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　　　　　　　　　　コ?　　ソーう〉一カ　ソーユヤー　ハツが　ソ／　，カーカ○カラ　キノ．ヒ
　　／Ll　51・7t）o・　　　　71メL・之ノ3一　　　ネρた〃し・　　TI」，　　”1レ　か∫　　　蒙責
　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　つ　　　　　ド　　　　　　　　　つ　～《ガ　ア・しフーデ　ア／　アワチこ　濯と刃一ニ　ア・しッテ
　　メ〔か口　　あ3・劣託マー・　　あの　　脇ノ∫’，　　ξ4蓼’＝　　　轟・s　”t
　　r　　　　r　　　　　　　　r　　　n　　　　　　cr　　　　rr　（クノ
6　　アー　　＼ノー・ソーダ　　、ノしソ’1て〉．9　s，デ　　ナワ　　　　イつ0プ9デ｝
　　7h）　石疋・擁ラか　　Yt　4・　t．　一h　i）・　　タ。臨（タ「oをっ1丁5ヒき）島・満か≦
　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8］　　　　　　　　　コ　　シ9デ／　ブ人／サオ
　　　ゴヲデ亀乙雰孚）の　あ《／ぜえ舌
　　　　　　　コ　　　ド　コ　　ナオ’ソノアタ。ッワイ
　　考密　　　フvr．、っfづ
　　ダ　た　　　　　　　　　　　ド　コ
　八工一　ソ／　オジーが
　　・ゆ　　　 叛の　　み喬が・
　　　　　　　　ド　コ　ヘ　　ナンニ、　イコ。カンデ
　　　てtLφ・く　　イ苧ゐガ拶〈■
　　ア　　　　　　コ　　　　　コハ　アー　　ソーカソーカ
　　（fi）S　　　《1カ・　イ1ノ）・
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　 ド
6　ゴヂィカ　oフ9“イ　サーiでライェ
　　　至｛でフ）・　　ワヤダ’ゼ　　　前でビろノよ
　　ド　 つ　　　　　　　ハ　　　　　　　じ　 コ　　　　　　　　　　　　 に　 コハ　 ソー7うソーカ　 うう一　†、7／lnこ
　　’／t｝か　て＞n・　　　　伶1T　　　d．1チe・ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ノ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　をの
　　　 コ 　　 　　 ドヨナンタ∴ソツラ　アノー才人／ッチ広リテ
　ダすん；ム・う〉　　　あゆ　　　　嵩人／フ’～・㌧♪
ド　　　　　　　コ　　　　　　リ　　　　　　ド　つコ⊃こ　イキタ　オバ㌧が　イ⊃りプダ・．ア
　　　　　　　　　　　　　　へ㌧∵lz 　》チ丈 　 あ屡・ヵ・・よく　 7Pいん，■
　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　ハァノ＿　カラデン　ヨワカ・・タモ）ダブ
あの　　　　ブ｛ヂが「　　　駅）ろ》ムワ〕マ㌧
　ド　　　　　　　コ　　　　ノ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　ド
こンヨー／カ、。タ，ク㌧プ　4カiダ犀てンノ”7輔
　lQ）っヘー　　よ　　　　　　芳たi、　h・∫
　　　　　　　　　ハ’ノ／　／ズξコーヤナイ7う　」ラ
ぢめ　　馴魯碧・イηヵ、　　　　夫。∫
一322一
　　毒窄オ洗を　　才羊み，乙
　　ぐハ　　　ドコB　アー　イーコンタ’一
　　ム〉　　援・’こ・（rt　’t
　　ド　ヘ　　ウランドつジ矛一
　　峰・の戸ケデ73
　　じ　　　　　　　ロコ
　ヘツランカ。　ア／一一
　の1つ」り弩∫ナ3いn’；　あq
　　ユ　　　　ド　．～カご　　　欄マツ　ソ　　一一一一’　｛サ’一
　　　　祭ワ　…
　　ラレヤン1一　 ソー工一
　　　写冶くヒ　　　　そメい）
　　ぐ　ヘ　　　　　　ザ　　　　　コ
ハ　 アー　　つドそや
　　筋，、　　5破観
　　　　げつ　　ビ　 バ　・一ッソガ　イマジ》一
　　っ表が町　　／ジービ僑
　　　　ぐ　コ　　　　　　　つ　　　　　じ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コへ♪／プ　／いソガ　マズ　滴’ン）ど一ッチ，ヤ　オ“ヒョーウJt’　ヤレーナ
　万・ザ　カ涙ガ　静　 盆噛，エ硬か　　豹輪　　　払…
　　　つ　　　　　　　　　 ド　コ　　　　　コ　　　　　コ　　　 ドコ　 　 　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　ダ　コ　ゾしキンデ　ケッコー　ブイチャーコ：一　マノ　マズ　カミサマオ
　ギ5をんブ　　　 1ちこ｝　　　Jt・N’冒いエ1訴‘捻　　　　　手筑　　チ〆・　　労捕噛
　ド　ヘ　　　　ド　ヘ　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ド　つ　ソー　Y“　L一が惚／カゲノ’ワェノf・iっ一＼ノ／ナナオ
　　y｝）r，　・　tn　　　う・ヂ威誇　　　あか’ブ髭・・よ　　　！ちδ　　7tの　　xXM
　ぐ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　コ　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　 　コ　　　　　　　　　　 　マ　タブ／　ナ・ニョー　ナ・γコー　つイテ　♪マツ4ヤー　オひ’ンメー一rヤ
　棚・ら　　イ汀茅　　　　ど）り　　 夙’いて　　と翌ってノよ　　　　．盆．萌匪・鳳
　　　ド　　　ヨ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　 つ　　　　　　　ボ　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　つ
　ナンショ　；カ、｝サマー　けガム　ァサモ　ド’コ　イッ受人モヤー
　ピ・カ・く　　づ・拝蒔　　　拝ひ　郭｛　と’こへ　鴫よ・屋々ヂ
　ド　　れ　　　　　　　　 へ　7うぐサマ　オがぐ一イフ
　　　名 日く
　　　　ガ　　　　ヘアノー　ナン／
　あの1　　　ダ‘iiの
　り　　　　　　　ド
ヘー　∋ゾが
　が
　　ド　　　　　ヨ　　　　ヘ　　　ノ　％アワナP一
　セぎあの〉ち1議
　コ　　　ド　　　　　　コ　　　オレガ
　　　碕ゲ
　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　クセ／イ　ツケテ
　　癖酋　　・’れ
　　　　ド　コソレカう　ウうン
餐↓、がメ　　　険の
　　ヨ　　　　　　　　　　　　ド　　ハツがプレデ
　　裟ノ。麦がつ　　碕ブ
　　　　一323一
　　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　ケンチャ9　だ一モ　マー
　　　．一　　　　　　　　　　　どづ｛　　 づ：あ
　　　　　　コ　　　　　　　　　　ヨ　　　　ミ　　　マツ・レコ匙ユ　》ア・レダイ　マ
嫁が舜禰∂祭ムこe，z　　c　”e　54r・”　θ言の
　　　　　ド　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　ヨ／：カe　ネ．一一ウ・手ヤー　　　　　　　　　　　　才レ
　　　　　重象ガ・　乙力霧い5sl訊　　絶ゐ『’
　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　コ　　．オラン1、ヰ：＝ヤー　　＝コダそカ。’ヘー
　　そμいど逡r‘’工　　　　　菱丁ク（一一h’”　《〉
　　　　　ア！レモンタ”デ　　つ｝ごモカζ
　　　　　s3のマ■’　　　　　3アメ（か・つ
　　　　　　　ハ　　　　　　　ド　　　つ　　　ダ　　　　千ンジ・デモプレガマツ
　　　　逸戸ケで’｛．　　　　俺が　　 祭
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　ナケ㍉一ッア・エワーエレ
　　　　　　瀞’”・’・ズっユ　言つよ
　　ド　コ　　　　　　ヒ　　　　　 つ　　　　　　セ　コ　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　リ　　　　ヘロアー一 マ・ソ’レ｛♪タアエー　サー　フタマず　イアーこ・ヘータイ
　　蕩ts　　f7・3　カ・∫　　ね・　　　ごみ　　　夢タガ・　　　癖・いし　　一兵P家
　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ビ　コ　　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　～ウX　　Oドモ≠．　イ、・，テ　　イ・フペンニー　サン＝ン　　イx7ダゾ」エ
　　へ　　鰍ガ　　f7，・■　　一lx　，　z　　三人　　　〆i。　li　k・，幽’、“一
　　　　　　　　　ダワ　　　ゆ　　　　　　ヂ　　　　　コ　　　　　　　　　　ビ　コ　　　　　　　　じ　　　　　　　　　イエ＿　ソ／ノし又ニャー　オジ㌧ガ　オレガ　’オカ．ヘータイう工
　　　与濠・＼　　，．　イ抵　　 勤57’t’・■　　　あ爺ガ　　俺か　　ノ9　Zl
　　　コ　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　カ　んムワテ　オガミマィテフしタ　オグーガ
　　　つz　　　拝轟．Y：x　LLa　　く撚プく，　あ釜ガー
　　ド　リ　　　コ　　　　　　　　　　　ハ　　　コ　　　ハ
f）　アーソーダ’、。＼ソ　アーソーソ＿一
　　あ、　Yl）商3　f‘　　　あ＼　そ5v
　　　r　l　　　　　　　rr　l　r　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　r
みオジーがオが潤イテ　フしダガ／レカラナ・レタケイマー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピへあ発ゲ 縛ス扮・歳　 〈再孟ガ 　そ弘わづ　 　　　ノ～＼琢
　　　ヒ　　　コ　　　　ド　　　つ　　　　　 コ　　　　　　　　ド　リ　　　　　　　　　　　　　　ダ　つ　　ヤ　　オしががサマグし一ワオが拝レで〉残テ・一斗4ザ
　　　　　　　　　ど綺バ 評樽ビプ噸　　　 才靴・認バマ’習靹鶴烈・　　あ苓著
　　力宏デ㌃♂ム∵し。チqヤ「イLッテ嘉しガ才ヵ弘プアッテ
　　屠～■　　塀る1｛．Lっ1㌻Σ1ズ　宣レ，，．　■　　姥ゐ一　　厚1，　ri・　s　良・㌧て
～つり濡鰹や弓柄ユマ∵霧∴∴1写烈
　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　コ　　　ド　つ　　　　　　　　　　ドリ　ヘガ　アッチブ　オガムがイ　センゾサマラ　ハツダ＼。夕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　ズが 多・。考てり　蒋むざ　 を塑獄色こ冠呼）　々刀史．鵜範
　　ド　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　りB　アー　ソ／7六一メブ　イーーヂ
　　　み、　　そのう力一　　　　旧い切乱噛腎
　　　ぐハ　ァズーア’
　　　白今．ベ
　　　　　　　　　　　　　　　　一324一
　ゼ　　　　　　　　　　リ　　　　　ヂ　ハ　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　つ　　　　　 ヂ　　 ?　　アー　ソ／人一リ　オランドつデモ　ヨ〉イガ　／、エ＿　・ヤ・しコ卸＝F
　　．あtS　　f“Pt（β）‘’　　　f乏・ノ）　所1・℃　　　乏家バ　　｛5　　　pa　3　rとド
　　ド　コ　　　ド　つ　　　　　つ　　　　　 ド　コ　　　　　　　　 つ　　　　　ぐ　つ　　アー　ソーダ馬ソーダ」　ド’コブで　ソーゾデエ＿A
　　ぴ）｝　　「t？　tc”7c；んn　　　　ピこで・6　　　）［μし・1か5ね
　　　　　　　ヂ　　　　 コ　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　コ　　　 バ　つ　　　ド　つ　 ?　　†・γハ防　オヤ／セワワ3ノカζ　ヤラ＝ヤー，ヘー　ダコデモーB
　　ざつ’プソ　　　貌のでr鴬’9　　　・嫁h一・　　やつ9わ距ズ　　　曽♪　　　ピ∵ゴ｛
　　つ　　　ド　つ　ザ　ヘ　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　 ド　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　つ　　ソーダガ　ドつデモ　ソーダガ7rヤ／セワワ　プシダワイェ
　　＞！lタt［’㌧がワ　　ギrグt　　　7tう冷か曹覧　　3f（　e）　　楚∫冶’7　　ダgr左ぱ
　　　ギ　　　　　　　　コ　　　　や　ヨ　　ヨノがヤ・レモ⊃ダ“デエー
　　〈9c　・b’一　　ヤ・3　tん乙・「カゾね
　　rn　　］　　　　r　　　　　　rつ　　アーアー　アタソマエダブーA
　　釦　　　均ノ舜か旭
　　「　　　　　　 、　　　　　　　　　　　「「　　　　　　、　　　　 ．　　　「・　　アー　　ソーヤiiヤー　　マタ　　Ixシカ。　ヨ、フテ＝　　一マノ　　三ヲノ・こ?
　　あ）　　努rv十・ts一　　又　　孝X’a　宅㍉マヵ・メ　菰　　嫁｛c
　　　　　　　　　ド　つ　　’ヤ・フア　でラウダ’牛ダ肇
　　也z　　　iしづラ孟一ノゲ7セ”
　　じ　コ　　　　ザ　コ　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　　　　 コ　　　　　　　 ド　　　　　　　　 つ　　　
??
　　ソージソーヂ　　イソっオバLモ　プィh　　フジ’ンカイ／　ナニP一
　　ζ演一・裕ぺ　　 塔裁多あ奪も　　φτ⑦・　　締丈令の　　　虜～ら
　　ハ　　　 ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　に　ヘ　　　　　ド　　　　　　　　コ　～で　ヤ1レトや二や一　ナ；カヤ　コ～AY7　．7テテ　：オレ1一　イソコサ
　　x　　一や凶とを肛依　　 f　・TT　6・　　t＞範。マ・・（　　　碕℃　磯3ご乙
　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　ド　ハ　　　　　　　　　コ　　　ゼつ　ルト　　コ、フチニ）キ　一　　一ヤリテ　　ウランド　7一　　三）一　　デ’デキテ　つし7こ
　　セ　こフ5ズヒL　　　や〉て　　　掩のとrろへ　　よく　翫■ぎ　ft＜’iゼ■
　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　っ　　　　　ヂ　　　　つ　　デア布テフレア　　カ＼．：⊃イ　　イ、．シ∋ご　　イ・フテエー　　ワ只しエン
　　　（K尋糊の　　　・驚兼へ　　一　，91｝　it　　∫7，エ獄　　さ婆．一Stk　r2　L，
　　　　　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ
　、～カξ工　　つツー一　門ア’「ア牢アブしフ’　ド’一ユーでンノ“η
　　　よ　　　ここ！＼　　也コ某1（躯t　　　ピ〉しづ6・．つか　“
　　　　　　　　　　　　　　一325一
　　じ　り　　　　　　　　ヂ　コ　　　　　　　　　　 じ　コ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　ド　リ
B　7ニガ　ナ’ソアツか知／アツカ“タリb。ツエー
　　，1，・Jr　pt”　　　加澄力い　　　d2石：ガwt　　　　瓦ハ㌧・tしね
　　ぐ　つ　　　　　　　　ぐ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　つ　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　へAハ“・X　2コt・ント　i・ゾダデ9レバカプ）kンア・。フモシダf
　　早く　　　ごろ染と　　　、芙∠直’「ん4’が∫‘｝2　　 （9’?’プ」：VP・一　　　あ，　IZ《4筑・噛よ
　　じ　　　　　　つ　　　　　　　　ド　　　　　コ　　　　　　　　　ヂD　　シヨンナイ　　ア／　千ρ一デーシェー　　ミプ　i’lx　ミョ＿h。　ぐ’ン
　　　留ちバ拶い。あの　局・　　　　σ　巫ね　群〉グ　　　短
溺力。ワソイブ7ソワ窃づ端＿汐バヌゾ∴
　　が鵜kv　　　Zt幽z”’　議31a　　穫を、fそ　　　（e・づtL　”h’sね
　　　じ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ザマ　　　　　　　　　　徽く　ケ・ソコー　シ’ソジャ》タ　ノ＼タラク．シ．鵠一
　　　働く衆　　　　　　　け。二う　死んじゃ。た
　　「1・＿ドしで一．一．．一．．∫パ＿で「g？
　　あ》　どう｛　　　　　　　　　 どりも
Pオ「Aツたゴザィ娠一
　　　ゆあ履う　ゴさて・iレ了
　　　　ド　　　　　　　　　コ　　ゴゲ劫一ンプッア…一…?
　　　こ’ケ》！Lラtt　　　ア3）■
　　ド　コ　　ハ　　　　　　　　　　　ヂ　てし　　ヨクマズギテフレグイエーD
　　よ（ナ了・・　　承■くをほしプーζ
　　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　　キ／一／　　しんカθイヤ　　　キ／一／
?
　　？Tt　j35）　　／〈＼　が9’f　t　　ρTL　P　リ
　　　　　　　　　　　ド　　　コ～アブしプう　オッカプイデ
　　コ　 ぐ革丈ζ　　　碧・・か～
へヵ・ギタ　＊
　　がつ　茅た
　　　ド　　　　　　　　　　　つ　　　 ダ　つE　lオアツーゴ『ザ’イ’マス　ド’一モ
　　　お」髪3ゴでしゴ9（ゆセせんt＝）
　　　　　　　　　　　　　　　一326一
　　　　　　ド　つ　　　　コ　　ヒμがダダしんソデョッ
　人 ガ　πか　 一人．ゴ　
?っ
　ド　　つ　　　　つ　　　　　　ド　　　　　　コリつ髭ワ・フ　Fそ・ンタラ　　三ン∂一　イワ’ンレ
断わろうヒゑ。六ヅ　　’正一才ん
Bp
B
E
B
　や　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ヘフケ闇つ・ソーゴ唇ザイマーミ　一一一・
　　コち煮．1　ゴ劉・狩
「でズイ第」エキ∴ワ＝
殉一　墨気．sね　今1∂σ
ドつ　　　　ド　　っ　　　　　ド　　　　コアー　イ牛しエ　ウしシカ、。夕
，ム》　鐸之うね　　う執協’フた
　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　ドクレタラ　アゾが一　キ／一
　ぐ車武ζ　　　羅～！r”　　　　　P　i，A・
プシジゾソが
回天ち云・が
ド　コ
キヌ。ツが
家た。け
や　　つ　　　　　　ザ　　　　　　　コマーズ才、，ツヰ†マブ
　珂「’　　み月丸ブ
r　　　「　　　　r　　　　　　　　　　　、
　　　　　一、　一　 　　　　　　 、　　　　　工
ミンプヨ。べ・シンメンセテ
　ノタ（ア」　　ρ1、尺　　　イ重八ノ・〔ユ
コ　　　　　　　　　　　　　へ　　　　ぐ　コ
カエ’レジブンニヤー　ク・し㍉一
プ号・　・々’・’ま　　　潟’・拶
p
　拶，ζ
ヂ　つ
アー
　＋二6硬屑
　ド　　　　　　　　　　　　　　　つ。ツキ　突”㍉ツがエ
あ｝ 粥《d；式がね
～ルみヰニャ
　　　θ引・！ま
　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ド
ヘー @ブイダ「チャードモっア　カナシューノ
　　　　谷いんかが　　ヒ碧㌧て　　　悲しんえ・・
　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　コ　ハ・しわすンシツ行デレレン
　　長く　蚕堂1・　t・　a　出子・けノ’・
　　　ヂ　コ～タ“スワイェ
　た4んT・’　，i：
　　ド　　　ヨ
ー　マーズ
　　　3・」・’
　　　　　　　　　ド　コ　　　　　コ　ヤ　つ蹄センジ　ンチ＿。二
　　　　　こ鞄1・　筋ワや（r」・，／－r」ピ『と言パ
　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　　コニジジゲンカラサーバガ／テ　フ、。人づアイェー
　　　　　　　　　　蔀あて　ρ今。つお・・マね
　　　rr　　　　r　　一　ω「　　　　　　　ソー在　才しモ　カイエヘー
　　　　　　　　7／」す　　　俺｛　　ξ令考い二　入3
　　　　　　　つ　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　’＼。カノンマズコ　ヤ　かメリ
　　　　　　　　　　　　　3研　 こ煽　　あズ勧り1。
　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　ド　ヨ　　　　　 　　　　　ゴ’　イヌライヤ　ナニ
　　　 　　　　　　　　・・兀ζみ　　∫・了
　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ア　　ヘ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ナ・一？）フライx　 プーンカ　オラ
　　 　 　　　　　　ガ孟ζ株　　プザが　〆警プ
ザ．≠シ〈
　・lsぱ”㌔6・ソ’た・6・”
一327一
Bp
B
p
　アー
　　溺・｝
～ヰニ
　1二
r
ぐ　へ　　　　つ　　　　　　　ビ　り
ア～　　ソ～タ“、．ツうイエー
翫、　　y｛〉んら武ろ54a
　　　　つ　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　コ?ジ馬2，一イテジ『　チ2・。1－7千。　＝　ヰ・ヌ、。・ン
　†一嬉　　　 ㌻ナつと　アを“lz（13k｝　h・りJt4，た
　　　ド　　　　　　　「　　　　　　「
　　　　、》ヒ　　　　　　　　　　　　、、r
A　　ナニう
　　タτガ
　　「、「、
　　ワン、）ワ
　　倹尺
　　　　ザ　　ガ、。つ一ノ
　　〆ラ紋の
　　ビ　へ　　示一nL?
　　そ1グわ
　　ド　へ?　　戸一　アノー
　　み）　　訊ら
　　　　じ　コ　～／　ウシつ工
　　　　　彼へ
　　ド　ハ
　　赤一力丁一B
　　苓1かね
　　ザつ　　　ヂつ　　　ドヘ　　オー　マズ’ナイフ》A
　　　うん　　 ：｝す一　5！ザか
アー
漏5
r　）
ンユーイチ〃　チ㍗・）・スヂノ∴．・ン
　†一峰　　　　　一s，r，ど　アぎ噛7L　Clた
「ノ矧うみ・Lゼ3’。ッデ・
定～で孟1　　　どノ｛　 喝。云ガ∫
・2＿カゾしろ　一．＿一一．一一．．．　＊
てih・てヌ7．》・
　　　「　　　．r　　　　r　　　幽、　　　　　r　づ、。つ一ノヰ・ユー糧一シ・
　学．一1支つ　　　　｝＿il？＿セ
　　　じ　　　　　　　　　　　り　　　　　　じつ
　　／＼ごンこジ噛ヨ　タ夙カ　　　ナ　ンジ炉ヵ
　　　便戸ケ勾影・　　　プ『τ’～う・　逮マプこ
　　　ダ　　　　　コ才レ　ジヒーニジンノ・
庵　　　 ナ＝p5．nρづ
ヨ　　ナ〉チ餌一タ’”カ
　　チリ　セし竃ノつカ、
　　　　ぐ　コ　　　　コダっタ　タ・っタエー
　　　　♂て丈ね
アノ＿
易の
つ　ドつマター
叙
で　　つ　　　 ヂ　　　　　　　　　　　　　コつ　　　　　　　　　　　　　　　　 ぐ　つ
アニ　シ↓一一／わイa⊃“9、フ9　一一一ダ7）　ツフワヌ1一二）
ブr∫　　．禁会所ウいづのか　　　　　　蘇・ti・所6）
　1一　「　　　隔1　　　　　　　r　「　　　r　、　　　　　　　　　　　ザ
ヨソ／タ’vクサタ“’ヌ㌧ア　ソー」〉漏ネーヵエ
　イで飾り　丈工s41ζ”よ　　　yt）t＄！ゴllかt7
一
?????
??
．?
」?
?????????
夢距
?
〔??
ワ；カス匙：つダ」；カ
40hlvノ差71，努、
一328一
BA
　じ　コ　　　　　　　　ヒ・ソク・ン　タ　、’フィ　ェー
葎。賓よ
　ガ　つ　　　　　　　　　　　ボ　つアボカ　オレ　ナぢワ
」hそ5ろ・　俺　　r・’　ltし・フ
　　　　ド　　　　コ　　　　　コイ、γ夕才匿レ　イキソメンヌー●
　ftっ左をリゴ　　メ7きつけ石、・のrt“
ド　　　　　つウンドーカイイ纂＿
　運勧回れ
ド　つ　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　つ
アー　　ジ’x－7プツ／
　あ、　　ナ月の
で　　ミ　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
マー　コFシャー
沁　　口琴’・
r　　　「　　　　　　　　　’n　　　　　「
　　コぞ・女ン
菊
ド　　　　　　　　つ　　ゼ　　　　　コナンニー　ウンk“一thイ
4イは　　　運軌令
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　コA　　　　　　　　 イキP一シxンド『エアノー　ヨコバヤシ／
　　　　　　　 　　　、　5ア〈こヒ｛　一1”eギ7　しtaレ・よ　　　　～莇uAフ　　　　　／擾ン謀の
　　　　　　　　　　　　　　コ　　ヒっ一キオロスKつ9“t／a一ッチx一デ
　　廓’57搬書　あろ4　th（勾溌着所）ガイ＞tL　｝’てしりかジ
　　ヂ　つ　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　ド　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ
移　アー　　ソつシ㌔一　　：シヨフうメ＿＿　ドン9一ソシェvワ　　イキャー一・
　　蘇tS　　YIこブ悸　　糎ケあb蒙い　　　　孝寄・l　ec　sS　　　　∫7きロ
　　、　「　・～ンンドー
　　しずまいせ“
　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　ヂ つハ　Fショー｝ヤー
　　辱終り’訊
　　　．、r　「
　～ンアエー
　　イ「ぎ爲いかジ49
　ド　　　　　　 つB　ソーソー9“　アー
　　　ンll乙”「06ビ‘
　ダ　フ　　　　　　　　ダ
ハ　 ネ、一　 人”一モ
　　和乏　ビ♪｛
：コンヨーモ
雁で｛
コ 　　 じカケアーが　アツイトつニャ
　　　　　　をかけtc・1が’　　　濡・亀戸rア’二’■
　　びコイーエ
メ霧5Jtr　il・・
一329一
　　　　　　ド　　　コ　　　じ　　　　　　りβ　アー　 ドアて，　7”ソコジ卑＿一
　　巫、　　　とマて　　　♂防》て⊃し嘉
　　　ド　　　ヨ　　　　　　　　　　やココA　イぞヤー　e一エンイエ～
　　　sfiぐきとガ　で（竿わしv3いよ
　　　　　　　ザ　ルエー　ト”一モ
　　ね仏・〔：・ビ13）ビ民
　　　　　　‘「　　　　　　　　　　扁B
A
?
A
B
A
　　　　　馳「　ショー下一ワイ
　〈ゐYc　h、ア，｝いヰ
　　ド　リ　　　　　　　　に　　　ヨ
コッチアラ　スズシードコン
　　　　　　　かごっ㌻≠，；‘　　ノ協亡・・　とこガ
コ　　　　　　　 　　　　コ　ソ＿9“ソー一9“　1＼シヨVヤ＿
　そ〉ガイう《一　　將’僻
　　　　コ　カナ9ン
　ガ痴‘し表｝い
　　ド　つ　　　　　　　　　　　レもミ　　　　　　コ　　　　　ヒ　イL一　イキャーシエンドイ
　　｝ね　　　　∫7ぐtヤリデ■“きM．tT3L、（
　　ド　　　　　　　　　　つ　ドア毛ドアモー
　　と・τも　㍗硫
　ザ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨ　イフラ　／、つンデ“　フしテモ
　、鳴（私句厘人ゴ健伺，の輔つモ
　　じ　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へし　スズシーモ／’マテッヂ・ヤー
　　涼しい茄孜まで御憲せの
　ド　　　　　つ　　　　　　　　ド　ソーソータ雫亀　μテ｛
　　｛）蛮’」　　　　（マ菟
　　じ　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　コ　ソ／　ヒっ一キ
　　ての　沸’厚搬・舌みうずデケ
　　つ　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　つ～午㍉　ソ／カヂン
　　1と1渓　レ1の　易’こ
へ4やつワケ乳＿
　　マしぼ1イノ1フTe　’あ・うね
　ザ　　　　　ヨスっし釣コ　ナケニャー
召榎3ζこかー　　ぢlf恥tg　・・
　　　　ソー　コ：ン∂一
　　　　｛1　17量冷
　　　ド　ヘ　　　　ダ　つ　　　へ　　　　　　　　らへ　　　子一アエー
とほ碗’わ）プ♂いか∫ね
　　　リシOンブイ
しょlh’nナ∂v”
才IPストつ；ヤ　ア／
　　　　r乙1護　　　E｛1の
　　　ナ・レてノン
　　．T2」よ1局｛リノ〉’．
アッナヤ
　　ヂ　ヘア・しカ．
’葛よσど”
　じKテモ
ヒて℃
　　つカ：カ・レモ／カラ
勇ソアも　　竜σ㌧かジ
あマノ・・（・’ノ・）晦・こ
　ド　　　つ　　　　　　　　　　コヘワつブター　itDスノ・
　ヘクつデヌー．を　 みうす巧
　　　コ　　　　　　　ぐ　　　つ　　　り
／一 W》マン．ナツ
　　　　　　　　　かっ
一＆30一
　「　「　　 1■　　　　 r　　　　　 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　 「B　ソー〉一　ユー一力eシニ｛　9ニーi一　ナニ∋一一セ‘し・　ウチ3一　タ、ン
　　と溺〉　　タ方に｛　　　手』し　　何‘舌ア・∫　　塞薯・　　ぜ’て
　　　ヘ　　　　　　　　　　　ドり　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　．～アサ曽一　ア／一　 ヤ又塩k⊃　：不チャ＿　　ワカヌダ’カ　ナ・♪ジ「カ
　　マf　　あの　　イヰわ酋　　 あ争P　　わカ▽のか　　イ・・1’t・・’h・
　　　　　コ　　　　　　ビ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　コつ　　　　ド　　　　　 コ　　　　　　　　　　 　の　　℃U・⊃ンアノし9イ＝　アー．ソしデソしダ’「モンタ’デんアて
　　する酋が　　 as　3よ　　　，E、　　Xt　・k　1・・　　七十’π”か5　　　　どマ｛．
　　ソ’1ヤ　一　　ナンター’ア辱亀
　　　それ嬬　　　 ∫ケアズか～
　　　　　じ　へ　　　　　　　　　　　　　に　コ　　　　　ハ　　　ドハ　　コ／　ケンド’一カラ　　シヌ　イ　　アノしカイ
　　この　 三三．かダ　　　　F　tl　あ・Sh・～
　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　つ　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコβ　 アー・　ケ／k“一カラ　シタイ　‘ヒDイ　ミチP一　ツフ，ッ‘テ　＼ノ／
　　あtS　　螺画h・ダ　　　F’つ　　鳥い　　諺P　　　　多済っ1　　　その
　　　c　「　　　　　　　　　　　　　　　　　c　「　　　　　　　　　　　　r　　　　「　．　　　r噂「　　＝シヌイ　イ　i－7ラ　一一一一・・　モ1＼／　ア／　ダン競い／　アkイヤェー
　　　アほ　　～ちて　　　　　　もての　　あの　　左んぱ・ノ、　　境’こ拠
　　ド　ハ　　　　　 ド　　　　　　　コ　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　 ド　　　　　　　コ　　　　　コ／コ。ワデ’　イカン＝モ〉ダ“ア’一rtナ、フハ。レ　ド’⊃7se　ド’一タ”、）ハサー
　　1∫あ　　 ご・つr㌘S3　　　 sih・rJいのマ“　　　む」　；’P’j　　　どこ方【　　どり7こ・・う
　　　　　じ　へ　（チエーコ匙一
　　7りこ曙
　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　 ド　　　コ　　　　ド　コ　　　 ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コB　4カシ／　ア1ノヤ＿　アンダイ　9／　ヨ、アサマノ　タ〉ボ’ダェー
　　　篶列　　　みれほ　　 珂曹zぴよ　　　タ／　ヨ．ソヶマピ・（ろ♪の　のるぼ”κ“よ
　　　　　　　　ぐ　り　　才一4カシ．ワエー
　　　斥％ノぴね
　　ドコ　　　ド　へA　9／　ヨシサマ
　　タ／　ヨシ・伽
　　　ザ　　　　　　　　　　　　リ　　　　 ド　　コ｛3　ブラジ㍉レ・イ　イ・フ9．／ツワイェー
　　　ブラゴ㌧へ　　で’ち九　
?
　　　　　　　　　　　　　　　一331　一
　　　　ダ　　　　　　コ　ドA　イッ≠ヤツyガイ
　　∫771テ轡・rこノ）’7
　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　コβ　ブラジ’・しイ　ィ．’、9・，　ツ’つイ　アノー一　マキ／ゴマフ｝う　干アイ’し
　　つ’》ジ辱ししく　　　メ7つた　　　よ　　　 あ・」・　　　　マ■ノごマ（v．ウ移ノガ∫　棄■いさ
　　ド　つ　　　　　 じ　コ　　　　　　 ら　　　　　　 ド　　　　　　　　 ドつ　　　　　　　　　　　 に　コ　　　 ド　つ
　　∠ヘコカぐ　オ’ラヨソヤー　 ウエ57＼フツラ’ア　アノー一　タ／　三｝ニシてナ／
　　マ贅ガ　　 俺よりは　　　　　上τしち¢ピう〉よ　　あの　　　タ／　ヨし↑φ
　　　　　　セ　　 コ　　　　　　　　　　　　　　 ド　コ　　　ぐ　ロコ　　　　　　 　で　　　　　　　つ　　　 じ　ヘ　　コ＝　’オンt／コが　アッテ　4コ　kコフデ？9・．ツ9イ　オラ
　　子疫　　垂ハ｝が「　　　ぶ，マ　　受秀　　喰骨ノ〉”　　奪責つけ　　　　 ・俺
　　　　　　つ　　　　　　　　ド　　　　コ　　　ド　　　　つ　　　　　　　 ?　　　　　　　　　7ラ’＼フニ｝一ヂ）　ユう芝9’t　＿）・ンラ人モー3、ヨlj k・一｛
　　」コ　　 ゼラ｛　　 ’㍗湛更tX　　　　一よこ混；炎ろ〉　℃fitso一’．〉、∫
　　ピ　コ。月　ボー
　　kg　l
　　つ　　　　　　　ザヘ　　　　　　　　　　ヒ　リ　　　　コ　　　　　　　　　　ドB　ナオ　プ’オ　プー♪ツw’ソカ　ナベ’一ワネーが　マー．マキノー／：マb
　　輝　 μ　 砺と鶴右・・　　’塗醜仙・が　　筋　　苛ノ取か
　　　　　つ　　　　　　　　　　ヂ　ヘ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　つ　ヘラ　＄7　7ノー　ソー必マキノシマカラ　4つが十7　ソし
　　ぢ　条気　　’石《　　　イメ‘一　　マイ／乙マガ∫　　　婿ヵ・　　差τ　　～ご教
　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　コ　～カう　ブラごノ㍉レイ　　イツチヤs7タエー
　　フ～・》　　　プしう」”・しへ　　　　∫’τ，㌻楢っT．tf　ec
　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　リA　ブうジ》レッy－・．ヤ　アノー　ナニモ　「ブ’ラジ’レッチtU一　人つづ
　　　プラe；一・一・L．．マ言ごt・1・・　　　，th・、　　　　デ7託　　ブ’づD　一・L．．．n・つ　　　　　？ケヘ
　　　　　　　ドロヘ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ぐ　コ　　　　　　　ド　へ　　右躯テカエアノー∋シSサ・P・9“　9YbQヌ　t・しサ＝一
　　　f孝フ賓7笑ti㌧1改　　　あの　　　 ヨiご一さ／v・ら　 ．手質㌧㍗すみど’　ダ￥‘しfく．　’縁
　　　じ　　　　つ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　　コ　　Tノヒ1＼E　イ・っ夕・．チ∋一〈みユーエー
　　、蘇qノ（｛．　　　≦うiたイ∫改’』っz・づ4Q
　　c　　　　「　　つ？）　アーソー▽一一ダ
　　　み、て1て〉
　　　　　　　　　　　　　　　一332一
　　ヂ　　　　コ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　ド　コハ　　ア／ヒFモ　　イ．．タマP一チnc一エー
　　　、務Pf／〈託　　　　∫77∠之　て｝rt”といラ晴9
　　ド　ら　　　　　　　　ド　　 つ　　ド　つ　　　　　　　　　　　 ド　つB　アー　イッ＼。ン　キヌ、、チL・・テ：it一
　　あ・　　・一ノ薫　　　歎。マτ．宝ね
パギタ。・t’　。一Y一イ別≠2㌧ンナニジシテク㌧スシラ
　　訳闘うだぬ　　どんな　詑　忙して　　暮動，知ら
　　　つ　　ザコ　ヘンガ　タケ
　　な乙｝かぐ　　タケノレ
　　　　ビ　　ハ　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　エラカ・ヌダイゲンシ弛・ッ≠ユーテマータトキャーβ イツ
　　　ζ7っ4嬉ノ玉　　　　あ、へくゴこ”’　t・畠ざ　　　／イを趨ノ隊。て茗，■　　　　　夢易
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ド　　　　　　　　　ヨ　　フッーキ・タつkンk－Fコ＝一イ・・テサゾ』～＝1＝　11
　　適幣　　牛頭こ・の　　rd　vどこへ　　鵡てす　赫茅　　勘
　　　　　　　　　　　　　r』1　　　　　　　　　　　、、『　　、、　pm、、＿「　t一「　～ハう，フテ　ナンタ“ナー　1ぐ＼ノカエ　ソ／　っラシ’しア丸　イー一　マ
　　払・碁　　　河て’％　　　ビこがへ　　K・・　プン海で｛　　8い
∵チLオヒ点コ∵一ベッヘノL才力。ド．マィテイ「ヤソレヂ
　　町葱　一物れ　　多雪多　獅回漕　　翫　・
　　　　　　　　　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　ヘ　　　　　　　 ハ　　　　　　　　　　　　　　　ガ　 ?　r’vンシ3　　アノー　　ヤスぐ～　　イ、．チrp一　　フ・しケヘプF’イ　　ノ＼イッタ
　　1こわく　　あの　　添みt：　　∫ち1｝9　　．l　tt｛ラグよ。　入っ　tz
　　　r　ト、　　　　　「　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　fiひ、　　　　　　　　　　　　　　　カイ⊃ンセ㍉一ナランモンズアエー后ヤー　　　 エラh、ンタ9“イ
　　　誘1玉　　　オ・い・へくf・　’；武よ　　　開墾しお1桐・ぽ一・　　ル∫pu）　・1か∫4似
　　ぐ　　　　　　 　コ　　　　　つ　　　　　　　　　ザ　へ　　　　　　　ぐ　つ
ハ　アー　ソ一寸ソーカ　つ一ノ！で一コプタヌいエ｝
　　　ム5　　　イうh・イ1か　　　　警労｛九　へ託㌦1λ
　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　 や　　　　　　た　　　　　　 ド　　　コろ　アー　ソーヤワテ　ナ＝シID　アワチ／tts一つ　十L－1隠一　ヤ
　　み、　　つ（a　　　Ptg　，こしろ　　みつ」“方厚　　　享堺1ガ’”
　　ド　つ　　　　　　　　　　　ヂ　コ　　　　　　　　　　　　　ド　．～又　／f　モ．〉ノ亀ア’　　アー　　　・ノ／一一　　1＼チ／　　　ヒニ　ト　一　　’ソhsフ　（1ヤ　ーイヤィ
　　盆い．今τ・　　　　　　艇も　　 ∫馳・う　入を一　　礎・笑’掌れ
　　　　　　　　　　　　　　　一333一
　ア　ヨ　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　ぐ
・やしダ㌧エー　アー　ヤスイ
　や多ん’r，㍉b　　　，い　　ぼ・
　　　　　コ　　　　　　　　　セ　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ’ケ　　　ノ、プ舳　し　アモ　　　トぐ　ヤマ
功　　，9・IM　一　t　　暢ら
ド　コ　じ　ヘ
キテエー
像・）知ね
ぐ　ヨ　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　コ
デilヤー　コF”てノ　ニンx一ワ
　tli　4　しほ曽’　　　　3r隈　　　　　　　i歌
ドつ　　　　コヘ　　コヘ
ァー1¥ーソーープ
　石〉　　弱『掩『
「
　ソーイ・ファ　やつタ
　｛淳。・　　や，汽
　　　　つ　ド　　ハ　　　ズ　つ　　　　　　ドキ。一一　fl⊃一デ’エー　　ソー9’　アレ
鋼η　　　　・で捻　　　を砺・・　卸・
　　　　り　　　　　　　　　コワ又しタコドー　東一チ訟・γツゾー
忘’嫉賞ほ　　　凋・㌧？嘉んそ・・
　じ　　　　　じ　ヘ
ワスレンダ’イ
　忘es　revs
　　つ　　　　じハプシタ㌧ツワイ
銘　 麦ちカよ
一334一
?????????????????????
　　2．〉わざ話プ♂ど
　ムノ　　　　ヂ5万（手
　6泌ぢ、）　（氏紛　　σの　 （ケll）
　ハ　戯㍉刃　ふ、r　女　 卵厚3ユ茸　房の物ぼれ
　B　田里正一一　男　　明δごう9一毒　　 ?
　c　堤．ふじよせ　 ・丹毒3ア4　　〃
〈￥／　山1：・一喬尋易　鰐飽1／匂　御同場孝θゑirl　X　4～〉
　　　　　　　　　い　一一・・ コ†“イマス
　　　　　　　　　ご＼ダし3ヲ
　ド　　　　　　　　　　　　　　　コオアツーゴザイマ又
　　ゆあ7，」　　こ》㌧せ「電孝チ
ネ「 o．．テ　　ネ「タ「広・ケア　　ハイ・フ　テギ3タ
．　’?ｉＬて・吸　　　叛1ゴげ曳　　　λ、〃zヂた
じ　　り　　　　　ココ　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　　トヨ　　　　　　　　ド　　　　 つ
ヨフ　・キアフレア　イーアンノぐでデ　ゴザィマ只
よく　　fi　’z（ム先　　　R・1雪敵で・　　　ご倦’1、；ナ9
ビ　 ユ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　 ダ　　つ　　　　　　　　　 ボ　 @コ　　　　　　　　　ら　　　　しイーーア｝　ハ’㌧イテ” ．ゴザィマ又　　ソラ　ソう　　一ブフ。）一　タ’噛ウタ
　a・・鞍、9ぜ1”　　　ごk．　・x・f9　　　眉・侮料F．i3　ごぐ努ぎ」ゴ｛r，
　　　ド　　 コ　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　 つ　　　　　　ド　　　　 つ　　　　　　　コ　　　　　　　　プ）ゼケダモンデ昏択一一　ネゼエフr　シア．∋一アノ　チョ・・レ
　ムの　　 ．努ワζ　　夙卸気でφ・りね　　　　　ガ蔑メト乏函　　（一てね
　　ド　コ　　ハア　不・ホつ
払　 苓当’二，書（｛）1　”if＝pt’　s　D
ド　ハ　　　　　ド　コ　　　　　　　　　コケサ　ハ『「ガ　イフカゥジ
σで　　β更乃っ　　病・句ん
　　　　　　　　　　　　　一335一
??
??????
　　　　　　　　　ザ　　　つ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　一・．　　＝1、ソチ∋一　 〈害ヨ・γト　　一一・・　三ン＝n一工
　　　　　　　　：フsき　　　　少し　　　　　　　　　　し万での・；“
　　　　ド　　　つ　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　 つ　　　　　 ド　　 コ　　　　　つ　i）ノ　ノ、ラづ‘　ブ9カ・ソタモ：ダイ　モー・ヂーヨ・ワト　’ネ，テフr・vアネ
　あの　　渡あ・・　　痛ろ）次e・1・・　　　　　　｛）　ft／し　　　寂フtlマれ
　ド　り　　　　　ぐ　　　ヘ　　　　　ヂ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　 コ　　　　　 ド　　　　
?
　エー　ネトー・ンテ　ネーウ人・・ヲラ　オバ」子ヤ　ド’一モ　　ソイ孫
　奴　　〉’？．　一・　v7　　王入。マいたダ　　あ藤《，、ん　　ゼ況　4・で’」
　　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　 ぐ　り　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　 ダ　　　　　　　　　ヨ
～一 @マード・，つモヤメ・レ淋　ナイー1　ソリャ　4ジ外アイ
　　　　　　　　　　　よずみ　　 と“：｛，　　　ソ斥｝必　の’1’i　3　　　ねuし　　　ぢ屯妊　　　／1＝し
　　　「　　　　‘βク
　カL）　“’s・テ　つ又1＼モ・ンラ
　ろ・し㌧ユρ銚り京よ窮乏λ
　ド　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　ド　オー　 ソ’iヤ　ソηヤ　 ナニ：∋ワヲ”ウヲ
　み、　　脳吻｛車ね　　イ・τ♂ソζ：ρ；危
　ザ　　 つ　　　　　　　　　　　　 じ　つ　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　つ　　　　　ぐ　で　　　コ　ープンシ∂　．⊃／　アシ／　プアイ：が　ワ・しフテ家一　 力：シマレンテ“
　とtZ　7S、く、　　　ごの　　足q　　．婁令6一　　　蓬『ぐ1しね　　　　正，座rl遍扮いヵゾ
　ぐ　　　コ
　アーア
　うん
　ヂ　　コ　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　つ　　　 ぐ　　 つ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　⊃し　チ∂・，P⊃一　カシマーレしチつ、ワレ 　プフシ“マー、っアモ
　　“／し　　　　正．座（究（．　　　こ叡　　ツし　こ1　　　正庵で”？　“
～ほ写誌カジ竃アルン
　：す4～ピそ　　長文　　 正庵し一　　　いs汽丁凌リ
　ド　　　コ　　　　　　　ザ　　ヤ　リ　　　　　　　　　　　　　　　ザ　ハ　　　　　　　　コ　　　　　 ド　　　　　つ
　アーア　　シ⊃一ネーワイ　ァ／　アシガ　　イアー　　トテ毛ションナィ
　　シ～　　し6’次ヂρ・・．x　　あの　　／z　h“　・痴h（のsx）「ピz｛．函誌
　　に　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　　ぐ　ハ　　　　　　　　 ザ　リ　ト…ガ　イリャー　ロフナコト　ナイつイ　ケサて　D一ジンノ
　　年　舌　 と　9－vi・ズ　　ろ（一t9ず　　T3Li・X　　今朝も　タこノ（の
　　つ　　　　ド　じコ　　　　　　　　　　ド　 コ　　　　　　　　　　　　 ザ　　　　　　　 ?
　コドーネー℃ソテしピブヤ・トゥツワイ宗
　　串をね　　　ズベ　　アしピLビ・　や，ぎ。た」’
　　　　　　　　　　　　　　一336一
　　ド　　　つ　　　 ド　つ　　　 つ　　　ヘ　　　フ　 ぐ　つ　　　　　　　　　　　　　　 ド　　 つ
3t　P一ア　ソーソー＼／一ソー’ノーフ’冒　アソコ／　9一カイ
　　　瓜｝　　イ＞n・　　　　　　　　，石て：D　　蒙z募
　　　　　ヂ　　　　　　　ョ　～き／　｛つ一ジ’ン．求一（う
　　布の　　充ノ（議一自
　　っ旨3寸、イ㌧め％㍉ヂろ
　　　　　　　　　レ　　c＄じイでてr’iL　　・1’こ（一ゐ㌧竣7）メ
　　　　　「　　　「　　　 （一rl　　（／4り　　　・r　　　　rつ
　　インカeンフま一　 家1、、ン・ン　ワルヤ＿　　東1＼ウタ
　　甚乙（な・・　（手・ゆ痩㌧左　 孝・・ノ瓜　、　だと．式
　　　じ　　　　　コ　　家ア　オツタ
　　霧一z　・・ん
　　fへ　　’、　　　　　　　　　「　　　「、　　　　 ■　　　 「　　「
　　9P・っ1・　孝ズ’ト｛・っ｝f｝　一・　チつ・っ）一
　　　㌻」・つと　　ラ婁’．∫とぞっ。π’t’t　　　　ヴfッて
　　ぐ　ハ　　　ビコ　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　に　　つ
　　伝サ　ハ牽　ブフ旗。ヌモゾ’圏シラン
　　・今印　（案P・一　f4｛　i15尺のて・・　　　鬼ブ餌，
　　　　　rt「　～ンタ暫イイー
　　　ド　つハ　ワノ1＿
　　夢鯉る
　　ド　　　　　
?
C　ソンプ。タブイ
　　　イ∠紗こて’チ紬い
　　ヂ　つ　　　　ダハ　　　　ド　つ〔3　マー　ラフニ　ラフニ　フ1一／1デ”一一Ft
　　私　 ・象’・・　穿’こ　あ“ブけで・・）
　　　ド　へ　　　　　　　ぐ　　りA　つり一ネ　ソ1昂一
　　アみ｝ごん，）1｝｝　　♪包一ほ
　　　　　　ヂ　リ　　　　　　　　　　　　　じらC　ナ＝　匙一iが　イ・・タ〉　ズフカ。　ワノしフテ
　　　再　　身グ　劣．紹　　野砲一題くマ
　　　　　　　　　　　　　　　　一337一
??「｛??r
　ド　コ
衣に．夕
舜ヒ。汽
　r　　　　　「　‘　　、　　、ネゼエゾカ　ナンダ’イー
罐『ン全こづ’　　　タツカ・ね
　ザ　　　　　　　　　　　　　つイシャイ　　イΨアチタモ
．圧潔，z　　　∫’1？z？il［¢lh
f）ヌヌ㌧覧
客’r，一’
ネゲフテ
眠くて
　　　　　　　，、　　ショー1が示一．
　　ビラし、巧｛t｝u
　　ダ　つ　　　　ド　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　コ　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　ア
β　マー一　ラフニ　 一一一・・ @　アニカ‘　・ブタ：ノテ　＞s一ネー＝
　　％　・　冷　　　　　　・9cガ’　痴a　　しメ’近6’箇いがら
　　ヒ　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　 ド　ココ　　　　　　ひ　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　つC　つ．サ才一サブ）‘　ナ匙　ナ＝th　ケン寸づゲよ一　キnz一　曽ヤ・7アク’し、．
　　彦麦せくカー　阿　 イ犀か　　藁皆バね　　 冷ノ？　　セブぐit’v・5．
　　r＿
，～アー
　　マ7
　　　コ　コ　　　　つ
il）　　、ランウン
　　ラ義〉ん
　　　　　　　ド　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ハ　　　　　コC　ユーワァー　ゴハンモ　ヌペァ　タワー　・キリーイタ、ワテーネ
　　夢っマ　　　ご・tSk亡　　喰べz　　蟻1鮪　　卯ケ）・メア（ワてみ
β旗㌧争∴ジ3ジゴ＿ジカうヌ・1一モ”、，9x－
　　t3う　　ナ嬉　　　†嚇づづ珍3忌，ちよ
　　だ　ヘ　　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　れぐエー．ア／　アジゴジL一ナンブン7’亀
　　え、　　あら　　プ膨移　　鉱すゲ牙今一～・’
　　ヂ　ヘ　　　　　　　　　　コ　　　　　ヂ／q　k’つ6　イ・・タッチ皐一
　　　〉・’L：へ　∫1読訴？
　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　ド　へこ　イ・・9一　才イしゃ＃マz7・
　　　存っ4よ　　　チ～医i饒ピでまヘイ急
　　ヂ　　　　　　つ　つ
　　　　　　　い　　ロβ シンノしイぼフ
　　　貌報賓一考l
　　r、　　　rC　グし界一
　　　た唇グ？
　　ド　　　　　つ　つβ　シ・・しづグア
　　　羨多ゑ1ζ・’ろ♪
一338一
???
B
に　コ　　　
?
（ノ’ 激l．?
穿幽協・2
　　　ド　コ　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　ドつ　　　　　　 ぐ　 ミ　　　　　　　　　　　　　　 　　
’ア・’ @フ・｝　ゴハンタベ しト　．タワー　ヒトシ∋イ　b3ッテ
恥　・＃　ご臥　 黛バ3t　桑1！・　一覇・・　獺．マ
　コ　　　　　　ハ　　　　　　 ど　　　　　 コ　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
キテーデー　　アスカう　　ケンサオ　ヤ、．テ　　フし’レワテ∋
笈ユ　A“el　　明eメづ　蕨竃で　　や，～　　ぐke“．マよ
　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　コ　　　　　　　　　ロソ／一 サキー　ハ≠カヘソ　ヤ・’、タ｝xキ／　ケンガノ　ノブ・’、カアい
　禍　　 すき’＝　　ハ月・・　　也！蔓蒔の　　　兼歪の　　拷禦で・
じ　　　　つ　　　　　　　　　　　つ
アーユーーフー＝　プワタ
あの膨弓　i：　　　rJ，養
ド　ハ　　　　　 　ヤ　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　コ　
?
ソーダソータ“　つ／サ千モ　才っサーtt　F　フ9一ワデ’ネーz
秘当沖　　・卿似醸あ・ザでん・　以・・ね
工『C
え7
　　　　　r　r　　　　　　　　　　　　　1　　　　　「　　　　　　　　　　　　　．n　　1「アノー　プつササk　『つフークデ　ヤフバデベ　モラ、7夕一K＿
　あ6）〉　　みフケfんど　　　二人a・・　　夜．場ブ　　移．たよわ一
　じ　　　　　　　　ヨ　　　　　　ドヤフバデナンア家一
　汐気湯ギ　 イ・Tt　7
　ダ　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ビ　コつヌー’1デ’　イ、フ9、一）ッネー
　二、くで　　　メア。砺ヴ
ド　　つ　　　　に
　　　らイツス一
三β捗〔いっ）で“ght　7
　ド　　　　　　コ　　ド
つ父レターア
　考。4・えのノ7
　　む　　　　　　コ
ハ乎力ρツ＿
　ノ帽
　　　　　　　　　　　　　　一339一
c??（
C
?
C
??
　ヒ　　　　　つ　　　　に　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
ハチがツ　ハ乎7’〉“，ソノ　糟すつ1｝フ＼。フカネー
　ハ」）　　　　ハi尋A　　　　‘ftlワ　ん3ぐか’ね
ド　ハ　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　つ“アー　 ハ4フうヘソタ’t　一マイ｝＼こノ　シ）ヲイノァンーサ
み｝　　　ハ塚ぺ燭　　　あ与　　　 身摩イ気愛
ヒ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ド　つシ〉タイケンサ：〉》索一　アノ　ケンカうタ“ヵ
　昏～苧翠ぞ竜貼ta　L　1　　・　　th…　　柔ヵぢ爵ろ・
ぐ　ユ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
アニゐ　7ハナ‘）一　？一テ　2しヌ＿タネ
　ぐ5か　　　あ％　　　耐uπ　　ぐ蘇震．，プ
　　ザ　　コア．振のネ
　為　石かね
　ぐ　つ　　　　　　　　つ
アノキテつしテ三）
あの痴ぐ教ミ
　ド　　　　　　　　　コ　　　ド　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　ドイE）イDノ　＝コP　牛一ア　7しアーネ　シヤシンオ
　、、　ノ，　、、う　
o＞
@　　　　　　ご　で　　　　　　　　R6’；｝　し「　1　　　　　　　　ぐ　教　1　ね　　　　　　　　　　　　　　宇φ　牽
　　　　　つ　　　　　ヒ　へ　　に　つフしヌ・・ターネア・し9　ソ／ルヤシンカe
　〈率（つり　　　　ゑ」よ　　fe　4Y＠．ヵ・・
ド　コ
ソー9っ夕
そ川；〆・
　ド　　　　り
ワぞレフ＿
　ξ拡の！
ぐ　ハ　　　　　じ
イツイスー
　いつつ’艦∫か2
　ド　ヘォつササーガ　 ワスしタ
　あフサ戯バ　ξ諌た
工一
久♪
　’
　　　ザコ　　　　　　　　つ　　　ダヘ　　　ドイマ　プンネンそ　マエノニ　ヤフバイ
　今691・）ゲ蒋｛　　酋マ』「狙　ラ柔湯1・
　　　　　　　　　　　　　一340　一
77ッテ
ぎ。1
㎜
????．『??????????????
　　　　　　　　　　つ　　ソ＿イッテ　フしテ∋
　　　’〈1まつ’1．　　く4t　一（・ix
　　蛭ナンメつ杯
　　こ之　　イ’ηですよ
　　　　　ひ　へ戸　マ／　し。ジすン乃6
　　勘∂｝　　ヲk　びくか・・
　　ド　つ　　　　　　　ド　う（⊃　　’／一」）・　一Jk．　 プーフS、ン・ソラ
　　　ζ〉砧　　ア訪’孟ろメ
　　　　　　　　　ダ　つ　へ．：ンサンタ＼、ツラカま一
　　　さく　てち責う〉かね
　　’「　　　　「』　「?
C
??
A
　　に　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　じ　へ　4カL／⊃k一　キーテクしテネー　・μ
　　砦の」どで　　　　聞Pてぐ・Fマぬ　　　ケメ
　ド　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
っ議 tρ一タ∴っタッチ乳ワァ　ァノー　と多ヤーント
　ゴ芸労賓；k。1言っマ　　　　」；の　　’St。くtr
ド　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　ドソ♪％一　やしジつ㌧タ訟一
孝9＆？E，　　や3ごぞパね
　　ザ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　リ　ハヤシザン　ナ。9、≠＿一ワ号’畠C－tっ
　　林（’引ls）ナ《ザ就航フわわ’r、・・（碧・ゆ翼
r
アー　（二〇tサダ＼フツラ
幽》　弘τる式曽ら改かつメ
ド　　 コ　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　つ　　　コド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ
：ンや　ソ　　シャシンオ　　’ソワド　　・うツィテ　　才フ・ンテ　　才フしダウエ
xYX@解撫　　×x×　撃い　　送っ■　　〈帰“1
ぐコ　じコ
アノしニ　　シャシンが
双るよ　　穿孕か・噛
　ゼ　コ　　　　　　　　リ
、／一ダ“，7ツオネー
　イ〉有冒；汽σ｝わ・
　ア　　　　　　 ドヘ　 ザ　つ　　　　　ド　　　　 コ　　　　　　　　　　 つプツ9㌻ネエー　つンナつ一シアウツ。k’レデ
　kK㌘がわ　　2、　　こくねパC失　　　撃．フ・t　3か∫
じ　コ　　　ド　へ
tVK＿　ノ＼一　ワ又レ9
　　　　　　ふf3 ） 　｛～　　〈》訴喪
　ぐ　つ　　　　　　　ザ　　　　 つ　　　　　 ギ　　　　　　　　　　つ　　　　　　　つ　　　つ才つササ　ワ只レヲー　ソレタ“ケ　人シが　ワうZ＞tイ
　あフサさる　 セ・猷1　　　粘π・り　　3　b一　昔〈1・？ア3e
　ド　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
乙1プ＞」／　コヲー　9ソトー　ワ美し：フ・ンテ　 ソリャ　ワヌしヌ
　宥・・　　ご・’・　銚　　ξ、帰，氏　　マ書鮎　部た
　　　　　　　　　　　　　一341一
　　　ドぐ　一佳デー手ヤンラ／
　　　ざふ’「’～やく，πあ角　…
　　t一「　　（粉　　　　　．1　　　　　　　　　　「　　，一　　　　　　　「
／A　7拶ン　’オ1ぐ’り＝　＝⊃イ・．≠ユ・ソテ　“ンプ’“／　セーネン．／：ジ盤一／
　　盆　　2副に　　比い，罵。・・　　みくτ・の　蕩の劉
　　　　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　アソつL　ホ覧’ンうヲ　ウ9う：∋一．＝　⊃イ、tiチxッテ　ア〉つエつ
　　　研：へ　盆閥　　　・鱈よ那　　柔・㌧砿。π　　　易やへは
　　　　　　ド　ハ　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　コ　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　ア　　　　コ
　　イs．ヲ　　ワ　　プ；脚：zニタカeネー・　フフシマヤエ　　し二）一ドイ　　フヰ．っ
　　　Sテ．rt（｝　t＞1・煉て・・るがh　　あ子牛ぐ鋼へ　し・一ト穐　〃群・
　　　　　　　　　　　、　　　　r　n　r　r　　　　　　　　　「　（／K2
　～ンテ¶　フ，’iρ＿　テーネ　　ソ／　k‘i・ニャー　　イワタ　　オ，才ベエタカ。
　　　C・・a一　く献訊ね　　　　獅蒔VZIエ　　　9デb　rc（こvF）覚之㍗Gが
　　ド　 り　　　　　　ド　コ　　　　　　ド　　　コ　　ヘー　ソっ／　ヤフバイワ　ワスレタ
　　　⇔　 ざン）　ヶ柔場へ（sア。a・t＞lj急弔九
　　r　n　　　　　「　　n　　　　　　　　r、、　　　　　f’　「　　　　　　　　　　　　　　　「　　　∫　ヤフ／ぐエ　イワア星一　つ二一ワア“ヨー　イワアー　 ソし一。 ナ
　　　珂　　多気湯へ　　尾・ね　　　二人τ’ね　　　∫ア只　　　撚に
　　　「　「　「　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　r「　n　　　　　　　　　　　r　コ　r　、　n　　ヒ・っニーンKつエ”iタワツネ　いつ＝一ンk－E　プ＝カネー
　　　弘兄　の所へ　　茱た，け　。　ヌ呪亙毛　　　　何あ・ね
　　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　コ　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　イカ9”／人キ／　ハアシ．カeネー　牛ラ　ソイデアノ一一　イ半帖”ノソ
　　　残の蜘　　言ちか極．＠げ浸・　噛“　　詫剰
　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　コ　・～・ウター　　ウタッヌワ　　ナニs一一t　シデネー　；六プテ“
　　弓～否　　　∂だッ靭　　　　く9「か1星　　　（1　・1’）・　　《弘で脚
　　　ロ　コ　　　　　　ド　　　　　 ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　ハ　　　　や
鴻　ド㌧モ．やフバイ　イ・・卯フワスレヲアスコノ　ブフシマヤノ
　　　ど況　　疫場へ　弔彪と，工麟π　鎖・の　　拓擬の
　　・ニケ＿わエ　 イ、7ア
　　　ニ莇へ　　　S7，／
　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　ド　　　ヨC　 一一一’・ @　才パサンy“’pツカ不＿
　　　　　　　　　　あ1沃㍗ん筑3tiか43
　　　　　　　　　　　　　　　　　－342一
　　ド　　　　　　　　ココ　　　　　　コβ　アー　ソー9”，ノー9”
　　　あ）　　　‘／t54一yt♪ft・
　　　ぐ　　　　　　　　　　　コC　　・ノしダケ　　Kシダ’ワイネ
　　　　　　　　　な　　そ・←でひρノ 　　　τ甜よ
　　ド　つ　　　　　ド　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ハヘー　1．　3，　Sげデワ2し9　9“th　＊一　ムカシ．／コi・一ウ芦　ワズ
　　｛1　　ケ穿管物5　　忘・k疾《かイa　（孝6の考」・チ～多　ひつゐら）惹
　　　　　コ　　ド　コ　ーレンが　 へ一　〉しオ
　　痘孤t’t’ビt＞　粘季
　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「c
A
c
A
C
?
ド 　 　 つ　 　　つ 　 ドシヤシンが　ア・レワテダヂオつサケ　コンナ　ア・レブ
　宇要が　　　　」零∂・i7　，Tかか∫　　あっすよん　　こ4　r“t；　蕩二かメ
　　　ぐ　コ　　　　コ　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　つホー　ソーガソーh　1・“一｛　ソ／　ヤフハ“ウォ　へ～
1わ　　Ki6・ゼ，ろ・　　　とツ｛　　そつ　　淡τ易矛　　　t＞
　r　　　　　　　’1　　　　　　「　1　　　　　　　「
ナニn一　ト、。テ　フレネー一　じノ、ツ
　何をζ沸葦認均ヌ携　　ぐ幽黛“よ　　みヒつ
　　　　ド　　　　　　つハイ　イ9タ“十マ又
　lEF　Lt　　し1六責・避．狩
　ド　　　ガ　　　ハ　　　　　　　　　　コ
ヤフバウォ　ワスレタワイ4一
婬端（の牝）ξはよ
　ド　　　　つ　　　　　ド　　　　コ
ワ只，レター・　ワヌレタワイ界
志承tZ　il　　　志4、麦人かね
　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ’ヤフパ　才レ　フンμワ　キヌ“カイダ「ブ　イ　イ
　ラ烈易lx　・俺　　」6　9i，i　　虜乏い・s・〉’　　x　K
　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド
ナナニヤ＝　イカンデネ．一　ヤフハ“／シューウ》
re一　｛T　4一～ia・　　∫ラが扮いか∫’1鼠　　μ場り象　を（fi　k　ll　）釦
　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
ろナワ／　ヤフノぐ／：ンユ．一ワ
でぽ～恰し、　　う灸場の象’ス
チャンj・
タめ1．t
　　ド　　　つ　　コ
エワ＝）03－7う。
　よ『15ど・　帰畢ガ
キズ噸カイセア
　改いし窪
一343一
　　　ド　　　　　　　　　　つ
C　　ヤフバ’／シ、一一一力不
　　　獲霧の象β‘la
　　　ド　　　つ．A　キズケープ
　　　負芭・1η
　　　ヂ　　　り　　　　　　　　　　　　ド　つ
　　キレズ労イニ℃　ブイつイC
　　　気遺麟でt　ねいよ
　　　　　ド　　つ?　　ヰっ　㌔フ
　　x　　ゐ
　　　r　　n　　　　　「　　コ　　　「　　　　　　　　　　　「・　　　r　　　　　　　　　　　　ヤシヲ／》 シタ／二示一　　ア／　　：ンxフチ2フシッデC
　　　天のk　　　下9’・ね　　　易の　　～謬∂堂㍗
　　　　ド　つ　㌍デ　　プニカ　　キーア　ソレタリヌブ
　　かう　s，fp・　　RM・l　zぐLjvzがら
　　「　　「　　　　　　 r　「　　　　へ　　　　　「　　　　等鴻　・キっフ／1：π一が　ヂ＝ズ’ケー・ネーがま一　アηヤ
　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　《アる　 り万カー 訊遺一・、ね
シ嬉イ9麓ンY一・　7＞｝，「汐
　　「尺縮Z　　　　　　　し’底　　　 でX＞ノ）h、　　　　　　　　　　る　　の
　　　リ　　　ビ　　　つへ．カ0ネ＿＿・　ナニめ
　’f℃、イ）　　　ダ・毎’
　　　　　ド　　　づヘネー　イラン
　‘振　　　しぢrdru
　　「．’、　　　　r　．「
～う冬一　オ‘べ’＿一
　でし鐙〉ね　　あ凄メ・・
　　つ　　　　　　　　ダ　　　つ
〆㍉テ　イラン　　　　 　　　　　κ㌧♪テモ　　，マ。》・ゆ・馴伽　。づく鷲
　　　　　　　　　　～か　アリ．抄一　アンプて．ノ
　ど　　諏幸’工　　　窮くρ孟ら
　　　　　　　　　　　　み・ド
　　　 　　　　　　　コ　　　　　　　　　　茄一フ
　　　　　　　　　　方鳳
　otワジ　コノコv1？　プン
　　　　　　　　　　　X　Kこのあ監既岬 　こηr々
　　ヂ　つ　　　　　　　　　　ビヘへ　：ヨミエンダデ
　　　ム　　　　　　　　　ロt5 ド元ら77｝　L，　h・5
　　ド　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　 じ
　ソてシプノぐカナコトー
　　イん臓§ゑηこど書
r　、　　　つ
　　　　　　、　　　　　　　　一　　　　、
　　　ヨミコニンデ”」
　 　　浸あ獄ゆ・メ
　　　　　　　　つ　　　　つ　　　　　　　　　　リユーージ冬｝『一
　　　　　レ董＞4乙魂rdi　・・
　　　　　　　、つ
ン’アン∂一ガイーへ
露いて　（よ）バか“　　　　♂〉
　　　　　1ヤワヌ’7タ
携ぐ
　　r、　力界コサンか
　　Ag■・tぐかH
　　　コキズワネーヂエー
　気亀い毎いT・　　慶・・
ド　れ　　　　　　　　　　　　　コゼヲー　フレノデL
C㌧閣掾@　ぐ拭か∫
　　だ　　　つ
　イラン頻乎鼻・・ク
　　婁9■3　1｝・マ亨，瓦
　　　「
モラ、。タウア　T’リャー
貰7よっτ　　　 みイ・琢
一344一
　モ・。アケ
　循熟5ア’フ
　ド　　　　　　つ
モうウダナ
箔。え’悼・
もヂンち
塚號を
　　　　　「　　　　「　　　　　　　　■　　　　　rつ　　　　　　1、　　、ソ¢ヤ＿　 i（ソフうオ　三｝：⊃セtし　ナン～㌧一・コ起一　千：7カ。
　　　孝養の’9一　　　矛Jlゑ否　　　よ⊃ず　　　かく一マ参♪　Jrを　　ノ尊｝（h“
　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　ノ　　コ　 フ　　　　　　ヂロ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　ド　 ?
C　にレジ㌧／　シx一一一・がネ＿．　0一ジンづ‘・一一／　シ・，．一ガ　ア／才一
　　　充／一つ　　　　象かつね　　　　 7t／x汐4σ｝　　　　　衆h’”　　　あの孤
　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　ド　　コ　　　　 　ご　　コ　　　　ド　 つ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　 コ
　　ア／　‘才7＞ネウ，万　モラヤー　イマ　イチ．ジ承一　 ア／　ツ4ノ・
　　　あの　　露～診　　　聯之ノd”　　！今　　一6一ね　　　　あ」・　　矛導1・u
　　　　　　ぐ　コ　　　　　　ぐコ　　　　　　　　　　　つ　　ア／　ワ～ン／T　ソしカ。　才一＝1：＿・チューッデ
　　　　　　メスメズメメズ　　　あの　三井　 SV　2Y7s・’　丈宣hと畜。■
　　　だ　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　ド　　コ汚　　クソフ　x一　　ソイヂ　7’ノ？一　　ヨSエンデ　イラン、．アユッダ
　　，終t“　’‘’　4’つ一伽　薫めβし‘か∫ @蓼1飢マ畜ノん
　一がネー
　　け・鉢ピね
　　　ド　　　　　　　　　　　つ
e　　一”7、／～／　　シュー一＝
　　　ふ・沙　　象’・
　　「　1　「　　「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　nAナンプ冤フし9が・テクしダが、。テ掬デぞうッアチタン
　　　イ『「一ゴ℃　　　〈車一t6v；　i　　　（AイF　〉・a・“一，・v）　　絃承ヱつ　　葺フ笑棄云か、
　　ぐ　コ　　三つミ，や＿　センタ岬イ
　　　ウ　「二（み夢　　　 しプ｝・1よ凹
　　ド　つ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　つ　　　　　　　　ド　コ〉”　エーつドン　カイテ　了）・フフ9＝9一　午・・i一一
　　　哀u峯が　　 宥・・π　 ：あ・frtのi：1ね　　　モつt
　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　コハ　？レユz＝カネっサンbeパ’・カ　シ’9・イ9タ“　一一！？紡㌧
　　　あ・k　i・＝　　　諌｝でえが　　　長く　　　天1丸　　vんのか　づリカθ‘残
　　　ド　ハ　　　　　　　バ　　　ヘ　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　つ　．～ジカ泉一　→ヨフ／濡一　コハ“ヤニ．．サし　ヤフノぐ／ホー　イフレ
　　　ア’みか転　　 ぞ）の方　　　　　／1り菰マ∠）　　　　　脅気湯り方　　　　∫ア（ど
　　　　　　　ド　コ　　　　ド　　　へ　　　　　　　　　　　　　 　ヘ　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　9一一が　　アん・．ノヰilウA　　シ勺べ∵，テ　　アーシテテ　　ア1ガ淋づ」ザ
　　　昂が内　　為も　T・“i－t　酋　　　　しge・へ㌧／　　　錫、11　　　　ムリバ「）　ごしさ・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一345一
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　つ　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
　～イマシタ、。チx・，ヌ．”キリァ“　マー　シャへ：＼・！タ　コ9一　プ『イ
　　いっし五　っ7言》プz．ぎサ1・・　　　　　　葦あ　　　（やへちプ＝　　　　」てlg　　　7渉い
　　　ダ　　　　　　っ　　　　　じ　　　つ　　　　　　　　ド　り　　　　　　ヘ　 　 　　 　　　　　　ヂ　　　イリ　　ャフバ・承一　十ズケーチ　／ウタ　ヤフベ9イワ　ィカンヰズヶ
　　　狡傷の方承・　　数回・、tBあで）　あノ乞に　彼傷’・’よ　∫i　b’　r」・・　嵐遺、
　　　　　　　ザ　　　つ　　　コ　　　　　　　　　　へ　～一プ　　　　ヨ、．，　二）〔：）　　　ヨ　一　　カ。　　ナ　ノア　　ニ《．
　　、顎だ辱‘　よ。i3eセ’「　i■v　）〉・・　　　プ打昌冒くズ
　　　　　　　　　じ　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　 ゼ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　 つ　　　　　　 りC　ソイヂァ／　？＝・つササ／　＃バーサ　オバーチrノ　オシカe’イ
　　￥・IN　γ’あう　　9］．房3んの　　　ハ馨字ん　　　あ蜂s．　1．　　　　押もが　e
　　　　　　　　　　コ　　　　　ド　ヨ　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　つ　～・一チ瓢一デ　オバー　オシが　イー∋．，チュ・。チや一
　　いクいりガメ　あ餐　　　岬しか・　　良・・」’　，R亨71tg
ハヤ「フ，ぐ㌧、ナi一三ケLナ「キ，’フ／振がヰ冥ケ＿かた＿
　　役務の秀ガ　　 な遊いか　　 るの方か・・　　　　気遊．いオ・・　　厚・・
　　デ　つ　　　　　　ア　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ア～ヵP＊一 キョ　フ／爪一つ　　戸／　　ナンチt．，一ダ’カ　　ナカヤ／・4ヌ
　　げビ軸　　る」♪方’9　　　　　あの　　何ど一5か　　　　ナカや（径の6），包
　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　つ　　　　　ド　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ヨ　へっヤナイカつ　ア／　アソコノ　オカーサンド　イッショこ　サカ
　　｝だt・ix　　　Zh　th　　あイ：σ）　　お。せんご　　　　一紘ノし　‘　み嬰
　　　　　　　　ド　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うへ・一＃ンワ　 1＼∋thつイ・イelチヤゥダがK一　イ・。チャッタカ。
　　　f／．　i：　　喫・ワ．へ　　　病㌔。rt　ti・”・h　　　　SLYら．　t｛か一
　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　 リ　　　　　　　　　　　　ミ丑 ガ’つ⊃一　イい，1ンPダ・v”？エー
　　　苧才乏一、　　　一％一‘ち∠1・’x
　　　　に　　　　　　　　　　コ
。　 イツし⊃9”．．，’ンカ．ネ．
　　　・…F錫■，9㍍かls
　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　ヨ　　　　　　ハβ　アー　イ．。シ，9㌦’ソ　1・シが　U一・ソ　アしダが　…一…一一・一＋
　　あ～　　一多！ζ’ズちブτ　　　　孝ろ’「　　みヒ・　　一丁・駕厚τ’」
　　　　ド　　カ㌧，⊃一　イ．．，シ＝・ゾ、．ツ
　　　’露支椴　　　一多蒼・て；／し
　　　　　　　　　　　　　　　　一346一
　　ド　　　　　　　コ　　　　　コ
C　アー　＼ノータ’一かヒ　；・レン
　　あ》　　｛；か菟　　　しあアb口
　　　　　　　　　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　へ／A　　　タ”カ（　　ナ』二三・　一　　　ナ／ベーサン・う。　　一プLカヤ　 ／　　フ「ハ”一　一ヴ騨ンカ。　　アノー
　　t、’ifビ　　イげセ　　　h｛if．でんかー　　　ナカヤの　　　あ膠ぜ入力り　　　no5
　　　r　　r　　　（’7）　　　「　　　　　　　　　　「　　　．つ　　　　　 r　　■　　r　　　n　　カミケ。－F／　1オパーサンウォ　　マメナカ、．テ　　・キフが　　マ／ナわ
　　カCガイドの　　　あ1♂ピあ5ん手　　　　τ気づ’いって　　　好｝くが　　彦象か
　　　　　　　　　ヒ　　　コ　　　　　に　コ　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　 じ　り　～ウ九一デマゾニャー　ネー。テ　ユ・。テ　7ソ2一、。テ　ユヤ
　　フぞい勉づ　　τ気μ磁）・でな　 溜・㌧■　　ぎ、て　　ぐ承，π　　　言之
　　　　　ザ　　　　　　　　　　コ　ヂ　つ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ダ　コ　　　　　　　　　　　 つ
　へ一　 ⊃ナイタ’1　ア・ノ　～〉イ・．ツァ　こ‘⊂　弓鳴イテ　 ソン争＝ヲーサンニ
　　ls　“’　oのあ・Vt．　一・　み・“　’デ市5ノー　（不」9）1～も　出し■　　オ」zst／N　i・：一
　　　　　ザ　　　　つ　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　ド　　　　　　　　　　リ　ーエ　マ／ナカイ，、tチL一デ　コンダ“1たタモチコー　で一）テ　ィ、．
　　ね　癒からマお羽　　冷み1・　爪フ．餅？　　焦、　一
　　ガ　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　 ドら　　　ド　つ　　　　　　 コ　　　　　　　ド　～ペン　⊃イエッソラ　ーヤスイコドー　イエリテ　アノシ髭モ　フン
　　度　某・ば．嬉．好　惣・・こ・IP　4・・　。ス傷ち♪あの入双諦）訳幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドつ　つ　～み　チがワ、っμ　ガ、．つイ　　イ、．ヲデ才＿
　　　　βb亨・1　z　　　・㌘ヌ乏A　　　s7，　t・か∫h
　　ヂコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダリ　　　　　　ド　　　　　　　コC　　ケ㌧　｝　エ．一ジ偏ナイカ　　フ／　オバサンワ家一　　ハツぐワ　　ゲ’ン
　　τ気　　 Ct・1し宙r」・・メ・　　あ」、　おば「呪嵯戯　　　ハツ、“IT　i亀
　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　コ　　　　 ピコ　ド　～予ナ　ワシ．ノ　：一サンプン　9“メ’ナセ’1
　　　だ、　≠q　・LTI　起銃　”v）v）　蜘“・・一X
　　ザコ　　　　　　　　　つ　　　　　　じ　　　　　　　　　　つ　　　　　ドへb）　　イフうターtフS　　：＝）ンター一　†iヨー　　一ヤ〉～ツラ　　ネ＝）ン9“ヵ
　　‘｛　筋・　；聾　　糊紹）　、｛9z　t　lx　tL一か
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
C　寸キヤー　一ヤズ43一ヤ・っタワア　ヤ〉～・ヂ牽・bタカe　ナンiヨ　シャベ亀
　　　湯一π　　籾・臨。鵜π　　　籾）％。ムケ’　　　と，・かく　　煽へ”
　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　コ　～1しコ1・一一ネー　アノー　ハプλつに一　千ラィナ　 ：一一 T’ンタ“モン
　　3こUをね　　　あ・＄　　　諺9　こtセ　　　砦くしin　　え．t〈r，・・カ・〉’
　　　　　　　　　　　　　　　一347一
???
　　つ　　　　　　の　　　つ　　ゴ　　　　コ　　　ロ　コ　　　だ　つ　　　　　　ドコ～ダ’デ：ヨー　’プン・ショ　ノ、プショー　センチ｝一こ・　メント　ゴ’ハン
　　　ね　　　ヒ・z6’＜　　　筋8　　　　し疹・。マL’＞v）に　　認ら　　」”1－」　！N
　　つ　　　　　　ドハ　　　　　　　　　リ　ドら　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ノベ’レ・・テ　ゴハン℃．ノベ’レシ不
　／kX・‘」。z　　ごI」婦　　なべ」いf…
　「コ　「、
　タレ承
　静がマ
　　　　ド　つ　アノ　《一
　あ・）　三日・・
　じ　つ　　　　つ　　　　　　　　　リ
　ヨクプ㍉、タワア〆〉イ
　よ（　嬬炎βかい
　　じ　ヘ　　　　　　　　　　ロコ　　　　　ド　リ　コ　ヨフ　プ㌦プア　　十ヌでンア“ネー
　」’〈アい　　 ま．柚ゴb
　　　　　じ　　　　　　　つ　　　　　　　　もハnv　ウレシrd14一一一
　’∂程玖　　　 ＞rfi．し・・ぜ’き
　　ヂ　　　コ　ドつ　　　　　　　　　　ドリ　　つ　　　　　　　　　　　　　じ　オカfCア　　3フプリフ・っア　　ヰk’㌣一ヨ　　一～r一・・　一nプ／7ヌ’「ニヒ
　　あ棚塗　趣挑4．・傷・）わ・諏　　　　　・7・…　1，・／
　　　　　つ　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　た　イ’vタラ　9イがづ　イテンチ　7ソンヌ”　ア／　■ヰ1．Lvヌワ9z
　∫7っム5　　　zしししが＾レ、　　　一｝∋　　　　（重重∠・zこ∩　　　あの　　 だ8　fマue，っ7言幽
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　コ～。タ　マサやわ’プアソゼーイ・フラ　クしダ。デ
　フプと　　 Jr塞　y享）　あt・・てムづ阜つ　（重才／t“・x　　　∫7♪て　　（・1、式か5’
　ド　コ　　　　　　　コ
　ヨ．カ。ヌアー
　∫ち掴3
　　コド　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　コ　Pノ　タイづフシ茅一．　モー　ア／　サノァテ“　ナ：一セIIヤー　ソイ
　　あD・　下るでね　　　も　　翻　　あブ　f・i7・κぼ巳　　劉、
　　　じコ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　つ　ド　コヘ　デ　ヌ4ヨーナ　⊃っジL，．ネー一つ　一一一…　　9イカフ・つイーデz一．
　・’・　1勉謎湊　　李ゴigア｝・・よ　　　　僻愛協…が∫継
　　　　　　　　　　　　　　一348一
　　　ザ　　　　　　　　　　　つ　　ド　コ　コ
（’　タィカヵ一　イーヵ「不一
　　イ季・x5　・a　　　　良qガ『’赫
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つβ　ナ＝シっ　サケが　ヌキデ
　　　厚rしし1フ　　　εあがつ　　　£］ぎ1’」
　　　ザ　　　　　　　　　リ　　ビつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コハ　アンナヒFが　ヤムプンチャー　て一．コリャ　4ワ9＼ワテ　ヤソ
　　　あくreノ《t”　　　病竃TS　！．　■玄ila’　　もう　　　こll　h　　冶り覧ち■　　　ヤ）ソ
　　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　　　　　　ドリ　～ソーナ＝　ガ．，つ一ヤナイッかつ　7力界ヤt＝le一　カマワッ⊃
　　Yllプ♂のit　　学メ交　なへかは　　　　　　7与塗偽　イ4ろ・’」　　　　濠灘わダ・、
　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　コ　　　　　　　ド　つ　　　　　　ド　マレ　　　　　　　　　　もし　　　　　　へ　へ　　　　　　　 い　　　　　　　　　　　　　　　 ?　孔ネーアし一一テテテア　アス丁ア　子一
　　　　　ム番、畢て　　　旗ス　宏笑　　出！冬し曳　　　‘以
　　　じご　　オサケガ　　スキ㍉しブ
　　　あ礪フ～つ　　　　（接し・“s！）・s’
　　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　つ　　　ダB　サケガ　Zキ。・レデイカン　ァノー　ソノ　ナ㍉一　アンナ　タ
　　　渦he　　西ゼ3オ）・∫　　いげfa・・　　あの1　　　髭の　　　ipT　j　g　　　　あえrs　　イ季
　　　　　　　　マ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　 ド　　　コ　　　　　　ド　　　　　　つ　・へ’イカフナラエー　　ソ’ノヤー　つンドー　プニニ　カナ．げで」ワチ憲
　　　不考　　ア」∫　　ね之　　　イ1恥あ　　孝るQ一　　　忽’・　　塗’ズ号．　マい〉
　　　　　ノ　　つ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　 つ　　　　　　　　　ビ　コ　　　　ロつ
　へ一．∋一ナ　タィカフダ’ゾ　アワヤー　マー　フン髭　工．一　タ・イカ
　　　よ5存　　づ季・揚ガ㍗　　　み弱よ　　　3あ　　4・萎1こ　虚・1　蜂事智
　～フダー
　　　煮いよ
　　じ　コ　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　つ
CN　イー　タイカフタ”ナ．．．一・
　　’5u　・1　∫4腸r・“ア橘
　　ド　　　つ　　　　　　　　　つ　　　　　　　　つA　ヨーフラ　キ9プ）イま一
　ζ病戸定が～）農く（T3，　1）泉左・りb・し3
　　ビ　 コ　　　　　ザ　 つ　　　　　　　　　 ハ　　　　　 ド　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザB　アー　ヨフア　ーキタ　ノ。㌧て　サヰヤー　 ヤ｝マ’しF　〈卜∂一ニカa
　　btS　　哀（z　蒙rし、　て’『＞t　　l函・；　　　止矛3と　　調レゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　一349一
Cs
C
?
イータ“アしデ
aいa）　rc・　　画il・　・■　”
　　　ド　　　コア／　／マント
P）v）　　様3プ∂・・ご
　　　ド　　　コ　　ド　コ
アー　／マント
誤．1　！鎌313し・と
　　　　ρ　　　「アノー・
翻伽・）帥鶴マ
β　 芋、プデ馳・
　　　覧・ハゴ「
　　　　ヒ　　リC　チ、。1、モ
　　　うしも
β不ンター
　　津岩13
　　　　　ぐ　　へ　～一　．オジ
C
）?
C
　　　　　　　　　　　じ　　　　サ㌔一　ヤマしト　チヲーニガ
　　　　　c所’よ　　　　一tS　」5と　　　　調多うしつ
　　　　　　　　　　　　コ　　　　千の一シフが　イ・一ダ」ネ
　　　　　影ヨJt・「　　　左い4τ、・幕
　　　　千Oz一一iフ5e　イー9「
　　　　　三一）かい　　　農L・　u｝　c・　”
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ツ　　　コイヤ9”．7ア　千・。1一モ　・抵シフ≠イっア
　　　　　　　・シしし　　　　紋亡く　7’∂・t17　R
ヤ）（’9プ）
十らめムか
　コ　／《ノ
　碑《・→
　　　じ　つソし外ヤゴ
　Yl右tL　”て4ム
　 　　＿．マデ㌦ワ
　　　あ奇すぐまで’鼠
　ザ　　　　つハチジ宏一マア’つ
　　ハ≠　　 アゼ’ま
ド　　　つ
　　　　　　　　　、」イ千’レゾ アしデ
　tr　fJ’t　v’
　じ　　　　　　　　つ
ソレー
／う
コ
イーヌ㌦一／
窪いん疏”な防
　　　ジユーンナ
み5　＞h’”’rA
　　リ　　　　コ　　ド　コ
fT，シカプイ：∋ワテユー
甲乙〈lf－hauむてまブ
　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　Rタ　ハチジL－2“〉イマア亀
　　　　又　　　 ハブ　　　ぐい∫いin’
　ドサキマデ
指口
　ド　　　コ　　ド　　　　コ　　ド　つ
イ千ヤーシンワネー
　＃ぎやしフ・一」し・∫
　け　　　　　　　　
ヤ×ワヤ＿
　　　　　 渦幽で6透手）一bめtF　ia－1
　 　　　　さ　　　　　　ド　コ　　　　　つ　　　　ハイしラカネー　ノ、ナ又コ1一が
■｝虞’こ‘チつeLP一一Y；’）λ5劃ろ〉か・怒　ま量デこrn’一’
つ　　　　　　ド　　　　　　　　コ　　　　　ド　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　　　　ヤン 才バすン＝J7・一　う夕一　ウ9．テ
1　tx　　　7～1∫冠ん’こ’1～F　　　　盛，2　P一　　夢た．つx
モうつ一人モリラ
要あl　t　ゑ。／
　ぐ
うター
歌声
　ギつ　ド　つ
イヰ’しア
傷fgT♂
うタっテ
＄？，　1
一350一
　　　ド　　　コ　　　　　　　っ　　　　　ド　つ
C　rうヌーカネ、　マス’t　コマ’レ
　　超渥を凶・lla　イ塗琶3・　　　㊥議
　　　ド　　　　　　　　コ
γ　ウタカσ　ウマイ‘チューーア
　　チ々・ウー・　　メまいっRしつが∫
　　　ド　　　　つ　　 グ　コ　　　　　　　 ぐ　 つ　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　コC　　ウタウ　　マスー　／＼ith　e　ノ魑職メタ響亀デ＿t　　コFシ　ノ夫“ンニ　　ウタゥテ
　　　蜀ごとi3　ffす・・　il　h’・（娠麦ゐ9乙勤ん・・ね　珍・4　盒’．　三払て
　　つ　　　　　　　　　　コ　　　　ド　　　へ　　“ノウツ下下一　つン午一∋
　　　、み炎　　げ必とギ　　瘡ψ㌔為よ一
　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ沼　コンヰー舅　シ・一潟一／イ。パェーモる㌔一　ウタイ
　　　痘㍍》・っ～・LJ　　　　し♂♪S》5の　　　　一三t　　　　・参画」’ノi3’・　　贈；ごtr6・・
　　　　コ　～：Z’し6
　　■”を3！方、
　　　　ド　　　　　コ　　　　　　リ　　　　　　　　ド　　　　　　　 コ　　　　　　ヂ　　　　　　　コ（こ　シδ一千》一ナン　／ぐヤー　ヨヶ一　ダ㌧／ダ覧ヨ　、うヌー　又キタ“
　　　の馬引・．・欽・確　　よゲ・、翻盾　瓢　 セ井・一
　　　　ユ　　　　　　　　　　 コ　　　　　　 ド　コ　　　 コ　　　　　　　　　　　　　ド　コヨ　　　　コ　　　　　　
?
一がネーワシャー　ヌキデひ　アノ～ヨ・しネーネドコエア
　　ガ・睡　　　一EQi｝　、　　婦笹マ嚇’払　　Bo）　　筏ね　　　寝室へ　　あ
t－t
^ゴ「ノ’マ／ネ■1一デンX一テー「デ弓・残ナ「イア7一
　　のう　　今⑦ね　　　　イ・丁と・弓か　　 ×ゾ　　テープし捗斧い　　　　あの
　　　ド　つ　　　　　　　　コ　　　　ド　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　ド　コ　　　　　　ザ
　　プレヤーオヨー　モワテs－」ドイテ　・プマ／　シ〉シキノ　ウダウォ
　　　ルヤー初・　　焦1亀ど”1　　・今⑦　　荊弍卜。　　激茅
　　　「　　　　 1”「　　　　　　「　　　　，r，　　　　　、　　　r　・1　　　　ゼ　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マー　ネムタスヰ。ア　マー一ネー カケチャ～ヨー　　　　　　 皐づタフナ臨ノレ
　　4a　　A・lr■1＊ね　　　賦兀くT．Sろ（｝マ・）言あa輔・）眠んフぎ復　　抽
　　　　　　ザ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　 ド　コ　　　　　 コ　　　　　　　　　つ　　ソしモ　サンマイプライ　 ヤノレ人　タノ“　ノネ．一一．，xチャウヨ
　　　毬t　・緑く・si　tl　　一…3・　T．　Tu・・6総）犠諺，，鼠
　　ダ　 つ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　ド　つ　　　　　　
?
Y・一つウ9一措ナガラ＊ソゼ　払　ウy一キキ勅う
　　bu、l　k　　薮を　　剛ぜ崩づ　犠曝・1コー　　イよ　　易を　3”3嚇『～
　　　　　　　　　　　　　　　一351一
　　　　　r　　　r　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　i一　　　　　　■　　　r　「　　ネilヤー　ソンナ　ゴシs一ラフー・yチx一力　す二Eチガエーワ宗一
　　霧4・鳳一・　　弘ブふ　　後童聚っユvづ6・　　　　細5パ’長一ね
　　　「　　　　　　　1　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　’1　「（）　キモチ；が　イnv’tノ　ナン＝で　ホカ／つk　カンが＝、ンラ
　　　弛5が　　哀い．t・・　　ブ弔zt　　j　i・b・のJt　　考之rG…n・Cdi＞
　　ド　ハ　　　 ハ　　　　ヘ　　　　　　ダ　　　　　コ　　　　　　じB　ソーソーソー　　ソしヂイー．ダイネ
　　　勾《IVtl　　　　そ4べrρ荏・iん距」
　　　ド　　　ド　コ　　　　　　　　　コ（　ソしシわ　カンが：Lンヂ
　　　劉．しあ・　　考く仙・のか
　　1”’　「　　 「　　　n　　　　　r　　　　　　「　　　　　rβ　　ソーンrソー　 ソレア” @イー9イネ
　　　　　　　　．．ウ
　　　’it｝yt　l　　　　　　判・㍗　　良・tよ
e∴㌧ワイしつイネ「・／双心1ン跡デ蘇∵ガアフ
　　　白今t3　　　61kuよ　　　　イ＞7δて　　　〆｝二卜　　朝’iu　　βろ”’砺ぐ
　　　　　　　「　　’等　　　　　　 「　 r　　1、　　　　　「　　　　ド．、　r　「　　　　　　　　r　　「　　ハイ　ナンジ∋　　ゴジン、ン＝ヤー　 ／カ。アフネ　　イマ／k9　チ∂
　　・⇔　　t’・b・く　　fa・詳，・・9　　ED・h‘「b（ね　　冷の所　　ナあ
　い、ト　まムフナっノネ
　　　ヒ　　　6氏〈rJ　7疏・1　i
　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ハ　　　　　ド　ハ　　　　　　へγ　ソしデ’グしノ　ウタが　ス千夕いン　イマワ　イマ／レみワ
　　　劉・2一・　　調の　　．Yk　h－7　　支ふ寄rS・）i）　ノsx　i　9．　／今の天ra
　　　　　　　　　　　「’　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　「　　　　「　幽、（　エワへ、，］ヘ　ジLンニ　カっテ千ア　ブし・しiンダイネー　アノ
　　　え、へA　　　’痴・　　買♂飯　　　ぐ械q・“楓　　　　Uh　”A
　　　ヂ　つ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　パ　　　つ
　　一＝シカワミ・ネつ／　ウ9一　　イマー　　イー一人そ・．ラ　ニキフダ“ン
　　　あ唄ψ勧　 の． @亨之き　　・今ほ　　窟・・ヒ皐μ　　猷曙訊’プと・
　　　ド　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ド　つ　　ソンプニ　ア／　ウマカー一．　ウタヤヘンニ
　　　窮・T・〉・，・z　　あの　　づま（IPt　　猿い’」しア）いよ
　　　　ロ　　　　　　　　　ヨら　　ソワや　一　　ソー）ブイ
　　　￥・tVla　　　　て1ぐ層よ
一352一
　　　ドγソリ．ヒ
　　　イリやあ
　　　　ド　　　コ（　卜・，アモ
　　　どつ／｛
　　　ド　　　コ　～イチや～
　　　、覧て
　　　ハそっテ
　　　と3，父
月「
?
Y
C
6
（
　コ　　　　　コ　　　ヘソータソーフ“
　凌〉吃『％う義内
　ド　　　　っキフダヶヲ
皆ぐ筑巨しげ鐙よ
、Lヨー
ド　コ
テしじ／
　テしビの
　ド　　　コ
オ仁1レニ
　あ㌫。
アη9一
　ム挿
　　ノこナ．ヨー
　εβエ
アリ∂＿．
　、恥ハを
9tt、rな
　　　　　ヂアノー．
　あの
　　　　　コアノiノーう・“9イフー
　詣杁達一　Je・　t．　・・　t」
ウタヤシン＝　 ゾリャ
旧い’9　しノJtl。裏　　　乞θ切
　「　　　　’■r　、ウタ・・ト三一　ア／
霰、マあ細豆”　　あの
　ザ　　　　　　　　　　　　ユ
干クダケノコんデ冒
　ぎ（・f、’”t’1の　こ℃で・
　　　ド　　　　　コ　ド　マ　　オモシし一ナー
　　　2tしろuT9
　　ヒコ　　　　　　　　　　　り　　ヂ
ワケ＝　イ：ηンケ1ごネ
わtt　’・　　働’rJいノブr魯
　じ　　コ　　　　　　　　ド　コ　⊃ヨーバ’イこネー　・／レー　ツ
　尚名・ね佛人と’葎）　粒に「
　　　　　「　「　　　　　　　　　、　ρ　、　ウタウワネオ亡シρイプー
　　歌；よ　　　⑳勧げ緬
?????「???
　’気
??
　　　　　ド　　　　　　　　コ　　　ザ　コア／　工翼エイチケーノネ
あの　　　　w　tSK　のね
　　　つやし／一
t・3v｝き
　に　　　つミマヰヨ
廻続1アマ・・ろぐゲず♂
第邦iフダケ
為ハ　　3（々ヴズ’
ド　　　　　ヨ
／み”ジ『マァオ
・ど・ｬ授融♪ぎ
マ　ド　ミ
ミド’レ・
ぞて・ge　“rto，7
　　ド　　　　　　ヒコ　　　　　　　　　　ド　　　 ハ　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　コ
　ダ／：ンぐヨ　イ、．シユーカンま一　マス・’示ンム　ニチ
　認み汝・・‘v・x　遡砂ね　　　9“　4￥，　　t・
　r　　　『「　　　　　　　t一・n　　r・1　　　　　　　H　　　　　「タ／♪ミ　　ワシャー　 ハイ　シ0－」一／ダジ’マンL≠一・
・緊u　　Pt’・　　モ＞　　cろ〉どのど創・隻tr・・i＝L
コ　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　じ　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　ハ　　つ
カゾ’？うヌがッセンヨ　アソヨー　ミナンジコ9一ナイ∋一
・菜蕨妥・惑職　　　ム帰　　 残ちた・・呼悩繍
一353一
　　マイ痘＿
　　あ週
　　　　　　　　ダ　ヒり　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　コ
Y／　アーユー　シnvウk／家一　ウタワテ　ナガ＝ヤー　／T．・べしサント
　　　あ｝い1　　　こうゴきのitA　　　　r927エ　　　　海ゐ’1こla　　　　f＞tJ　一’～あtr’〈．］
　　　　　だ　コ　　　　　　　ド　コ　へ，カ　、オジーサン：がネー
　　秀’　　　εちし「いつ・，し，～・・躍、
　　　ヒ　つ
e　ゾーヨ
　　　そln一’4’　X
　　　　じ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　ド　　　　　　　　ハγイ。シゴ＿ケノ／一ア。ア　ゆタウナ＿わμ　鉢レκ
　　　一生懸命　　’・　　アらt　　歌191a　　苧5’・　　み？1’2t一…
cオ諱?でボ襟溜∵一∴∫ズ（㍗。／土話つ
　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　へ　　　　　つβ　　ハチt・”L一ニダ」力　凱　　ナ’レと：みか・　　φ夕．っテ
　　　ハすニ　　カ・に　　　　　　rj　5メ、か，　　教71
　　　ド　ハ　　　　　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リ　　ド　コ
　　ワ，カイ　　フー7L7　ウタ｛7クゾL
　　　％・・　’疹幻簿じし　艇。攻を
　　　ド　　　　　　　　　 　コ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　 ド　 ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　ヘ　　ハチ∴∫タ㍉万御イ弧タナ｝捌貯がワ加朽．
　　　　八t＝　！乞・・　　　　蓼い孟　ア拓　　　　　　タぐフ3　h・・　　　考7ヂーて
　　　コ　　　　
?
　　マー　ウタつ
　　ヲあ　　　チぞフ　一・・
　　　　　　　　ド　　　　　　　　　ヨ　　　コ　　　　　　　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　ヨC　イ・・”5イ ウタウzソーナk｛一　vテモ　 孟・㌧で ウタワ2．ン■一
　　　一ノkf　　　　S7（えで）4∵で、（Os　7氏t，　　　　　ビノ｛　　憂ぐrS・・ね、
　　　ド　　　　　　　 　ヤ　　ダ　コ　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　ゴ　　　 ハ　　う9ワテ満一うチソンナ1－tS　一オ｝一タ写ラ　ウタヤ
　　　換，2ノバ　 傷吻）家6－I」）XtKr♂　rt　f・・　　音　tZ　L・　　憂・・は
　　　　　　ド　ハ　　　　ド　ココ　　　　　　コリ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　 ぐ　ヘノーセ〉シ家一．　ナニてカモ　マソ　ゥタ、。テ　ォ’ノヤ＿　 ソ’ノヤ＿
　　　幡いいi．L　　ア」遅・，磁　　■　　痴て　　い4・ぼ剛　　イt7・1エ
　　　　　　　　　　　　　　　　一354一　　　　　　　　、
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　コ　　イフう／〉　ウタx・しア）a家一
　　　・、〈～か　　　7P〈5ノ渉ビれ
　「、　　　’‘　　　　．、　　■　　　　　　　　　fin　　　「　　　　．「ゾマーり9　i’エーやy”ホ・ノー小一ウクモx一モ・．フ・
　　7あ　デ対　 ’i一む・か　　チ診尾ね。　及づ　’iV　L・ピ殖一
　　ヂつ　　　コ　　　っ　　　ド　つ
β　ソーソーソー一・　ソー
　　　怜〉り
　　　　　　　（t9♪　　　ド　　　　　　り　ドコ　　　　　　　ヂ　　　　　　コ　　　　　　ド　　　　ヨ　び　　　コ　ヨC　ら9が　イ’ニ　ワニ々　ダイズキ　ワシ　ソィデ’アノナー
　　嚢か　　掛τ賦　孝璽　　天卿　　 拠　　そ・ト。・・　銅れ
　　　ド　　　　　　　　　　コ　　　ド　　　　　コ　　　　ダっ　　　ヂ　　　　　　　つ　　オし：が　シン．ア“モー　ナイテ　フしンアヨ　コドモ7t）．　フ・レk　’」一
　　　feb‘’　15ek・・“t　　凄・・　〈・汽ユT」よ　　　3瑛が・　　2D・　　71］
　　　　　　ド　　　　　　つ　　　　　ダ　　つ　　　ド　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ユー　ナイテ　？しンナヨ　ナつノー　タ“イ誌うイワダ亀シ　オしつぐ
　　お　　　国唄　　く韓r■t　　藻くe　t“　　人礁“だ㌦　　　　　働・・
　　　　　　コ　　　ドコ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　　シンジ5　　ウ9一・　ウタゥア　　？’1つ一ツチーu一一．ト　　ソイジ’ヤー
　　　救屑　　裂》　　．敦，τ　　〈慰　・㍗ノて　　　脳でほ
　　　ド　　　　　　　　　　　ザハ　　　　　　　　コ　　　コ　　　　　　ド　　　　　　コ　　・う9一・　ウ9っテーネー一　千エーカ“ネ　ミチつ／　ウ9っテフil　Y
　　　褥　　熟マ（病よ）ね　い・械　　ミ弓・C一の、翫。蘇
　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　ガ　　　コ　　　　　　　　　　ミ　～．一ッチ↓一．・　ワシや一　 ソ／茄一〉　φレシー
　　　，マ・～　　躰ほ　ひ　　で妨バ　　蓮い・
　　ド　　り　　コ　　　　ア　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　ドB　マー家一　ハ9i‘」．一カラン　プヴャー一一一t　イー．ソいイ
　　fq・」”　　　ハt6・～i”一　　　アE・4一…U・”　　・lvゼ・
　　　　　　　　「　、　　r　　　　‘／9ハ　　　　　「　・．　、ぐ　「）シや一　ナフノー　ダイ汗うイッデナー、，テ　シニジう　マー
　　　＃Lt　12　　　彪（リガ　　穴嫁い　lt・・f・～r」，1　　　ぶ（くも　　漏
　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　 ハ　　　ハ　　　　　　　　　　 コ　　うター　　　P）ジ．．一）テ　フ　ワー・　…　　1レ．　9」イ、，只キグア∴ソア　　ユーガネ
　　享妊　　　㍗訴くむ　　　　優　　 天磁｛”別．エ　　　巧オ
　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　コ
　　、ノ／広一プブ　ィーヨー　 ナイ9リブ〉カ　イヤg”：9　ワレ　ソイテ”
　　　￥の労ガー　　ね・・よ　　　，’　2・1－tしりT」・1・・6・　v－tb　’rt　“S．　＊・・　ぞ4・n’・
　　　　　　　　　　　　　　　　一355一
　　ド　ヨ　　　　　じ　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　　ハ　　　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　　　コ
　　ネー．らY．で　ソ…夕“　＝j　ソノト．リ　アノ　ユfア・一、i’ナー一．
　　、島　斜・こ∂でイ〉・…　　を噸・・儀…　砂　才・砲協
　　ダ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　ア　　　　　に　コ　リ　　　に　コ　　　　　　　ド　　トつ　　イヤブつ　ト　　ユー　／ン　　キう　イ　ヌ“ア“マ～　　　エ・一　　イラバ㌧／　　ワシャ
　　　い何」こて？，　S5のガ　　蔀い・、・溺豚　　　バ　　　一fe　　ネい．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「　　　　　　、　　　　「一　「「　　　「　’へ一一　　＼／サ3一　　ヰ＝ライ9’㌧イ　　エー　　イェーコ。一．一．　　ヤ・しノン　　プラーノベ
　　　　　　忌を　　　鮒い蛛　　 え、　　　ρ）　　　　．一“・　3　・・　b・・　　一番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　ヨ　コ　　　　　　ヂ　　コ　　　　　　　　　ハ　　　ド　～ン　又キジデ’　＼ノーイリチャー承・一・　イラバン　　ソしが　　イー．デネ
　　　　　一幽《・別　　町制ψ息　　　　　一番　　でチ・が一　良いろ・∫ね
　　　1”　　　「　　’「　「n「　　　ヂ　　’n　　rr　　r　　　　　　　　r　　　、　　　　　　　　　　　へい　 へ　　　　　　　　　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 もハb9＝モ　7’・ア・／　一一・つシゼ　ワタシ・　ワタでキウタワ㌔
　　　勲・、も　　ムユ溺，b　　　2ム・・“　　”馳1よ　　萎父．ea　f　　評々わ㌦
　　　　　　コ　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　リ　　　　ザ　　　　　　　　　　ヨ　氏一　浮ラン　ワシが　シ〉ゾ’ヲ　ウタデ　やし一ウ・チューつ人　ユー
　　　　　蕩ぬ　　糾が「　況く孤・∫　　易で．　　剃κ”。いづごで　　お
　　「「　r　　　r｝　　　　　　　　　　r　　　　　　、　　　　　　　　　　　r、　ヘデk一　ネー．　ソィア’『　うヌ＝　Zヰナシ9一　ウ9がイーダLネ
　　ろ・∫ね　　ね　　　w・　Z　”’　歌1・伽π）｛9・9・」々ユ　　掬がit一んrt’』よ．
　　　　リ　　　　　　　コ　　　　　　ド
ぐ　ウヲガ　イーダイスー
　　　　　　　　し　勲か 　6・sl・　tL”“’．　h
　　ヂリ　　　　　　　ダ　　　つ　　　　　　　ドつ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　つ?　　ナニシのハヲジ宏一一カラ又キ。リヤー一．ウヲー．うダ・フテてナ
　　　プ」…ろ　　ハ≠z｝・5　　　　；yNズ　　　tlk　P　　叛，パ　　　・a一
　　　　　　　　　　　にコ　　　　　　　　　ダゆ　ヘ　　　　　　　　　ド　ハ　　　　　　　　　　　ヂ　ヘンデモ　ソーt　うラノi．．2一　　プンドモ　　Pt．モワン〕ヂイ　　ホン・i一／
　　　／Xτ「・t　〈沈・が　審の景iE；・　　イ療℃　　恩4．・・アeいf　　　万路L・
　　　コ　　⊃1・一　・一　・・？f
　　　」．itv言，2ピ宗必就々・・肖・π縁蜘・塾…一・透，）
　　　ド　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ダ　　　コぐ　ホン．Lニ　ソワや～　オでつンヌ’』・っア
　　　　祁’・　1昼・奮　　　恩・h　TSいで
ら一誇一アノ膚ら「助う袖や匙ゾ・砺ヨ
　　　　　　　　　　あ角　　ハ175’S　r・　ア昌・ぼ”　　脇　　イ幅ゾ　　今
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一356一
　　　　　　　r　「　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　 ’一 @　　　「　　　r　r　「　　　t一　「　、ア㌧＝　　ゲ4タヌ’「才．ヤー　　ワリャー　で一一ケもンタ’tがネt．．．　マー
　　．》…　　　㌢ゴ．穴《．・t・rla　　　’を1・ほ　　　傷〃t　・）t，・・6一・b　　　　翅
　　　に　　　　　ヨ　　　　　　　　　　コ　　　　ド　　　 ヨ　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　　　ハ
　　／、チi“x一一一・／サめT　ヰ9一／　イがフジぴヤーt　）サニャー　モ
　　　　ハすJ）　　　　て久手　　 ／iX・　IJ　J）　　感苧フ・．ix　　　　葱．一〈t－4a・」a”　　毛
　　　　　つ　　　　　　　コ　　だ　つ　　　　　　　　　　　　　　コ　　ド　ム．．，〒索…　侭て～プー　ワご／　才で一ニャー一
　　っ義し17’Jしl　　t忍5TJ　　　ネqの　　だ）・ゴ1・1ユ
　　ダ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ド　　　　　　　コ　　　　ダ　　　　　　　　ド　ハ　　ダ ?
C　オラ／　才ッ≠一　 才ハ㌧．つ　ハチi“’2．一．　ノ、ブ；r㌧一＝ダマ．ヵ　♪
　　掩の　　　入きい　　　フづぽta　　　　ハナ　　　　　ハプr　か惹　　　．を・
　　　　　び　 ハ　　　　　　　　　　ドコ　 コ　　　　　　　　　　 ア　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　 ?　へ・Lン　プフプワノカご7i－t山　’t？’；タ“コー　一や’レデ’て　ナンア“℃．　ウタ
　　春τ」・・　もね（ア」7式as・’　4　）　　　　瑛ノ湛Efb　　　や3・1でも　　デ・アヅt　　　夜
　　　　　つ　　　ド　　　　　　　コ　　　　ダ　　　　　　コ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヨ　ヘハ’∵〆カワ　ヂ9一♪ブヂ　∠kカ3ヤーT一・　イt／　イウエテ
　　f9’7＞ツr契｝）調匪β．it　・i　k）でね　i9　lg似　　　　る・）　　．」＝一フ・
　　っ♪ダプ”＝・
　　2疹人下人で『ヲよ
　　r一　「　　 、　　　、　　　“｝　　　r「　　 「　　一
β　〉一〉一一、ノー、／一．　’ノーソー一’ノ…
　　　質渚～
　　　1㍉　　　　　　　tth　r　　　　r　1　　　　「　　　　「　　 ’T一　　　　　　　　　「
ぐ　　イこ　／ウウz　プ用田ー　　イみ“＝　　コンブ　　フ、ミイ3　シ　ア、一・）テヨ　　’ノ
　　　ろv）i．i．，γ噛4み　　　　癖・・　、・桶　　 2偏n・’　　あ。マご　　7〈
　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　コ　 ダ　つ　　　　しさ・～イアアノー一　、／し一　アコー　 ガラア∋　ソプア”　フ）ヌいタ’「叢　っ“
　　’F　’z’幽　あの　　イ駅へ　　反け㌘　 別アマ1　　＞（1む　・i・・　　3う坂な！、i　一v　、f　コ』
　　　　　ヂ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　ハ　　　ダハヘサゴサゴサフ・タ“エヤ・・ア　コ…ヤ・，ラア》ブネフi・　1・
　　寸P’st　　　　　＄vf；く左’t　　ご1｝、　a　　　　：；6，1　　　足フ㍉極　　多砦Uて
　　ド　コ　　　　　 つ　　　　　　　　ヂ　ヘ　　　　　　　　　　　　 ダ　　　　　コ　　　　ド　コ　　　　　　に
　　9ダ’　哺才〈tし．タ“　テア“　アノ　モマン．ノ∴，テ才一　∠1カシャ…一　・ノ
　　O婆に　携s9→r・”　＄■1　あの　．14．　9　tS〈■｛ね　　　誘厚　　　lt
　　　　コ　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ア　ヘノ〉プ　アノ…　で〉ど〉で／　；ち，一ダそン　アノ　ブ）ダモ）ダ㌧プ
　　衣’T、｝　　あ・、　　　不∫PP争b　　　万し辱のプゼーtの　　あの　　∫犀で，【乃・∫
　　　　　　　　　　　　　　　　一357一
　　ヂ　コ　　　　ド　つ　　　　　　ガ　ヨ　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　コ
　　」…　　コ∴升ゴ’eっ“’1・　　rlンア’L　・ノゲア”ハイ　　・チ　～　／・　　モr、さ　ラ’ラフクイ
　　胴　　　　 っ”イク’Lサ　　　　」・ぢ1・丁・　　　yt　41マ』’｛＞　　　t■し　　　　7乳みつげ’■
　　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　 ド　　　　　　つ　・テ　ソーヤ・三三拶ダガソーヤ’・＝モウタ　ア／わ、㌧
　　　　　yt　lb。■　　　アし瓦u｝・T・“バ．　　yt　）杓3ttt　　　勇尺！　　あ①　　あ1ヂあ1
　　　　　　　ド　　　 つ　　　　　　　ヂ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノに @コ　　　　ド　　　　　リ　～・rtナンつ　乙｛千へ／テ’電 @4　seつミ・キ7＞イ＝　ノ、ジ㌧／’レみ．8　才一一牛一一
　　伽　　／の　㍊磯・徳。。・イ魂）虞凋日・　ズ・・
　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　ヂ　 ?　　1オ1＼　ダ覧プテ　 ソ／　r戸P－iづ’　コノーノ＼・、テ　マ？“ @ウノ　 ヌ’㌧ぐ
　　書　　2，しa（／1τ9，ttll）や　vg　）っ・・ltバ　・ど落凱㍉1　　34・　歌手　tk．　9
　　　コ　　　　　　ド　　　　　て　　　　ダ　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　コ　　　　　　　　　　　ザ　　り
　匹ワイネ　 、ホニ1・　オif♪1つカワツカe　ソィiX「　プカeイオe一　ごタニ
　　　よ　　　　孝ちt・　　　7s　tしろみ：フ’t，　as・’d　　　71ムt一・　　差ぜ歪？c匹よ
　　　じ　　　　コ　　　　　　　　ド　　　　　　ブ　　、ノ／オハ“一σつ　ソ／オバL・サンつ
　　　｛のあ馨．’x　　　　 7｝のあtl『．てrんt■．
　　　ダ　り　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　コ
ハ　アしノ　オミノ・サ、。乳一一ハチジと一ハチノ才・ベーガナンダ¶
　　　琳の　み沐蘇，マづ　　　　，胃八の　　　ア謬ザ　　郷か
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド　ヨ　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　つ　Aチっ一tワネ　オズー一　オ’ンウタ　イマデモ　ウノウ9・）一つネ
　　　t！｛1宏・誌　　　　あ覇　　　 ：盆．ρ鍵　　　・／）xゴ｛　　　脅〉　ざi瓦・よ
　　ド　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　　メ！つ　ソρ＿．功＿　）／一ンジ
　　Bt’｝　　馬お　　　　　礎iTa、1℃いマ
　　　　　r＿c．　ウタウり
　　　孜♪五一ろ｝
　　　　　　　r　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　「　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　；ヨー†　ヤカマシズ千。・ソ‘チョー不・ソA　ア／ ユツチマー ワルイが
　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　へ　　あ・））　　　3／し’よ　　　　　寒いカ㌧”　　　　夜　　　 paカ’3しダゴ」　γメあね
　　　　　　　　　n　　　　　r　　　　　　　　　　　つ　「　　　　r　　　　　 r　「　．～アーネ　㊦ンナン　イゴィテ　フ・し＝　ミンナが　 イ＝）oイテ＝1テ
　　？　　　・ノ・く・…一イ癖に　（危・）ぐる欲　取プ・バ　イ恥・・惣
　　ド　　　　　　 コ　　　　　　 　　　　　　げ　　コ　　　　 ド　 ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　ネーラー，ドモーごネー　ホ“ンウヌウォ　　ヨーガ髄　ウタウゥテ　ソー
　　　・泓ろメ・魯・，・ね　　食・肝　　　 衣　　岬メパ　　わ
　　　　　　　　　　　　　　　　一358一
　　　　　　　　　　　　　　　伽）　　　　　　ド　　　 つ　　　　　　 ど　つ　　　　　マ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　ヂ　 つ　　　　ド　 ?　　ユー　に∋リワヨセトエウ・ン、．アーネー汰㌧ウダー
　　　t・1　　絆ク・・　　よくと’9　望・atI，マれ　　　盆ノぞpu
　　ウタウ
　　・奨5
　　　　　ヨ　　　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　ドS　ヤ・ハ。　’／ナがイ㌔一t・Vフし一プラ　ソーダプ
　　　．．・．i」”v　　B．　z？で　　　93〈“∫いrS　・’　Vuか（そ鞍』いいのの・a
　　　　　　　r　「　　　　　　　　　　　　　r　l　r　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　r「A　：∋一†　ハしカ　ウタッツプー　ヒトツヤ　つタップ’ラ　イー7h“≠一
　　　夜　　　 長く　　　pij。れア3　　。　　一つ晒　　　ごっ　rJ∫　　　左・・グね
　　　　　ド　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　　マタ　ハルカ　ウタッァ　シラーがネー、。テ　カツオサ幽ン　ヤ・しヨ
　　　救　　 長く　　ρ危z　　　　函3，1　　　　　　　砺瑠ごん．が（ぎ，～t’2）（吻の
　　　コ　　　　　　　　　ヨ　　　　コ　　　ド　　　コ　　　　　　ゴ　　　　　　コ　　　　コ　、””プ、ソア　⊃：＝）工　十テ　アーユー．／　才モ．シ〔⊃エ～ラ7うッテ　ユ．
　　秘描顎佛癒）・・へ熟　　あ・あ・　励。妨〉・・．、　　言
　　　　　ドり　　　ドコ　　　　コ　　　　ハ　　　にコ　　　　　っ　　　やコ　　　　　つ　　　ドコ　～一ダリ　　フニ　ナラ　ノ　コ　距ノ）。　　フフ・レラ　人い　　プ幽ン　ニモ　　　フニ　ナラ　ンタいワイヤ
　　うのぺ。　顧・傷ぬ・切・　　あ椛句よ　イザ，民　　 叡粥んのさ
　　　　　　に　 コ　　　　　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　 コヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ド　 　コぐアノスキ残一ナづ。ソ。テナーア／才・ぐ㌧ケンワゐイ
　　　麺　　 幻ぎで’チ　　　　　　　　　　あの　　あほ協マ紀　　落・・
　　　　ド　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　　　　　　　 ビ　 へ　　　　　　　　じ　 コ　　　　　　　　　　　　つ
　ヘドキよヤー　 ウタワ　　　　　　　プカッツワ、．チみ一ワイネ
　　・葺’り叡　　　．歌鳳　　　　　　禍賊いヴよ一
　　カツブかンオカシ
　　　卿ぎ弧β一τ朽）
　　　　　「　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　」「A
　 　　　　　　　　「、「　r
　　　　　　　　　 郁城．へね
　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　 　　　　　ズキ斗一
　　　　　　 　　　せ告吉つ．ツ訊
　　　　　　　　　　　　　に　コ　　　　　　　　　　プτンダ“イ
　　　　　　　　ノうがα∂℃ん筑』馳よ
　ダ 　 ダ 　 　 ズオカシプ加ンb9　・1’しカ
　あがし7♂こU4’2　盆e｛ぞを　　長く
　　　　　ダ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　に　ヒマ
ソ’ノマー　 『マー　 シ∂＿ネープ國一
　くlz．P　　　ワあ　　（朽バア2一拓．・
　　　　つ　　ぐ　た　　　　　　　　　　　　ビ　つショーネーナーフQラプタh　ウラ
”（よヲガβい”と㌧最’聾”砺σ，　俺
　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　コウタ・プア　シ・ンナイ二一ガエ
岬。π　　　（　D・Aガr∂　“とづカ・・ね
　　　　　　　　　　　　　ヂ　ゥク　才しユ・ノが示ン片
　　　　俺　　才孟ガ　　デ務’・
　　　　ダ　つ　　　　　ド　コ　　　　　　　　っ　エータ”がイ　　カツコサガ　　マノ《’冒
　お焔よ　　ノ～肋鎚ガ「　鍾
一359一
　　　　ド　　　　　　　づ　　’i，　，，テ｛　ハ・ゆ　うター
　　　　ヒ，賞　　歓　　・憂き
　　　ド　　　ロつ　　　　　　　ヂ　　　　　　じ　　　　ド　コ
ゾヨナゐニウタ、フド’・タ速
　　　柑1・　　b・P。■　・・．3　・・　…．腿。
　　　　　つ
　八バLサンルー
　　σ協ごんτ9ほ
　　「　　　　　　　　　　’「　　　　　　　　　　　　　「
ウタ、。テ
魂ワ穴
　に　　　コ
∋ナカで
　夜こ’ヂも
　　　　つシ．・一ネー。テ
（よ7うし一丁曾し梱つつL
　　　　　ド　つ　　　　ヂ　つヒ．ノしマて　 ナイタ「家一　 ）ナ
　食匠ハt　　得い砿ぬ　　A
　コ 　 　 　 　 　　　ザ　つ　　　　　　　　　　だ　ヘ　　　　　　　　ビ　つ鴻フこモナ・の厨彪ブヨヶーウタウノイア／ズが
　　　誓鋭　　γ童謡バ　　ア♂いかメ　許∫∫・、　・鄭代パ。　あの　欝㌍
　　じ　 　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　 コ　　コ　　　　　　　　ザ　 ココ　　　　　　　　　　　コつ　　ズーンジ》一　　ガプシーカ．ハうセ～　　∋ケソ。一　イーデッチュッテ
　　　愈・e・の・一lg　悲いゲ　　ガ夏島　　勧嬬・　左一づ引起。又
　　　　　コ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　 　コ　　　　　 ザ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　 つ　　　　　　　　　　カ
（　　ソイデモ　ソンナカρ　イープカρ家一　マス”　／カ。　ワ・しイ、っテ
　　　そ叔層‘t　そ鱒のが　a・k・v・けビね　3・if－L‘∂バ　ゑ％π侮の
　　　ヘ　　　　ド　コ　つ　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　ヂ　　フニむアネー　　ナンシ∂　コマ’レ訊一タ“・。タ　ネ
　　’τ夙・h　　い叛　　ra？る方鵜嗣a臼紐蝉丁．’tれ妙
　　ザ　つ　　　　　ヨ
昼　ソーダソーヂ
　　ン｛；4－　f5（”
　　　ド　つ　　　　　　つ　　　　　　 ド　　じ　　　　　　　つ　　　　 ビ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　 ダ　　 へ／4　　：コマ’レ人モ、．テ　　クニセ’ノヤー　　ヨケー　　ショーカeナイプイェー
　　　佛ど怠μ　　　筈’司樋“　　よ・｝ノい　　　mpる　h’sね
　　ド　　　　　つ　　　つ　　　つ　　　コ
ら　7一ソー．ソーソーソー
　　　あ1　弱｛｝
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ド　　　　つ　　　　　　　　　　ダ　　　　つハ　チッデモ　’フェブモ　コンナ　チーガ『イ　ウ’し　カシワモチ∂一
　　　豪で託　冬ゴ・　・…　　一ムひ・　ペズ　禰肝
　　　　　つ　　　　ド　　　　　　ヘ　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　ハ　　　　ド　　　ハ　　ズキデ　フユブ£　ナンプ丸　c’サフボィ　ィチャー　カシワ49s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　如ぎべ　冬で｛　イ伽罵　　　，ド鍵へ　　∫？’τぼ覧　加工
＿）・5・．，，アギアフ1～、，　．．　i一ア％デンシドソンナヨげ
　　を　　覧・卸　　く三一　　　篇　ア・’・‘・、　そぐβ・・バ
　　　　　　　　　　　　　　　　　一360一
cY
??
ダ　コ
？二≠ノしフーナラ
芽1乞矯3。ダ》rJ∫
　ダ　つ　コ
・～ヤエ．一
　鳶・鉢
　　コ・～ヂャー
　Rt2
　ヂ　　ル　イェー
　イ3之
　　　フ～一ハチ9
　八説ちて
　ソイ7
　μ・つ・
～カラ　ヰ
　　　6三門イψう衆1
（’ A”デ鵬　ソー
　責”ガ5
　　r　　　「
．～ナ
ワワヤイ
　わりあ・・
ウド／ドジ亀マンデモ
5之u）ビゆ擬．ゴ竜
ド　ヘ
ウン　ソータ案一
♪ん
ド　　　コ
添ンシ㌔
fL　4・　，『一la
　　lA”7P一
ん　 鏑’ノ汐
　　　　　　　　　　　ダ　　　　つ　　　　　一一一一一・・　つエヤアイろ
　　　　ぐ彦、・？）　（i・t）　冬　r2ビ
ビ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　つネ．一9“ニ　イ、つヌラ　カシワモラーD＿
・訓単二へ）5ア，・t，S　鰯浮酋
　　　　　　　　コ　　　　　　　ド　　　　　つ千エーモンーセ’しつテ　ソンナコLカ。
　践，之v3，■　　ζ禍）　乞4　reこvがつ
　ザ　　　　　　ハ　　　　　　ご　　ココ　 ぐ　つネ9ノズ1ヤーネレオヰタゲノヤー
　露τ・’ア胞’試一・　　毎つ　　ぎeき乙lt鞄！a一
　　　　ア　　　　　　　　　　　リ　　　ド
』蟹 純A　　トじヤーマジ凝一ア“　イ・チノぐン／
　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　零らしち♪エ・・　　　　　｝毎め
ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　つオ；”ンウクー　　ウタウ　 ソィデ覧 @ヨーサ闇
盆喫E9・　　　喫ブ　　　そ革2’鮨　夜1ρに
つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ
テー　カツオすノ　ヨシ∂一氏モ
　　　　　　　　　　よ超　　ヒ｛，
も
　ビつ　　　　　　　　　　　 　コ　　　　　　　　　 ド　ハ　 コつ　イマ／　’＼シヨソワ　ナンヂ！ズー
　・今の　　　iit？1り19　　碑か・捻
　り　　　　　　　　　　ぐ　コ　　　　　　　ド　　　　　　　イ「く／　ハ3　ソノ
　　　　　　　／7〈V　ti）　　　ノえ∫7の　　一
r　　　　r　「
　　、「　　．
イノかね
　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　つ
　カミ／ナ．オッソァン　ハヨク又“うカ
　　づsの　塵∫K　　　　　凌5ア荒ツ3ブか
　　　　アソつデ　才ダ＼。ア
　　　　　・弘yt　t　1－聖　　　ll・hrフて
　ド　　　　つ
，7）シワモーチ／　ウフ
漁備の　　　’毛
　　　　だ　カ・っテ　　ソーイ・，
　電。1（t）そノ言フ
ド　ヘ　　　コ　　　　　へ
　　　　　のフこナ・しタケヌ“ダ’イ
夢’こア」3瓦「”ア瓦”よ’
コ　　　　　　　ド
オキ1レ・　ハチジ’2
乏ヒを訣　　ハナ
　　つ　　　ド　　つト1／ウエY““p工
寺長　箆・・舵＞4・よ
ヂコ／いし乃
長く
　r　「ユーエズ’工一
才～ず・・ね
ウジ・。テ
・貝九マ
　ド　　　　　ハ
1＼シ9ソ
　葦樗り
　　　　　　　　ド　リ　　人シ　アノー　 シ，’⊃
　　xx　　　　あの　　　しう
　　　　　　　　コ　　　　　　ぬウクーウタウシ海一プーイ
？7x『を　蜘5■　’7　ti　7」いか4at）
　　　ド　つ　　　　　　　　コ　　　　チンカラカフ3～
　　　　／テ2議）L，、ノ5　よ5
　　　つ　　　　ダ　ダマラン7ゲ　｝ら一承一
アL3～ITr｝L・t7と・・
一361一
　　　　　コ　　アミ．ヨ＿．　’ノ覧＝・サし
　　　足．を　　　．才“t’iit　t　rかしt
　　ド　　　　　　　　　　　　コB　ヒ⊇イト　ミー≠ヤー
　　　t・∫Llて　　　慮■1よ
　　　　「∫Ψ　、～ヴ、ソタ／一
　　　！xて㌔b
　　t臨　　1
ド　コ　　　　　　　　　 　コ　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　ド　ハ
アベア島ア　 三ヲプ｝ペノ’ノブゲー　 マタ　，テ”〒　 ヰタ
　引．‘r．っ■　　愈6幽ノ‘、ガ’　　　・デ7・　あa　才ぐ
　　　 ぼの　　　　　コ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　うコ
C　イ’マー　一マタ承一　 一1＝・ソフプ．ワクヨーノ・・
　　　　　　　　　　　　　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　コ今｝S 　×7．V・C 携ぐf2・／こ・X／t｛’1
　　ダ　　　　　　　　つ　　　　　　　　 つ　　　　　　 ド　　　　　　　 つ　　　　　　　　 　　 @　　　つ　 ダ　コ　　　　　　　　　　　　 ヨ
　　セン1一・ウチr一工一　ネアバリめ乙タ＼。・ソソ“一一　抜ラ　ァし　イマ
?
　　　　芝．ビ2Y4ね　　　　三一K・tX二；ガワXt　一17目　　　　ljl　5　あ4へ　∠♪
　　　バ　　　　　　　つ（　キ、ソ7　ナ・フタズヲ
　　　旧く　　か7～tんでろブ
　　　　　　r　 「　　　rn　（2i／　　　　　　　　rr　　　n　　　n?　　バプ），　　ア1し・キyワ　タ　イ　　⊃一ユー　ト　　ハ9”一　　ノイジ’ヤ　一
　　　ノ痛し’で　 劣くよう（＝！孔7とわ　　こ1いJr　　ルし格　tして依
　　ド　つ　　　　　つ　　ウノづ。℃リタ”
?
　　ウノ（！・g。）が’デii　4”
　　　　コ　　り　　じ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　 ヨ　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　つ
C　　エ’　　モリワラ　　’ノイア“　コ”／、ン＝　　アサハヤフ　　ナ’ンこジョ　　　・うテー
　　　之）　　　　　　 7t・1・　■”@　ゴ．IJ4tt　　l勃げ9　　　きit6・文　　宗：
　　　　　　　　　つ　　　　　　ヨ　　　　　　　　 ドロ　　　コ　　　　　　 　ド　 ド　コ　 コ　　　　　　　　　ゼ　、～／シュー　 フrコス、．アーネ　 ソつうー　　アケーアネーレ　アケyソ
　　・良F　ゑ7い，…　・b　　イ：‘が　＄，kプ3　V・’・t　帥仏・
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　 ド　　　 つ　　　　　　　ザ　　　コ　　　　　　　　　　じ
　　9、フ9ワニンテ　オ：⊃スッシー一　イー’ソマー　孝しンアネ　 ’ソカワテ
　　　園・e・ソ　（r　菱e＝9～言，氏　一ぜ一∠αγあ　寝54・TUりど・1’〉　e（cl・ア’・）陵
　　　　　　つ　　　　　 r「　　　i．“　‘2z7r　　　l－　　　　　　　　　r　n
　～て　ワがノヤうンワネー　ヤセマー一　．．テ　ソイデ　ア／　ソノ結
　　っ1｛　もガソt・，1扮dよ　　　　v〈1し」．x　　イわ1一　あ・）　　やの〃．蔭
　　　r　　　　r　n　　　　　　　　　「　　　「　　　　　　　r　r　　　　　　　　　r　　 r　　　r　r　　ハイ　ゴ’ハニ　ヲ（ぐ・）ダLネ．　タ’＼’1しタ”カぐ　マヌハー・　ウ／づナカぐ
　　・£1　　：・”iJく．を　ノ含へ「ろt”（L’わ　　含ギ3くt一”t・rて’t　ヲt，《」　　ウノti乙くメ・ノh・、
　　　　　　　　　　　　　　　　一362一
　　　　　　　　　　　　　ダヨ　　　　　　　　　コ　　　　　　にのつ　　　ド　　　　　　　つ　　一P　／　じ』一・ンが7｝・才暫クや・j・マタオセ㌧オダィ
　　to　グ為μ一　　　あ・柔串　　・含ペム・　　マ　川銘e・　をへ・
　　　　ド　　　ヨ　　　　　ド　　　　　　　　ハ　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　ひ　つ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ，、9ヤーネー マソ プンダ∵ア∋　フワy一チュ・・フテネ　クη⊃一
　　・．（，チ昼　　　　■　　殉r，・”．け　　　 ぐll・・．～言戸‘i・・’　　　〈tl・L
　　　ハ　・～ター　ユ＿ワン・が　アノー
　　　　　　ナ　Sc　1チ　　ε4』＞f’）ロガ■　あの
　　ρこβ　ヌフ
　　fa・　3
　　　　ド　ヘ　　　　　ド　　　　ヨ　　ド　コ　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　ド　コ　　　　　ド　　つ　　　　　ド　ヨ
ぐ　　ソノネー・　才ワンワナ　　タ“ス・．デ∋　　ア／　マー　　コ〉ノ’臨　ニゴーっ　　』ナ
　　　勤・k　　お演を　rア，ZX　　卿脇　　・3ts　ifx　i　’」一　5・e　・一・・　i，　・7
　　　r「　r　　　r「　r　　、　　　r、　r・「　　「「　　　　　　　　r　ヘンヌ“ゾL　オ1コZメ曾’ゾL　ソンププ＿．　gべtル・よマタ　才ナカー
　　　ポひび御りあ・・ず硫『て・1　■・・…弧　　／a・・’・・i！　　”Sア」・’　3・
　　　　つ　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　ド　　　 ハ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　コつス　j一　　＝〕マ♪し、フテ　　↓一トネー　　ソし一75う　　シ．P　一力。　7L，・．一ッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ籾ど 儘3，z　 い5tね　　　 イ勧・～　　ci　i・’『’T・L｝つ
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　う　　　　　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　ド　へ　．～ア　キゼ’ワしナイコ四一　シテ　イマサつ　マイ才　カッテモ
　　マ　　気→れτt　Ll　ee　　　u　　今更　　繭E　　飼。マ｛
　　　コ　　　　　　　ド　つ
　　ソンダ∀タナー
　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　ド　　　ドヘハ　　ダゴヵ二　＝｝／ゴ㍉2　十’ゼワシナァ　≠ッ9“・。タイ　ソーtヤ・。テ
　　　Tt，しり・，・　　ン）吻　　　ttli，t　t　T∂・　　　か，　S、。　，　r．よ　　　」［　｝1㍉τ
　　　　　コ　　　ヂ　つ　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　　　　　　に　　オカシーチンカうカフヨーナ別・甥　アリァー　オ’ノヤー
　　あか（一　　彫泌P．T3．rl爪　　釜やり　　v・s・I」　　俺’ス
　　　コ　　　　　　ヂ　　　つ　　　　　　　　　　　 　ヨ　　　　　　ロワ　　　　　　　　　 コ
　　イ曽マ　ハヨリ’ズ’うアう・，9、・や一　 ソりっ・一．　ミ’しOイ
　　　！）　　♂牙丙t・一’ろ＞b㌧1　　　　イ・｝・手　　　み3x
　　　　　　　　つ〔3　マー　ヤ、．、へQり
　　　踊　　や。σレフ
　　　　　　　　　　　　　　　　一363一
?B
?
???
?
　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　コ　イ・。才、LアSデヌ．”ア
　一畳・走で・　　　重．．1
　　　　コヘヤリ／itl一力。　フヂカL一
　ロ　　　　　　へ　　　　　　　　　　ひし　∫1　の刀b’”　　　niヌ：．し・し
　　　　コ　万ド／ター
　》輸フtig
　ド　コ　　　　　　　　　　　　　ド　コ
　ソーソー　チカ。ウ冬一一
　7cl’！L）　　（豊．5’極
　に　　　コ　　　　　　　　　ド　コ　イェ才　ミテモネー
　　一1：！鶴盲　・g・■モね
　ド　　　　コ　　　　 ド　コ　　　　　　コ　7一・ノ＿ろ
　ム』険うか
　　じ　　　　　　　　　　　　 つ　　　　ド　オドリカc9フゲウ
　　；Ph｛リゲ　膣」　　　9，　i9
　ド　 つ　　　　　　　　　　　リ
　ラ・デ『　ヤ・。・ソガエー　一
　＃・「．1一幽　　一寺ふち／thドUA
　　ド　　　つ　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　 ド
　ア／三フー一．　イーガ
　あJ）人ほ　　　atい1ブビ
　ボ　　　　　　　　ら
畠カ　シ　～ノ．一．　チプブリ　　万ト‘髄　り∋　一．　　オ｝ぐ しア“
　s7aて1：　　　透l　　tti　biりを　　　『～》zハ・ぢ
ぐ　 コ　　　　　　　　 ド　つ　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　 　つ　　　　　　 ド　　 ハ
エ＿ア唱て　ネテ　ハ’唱・・カシ　イ・7カnイ　エーデモ
家．て’覧｛，　　置狩先　ヒズみ’し｝　　、｝ズしょ　　家べし
　　コ　　　　　　　　　　　　 ザ　　　つ　　れ　　　　　　　ド　コイツがイマー　午ツフナ、。テ　キ匹
い㍍ゲ＾ @　ノ♪1エ　　奔く7－」．バ　　　蒙九よ
ド　 つ　　　　　　ヂ　つ　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　じ　　　　　　　リ
イマノチンカうカブいフ　ドーユーコ）一
　／デ。’、　　　チ｝1）ガフ　Ki　fTy　　　　七”5、し5Jti）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t，????． ?、
??????????．?????????? ー???㌦?
??
　ド　　　　　　　コ
．ネテノ1＼，プ）シ
　へ七二ユκプろ・フ
　　　ヘアaプ　アデア・レ
　上・ヂて忌
　ヂ　　つ千かう家一．
遷づ4よ
ド　
?
イマノ　・1
　今・・　疏
4tシノ
鷲・、
　 　■　r　　　「　　　　「チ・カラf57一ソィデ淋辱9ノ。ヵン
　ーチ」h5カイテ（挙足蹉マつそ4・’ビ　［「一fOtふn・‘t・“’
　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　つ　　　kカシゼ　1ノ・r’アi）一ヂタs一）　1一イ宇r
　 　　 　　　’ゐ疋で馳　　　　玄．マみい．匙’エ
　　　　　　　　　つ　　　 ド　つ　　　　　　　　　ド　　　　　　　う　　　　っ一堺ヤ、．ラーや一　ナ♪タ“カ　オド⊃シ＿一ン
　　　　♪～、・・、　・tほ　　　　 ∫デ4’か　　　．9の×、o・・
　　　　　　　　　マ　　　　　　　　フ　　　　　 ド　コ　　　　ヰがヂカ％テレア　イーゲプン．タ’男　オカ
　　　　　し　　　ゐλが「磁．俄をAぢ　　　auがイ　　プ7て薩’か　　フうti・
　　　　　　一364．一
　つ　　　　　　　　　　　　じ　ハ　 コ　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　つ、ニー3一ナ・モ》》ズネー　 ヘーソイ　　イ、。テー午タ　 ジ』プ’ン＝や一
　　い・よ鴻杁τし琳　　 楽隊民　fi’．1瓢θ弥）9？・？　・・　・」
　バ　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　ロヨ　　　　　ぐ　ヘ　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　へ
　：）”x一フナ　＝〕一　 『＝弓’ソ：∋フ　　7つタ　　カツク“　マネオ　 0ツカ。　／プ
　ゲ宅　？　　 5　 湖げ∫《　　YX　b…ぐ・　．を玖E　（4n・・　今
　　　　　　　　ド　　　　　 ハ　　　　　　 ボ　 @　　コ　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　ド　　　　　コ　　　　ヂー召ヤランソンプつ一＝ジ＿オカ’ソガン判ッw7←．
　　　や～ρ・・　　　そくη民駄　　　ぐえぎ　　ゐ㌧・バ協い　　そそ窟∫文　　控
　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　 つ　　　　　　　　　　　ロ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　 ず　　　　　　　　　　　　　　　　コ
i一 O　コー　かソイジF．　イマヤランソ’i，一ヤうン
　）と　　jl　　耗しいa“sx　　　ノ＞　　fU∫la・・　　■’c4・？　　一i・’∫r飯，
　　ア　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　 じ　　　　　　　　　　　　ドコ　ソし3り　ナンシ9　つ一　オド’レマネ労　』セ！レネー・　ア乙オ
　　Vt・k・∫ワ　　　とαかく　　Q）　　勲h？多津1～トで・　　　73’1ふ　　　あ・阪汐
　ド　　 ハ　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　に　ヘ　　　　　　　　　 ド　つ　　　　　　　　 つ　　　　 　　つ　イ。．オ　ミしラ源一＊一　7・し　イ7う乃　㊦ンs＞e一プ
　　3全F・　　A｝t．1”z，　5　4・ね　　4　〉．　　ム↓～　・・ぐ∫ろ・　×べ　　e：）r“い・f∫ta
　　■　　　　　　 r、　　　　　「 ‘「　ρ｝　つ一Eヲ　Slレダイネ　ま一
　尽り菩（一～　　疫3ん㊧』枢　　4叡
一365一
　　　　　　3．盆：硬のぐじ，七ぎ夫．⑦ここ
　　紘3
　　ピ峰易♪　（面名）　6陰）　　　（隻坪♪
　　　A　武｝∋ふ、r妻　噴路3ユ尋　1方ψ・層¢4し
　　　β　田辺正一　舅　　〃　3伊i　　　〃
　　　C　ta，9．じよ’　庭　　　タ　3ア？　　　　ク
　　〈Y山・・奪イ謬　ρ鈎。／ノヨ　身韓匂乞・れ〉
　ド　コ　　　　　 ド　　　　　　　つ　　　　　　　 ド　コ　　　 ドコ @つ　　　　　　ドコ　コ
（こ　　エー　　　シンゾ’一力‘　ナンダ”承一一・一　　ヨつル　g“カ　ネー　　ナンゾ“カ
　　え＼　　　’v’・麟ヵい　　イCi宏‘ね　　　55うOP　tO・ね　　　　㍍ズカ・
　ド　ハ　　　　　　　　　ダ　　　　　ロつ　　コ　　コエガ　ツズヵンエ｝
　　πが　　　 姦をかtaLiね
　ダ　ハ　　　　　　　　　　 ダ　　　　　　　 つ　　　　　　ダ　　　　コ　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　オーギウ・モ。テ才人㍉レヤツモハ　　イマア“二紀 才ド レヲネ．一
　　　今で’t　　　齢ろズろ〉ね　　　ガalii　　　誘，気　　字執るのモ，
　　ダ　　　　　つ　　ソーレソレ
　　“ソルソレ”（・卿の
　　ド　　　　　　コ　　　　ヨe　ソ，レソレネー
　　　ソーレソレね
　　　ド　　　　　　　　　　つ　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　 ド　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　ドY’ソ／　才一馬下　モ。ア　やしノ｛　ソしモ斎ンニ　オド’レ
　　　rrtの　メゐ／　　（拷，1　　やふd｝宅　　んトも　含・t　　2hdる～
　　　　　　C　（畷う）ソーレソーレヨーイ｝・e一　オンド　K’しコがKソク
　　　　　　　“昼猛　　　よ哩ゼ　　　吾硬　　とる勃’門　どリ〈
　～ソピレタ　ヒ。イ　オ’ワデ　ソー．ジ’ヨーマフラ　コラ　ソーレソ
　　汽Zk“　4・r，　　・広い　　あ廼で一　　！葱菩　　1i（L・　　　＝ら　　それそ’挺
　　　　　　　　　　　　　　一366一
一レヨー握ぜツナゼソレヤ∵；蘇L
　　　　　よし）と・セ＝”　　と　 し｝っ21ま　　ぞノ1’Z　　やるん1三“ノね
　　　　　ハ　　（唄〉）　ヵイナすレヨ　　ウタイ・ザザし　　ウダデ　　ゴ’ヰリョ　ーカσ
　　　　　　隻馬ゐ・いプ鍵kJ　　　歌tirB　」〉　　　挽ピ　　こ曝・号幽が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　ド　　　　　　　コ　　サが［ノヤセ又　コレソーレソーレ　ヨーイ肋一ッラ　ヤゥタ東
　　　dガワ申でぬ　　 。杁　琳■L・K　　　｛x　L，とktク@　っマ　や、　r，紛
　　　　　ヘへ　　（・鄭）滴ツ㍉　オイヂっ　ヒ初‘’ソ，才イデ到ヤ
　　　　　　Ll盆i・“．　　あいで’K　　k月’．；　　　Iix・v　l一　：・鮎
　　シ）ダ、ホ握ケーモ　旋ンニャフノレ　示ワヤ　ソーレソーレ　ヨーイ
　　臭く礼・・　イムも　　　　：盆1・．P　ぐる　　厚tl．h　　　イ・i・で親　　　　よい
　　　　　η　　1・で一
　　℃ゼ”
　　ザ　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　ド　つ￥／　ムカし．／ヨープ　う9ダネー　ソliや一
　　　’fの」’　1アみ　　　 Y］7s－cr・爲　　　イ1偏
e　（適う）ソ1コ：9　＼ノ09ヨ　　i一ドリ＝コプブ　ソ、コタ　イネ，ノ　デオ～ヨ
　　　　　　㌧痢喪　　才丸’、よ　　顕り5バ　　才荊。圧　　 彦診の　出矛ゑ，r
　～り，　マダ’ソ・タ　つレソーレソーレヨィ硬
　　ソわ　　洗一揃フrL　　⊃起　　t’tれ　｝tK　　よいど亡”
　　、、　　　　　　　　　　　　　　　もヒア 4kノデネニワテeラがア・レDeコラ　ソs・タ初・
　　　　‘1琢多り　　泓致豊昭手　　出もらh・・　，9S．・”　　こ漏　」滴。ナし　踊り｝
一＝C　eうつナイゴ1ヤx／一しソーレヨー朴セー㌦ん
　　撰しは　　くs　s、ホ　　一f3い　　こりや　　　？れ　それ　　　、柔vと．セ”
　　f　　　　r　　　　　　■　　　　r　　r　　　　r　r　　（23）　　ウ9ワ＝ヤー　オモシDイか　：コンキスギテ　ウタヤシン　コズそ
　　　歎↓パ・わ　　　　1宅）i7いが　　　　痂1～9f　“’　・■　　　恥之r・｝・｝　　　3吹
　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　ダ　　　　　コ　　　　　　ド　．～モ：　ミンプ人　サ’ノッア　・う・タりドヰ＝ヤ　オ’モ：．シ。ク　コ人シモ，
　　も　　一h　1．．t，f　’c　　詳秀。て　　塚足3｝矯1・1　　　1）lf〈　　　．今耳｛，
　　　　　　　　　　　　　　　一367一
　　　つ　　　　　　　　　　ド　つ　　　ド　　　　　ド
　　か㌧ニー　イ・・テ　方ド、。ソダ’
　　　盆’・　メテパ　　卿試よ
　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　つA　コンキーk’：コジ』　宗一ヤレ・
　　　グ薇あD　どこノ）規“7　　ゐ・Lよ
　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　ぐ　ヘ　　　　　　　　ビ　　　　　　　　　　　　　　つ霧　ア／　ヒトラジャー　⊃エガ　ソズカンデ’　エライワイ
　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あソ、 一ノ＼一一13． 戸ゲ　 続かfjLlか5　　丈暫V，”x
　　ヂ　 リ　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　つ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　 ぐ　 コ　　　　　　　　　ロコ　　　　　　 つC　ウチや一　　ヨYヤナイ　　みラモ　イキャシンプブイ　カタマチグ㌧テ
　　　1．9’？　　　　受配彰丈か　　としt　　ダ73’9しTe…　ガ弧　tvvvvv　x，9　L
　　　　　ザ　ハ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ブつ　／ズンノごコジ》家一、γ・チェヤ　オし　イ・．テイワテ　ガーだッタ
　　・俺　　：盆．ピ’ころ糾・ア」い　・マ玄ε1ズ　　イ奄　　 f17　X（Re｝♪　　5か．　t‘
　　　　　　　　　　　　つ　　　　　ド　　　　　　　　　　　コ　～1シテ　才ド＼・タガイ　フ9ビレ・しつ夕一　クタぜレタ・・9
　　　ソ硫　　鏡婦　　　痩幅・騙　　　庫儲μブ
　　ド　　　　　リ　　　　　　ド　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　つ　　』キ3ネンつ　1ヨバ’ンガヨハ”ン　イニキヌイタタ“ン
　　　　し　 　 　　　　　　ロジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　玄9tgk　　　　ne）’；運n’一　，9）i7（　　　　∫アぜ遂1ブ’ブ乞札乙9，ゲビ
　　ヂ　つ　　ド　コ
　　　　　ヤハ　ヨフ不一
　　〇“〈7、“
　　P　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　コ　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃デジ之一斗ヒチジΣ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廿に　　　　《す
ゴ　 　　 　　 　　つ ド つ　　　　　 ロコ ド 　　つ
C ■一　9“イブ’　タv一著ダ＝ ヨワ、．）アネー
　　　まあ　ズeふ一・　蕗’∂k・よ　＠s”）5ら。tね
　　　　　　コ　～一二ですリャー
　　　’娩P軸ゴ
　　ド　　つ　　　　　　　　　　　ダ　つ　　　　　　もヒ昼 マンノフラ　ハチゾ
　　　嚢煮“r，・1ろ♪　（：frナ）八ノC’
　　　ぐ　へ　　　　　　　　り　　　　ド　　つ　　　　　　　　　　ザ
C　ハチジイ　ナインネ　 マー　＝・カヘソノ．ムイヵが
　　　八しも　　　　ア？いで噛4よ　　　勃）　　　　二刃」）　　ずt？6’一
　　ヒチジ＝レータ』‘
　　　七ナ氏ヤ’
コ　　　　　　　　バ　リ
フ，梓一　マン
（・’・’3　　　蒜
一368一一
?ビ　　　　　　　　　　　つ
ソン家ニ　ナ・しわ
Ye柔IJ　Iし　　r」）か
　rn　　　fヒチノエー
　七ず～
ド　つ　　　　 ビ　ゐ　　で　　　　 コ　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ゴロヘーイマグネー二がツ／ムイか。チ。ヤー
も〉　　ノ穿を㌧妹　　　 ’ニpの　　・計⑦っ？言臼証一
ド　つ　　　ぴソーカろ
　税｝ろ㍉極
　ド　つ　　　ド　つワうイ9ネ＿
　落・’4・，4ax
ビつうン　ワカイ
　54　　落い
や　ヘ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　へ　　　　　　　　　　　ぐ　ヘ　　　　　　　　 ド　　　　　　　 つ
ワヵづ　ナィニ　マー．ハイ　オ尺一サンニ　ハヤフナクプうしテ
　牙（σ　 T」いn79　　i　cjX　も〉　　語文t4’し　　　聞く　　　舜rきむ一㌦
　　ド　　　　　　つコワへ。一　　コ・プクデ
　薯労　　嫉か∫
ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　コ　　　コミヨンラェー／　1・シ＝　ナフナラレ9
　＠↑の　　　　？’粘　　　1死”あ4
ぐ　コ　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　ヂ　　つヨンジェータ㍉・ソカイ　アー　方ンヰ。オ　シタナー
　　rDv↑寛二XLぢ・　　　　　　，iX　tl　　魏義舎　　t麦ア」
　　ド　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　 ビ　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コオkン1一　ナンギ，オ　シ9ブ　ワシャー　ホン1一　ドンナコkデ」紀
　矛客・し　　麹儀1整　　L　f、6・∫　　躯ノ3　　　　羊・岩iL　　ピ∠xa二Yべ℃
　ら　　　　　　　　　　　 ハ　　　　　　　　　　　 ハ　　　　　ド　つフゲーマンカC　デ’＝←’レノッ4一レコ　kイネ、　r＿
　殊授が　　で’t5．■い5　tとギプよ　　点
　じ　　　　　　　　　ヘ
ソリャ　　’ノータ』唇
　Vi　l砧　　　）ft＞責一
　　　　　　　　　　　　　一369一
　　　　　　ド　　　　　コ　　　　　 ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　 コ　　　　　　　　だ　　 コ　つが　＼ノηヤ　プニアダデ　ヤソマイダが　プんつシ｝一．シ幅　ヤリ：マケ
　　　イレ　　　受㈲’∫　　池磁’し駿ゲ　　　署　　　　で係　　やソ．孤ケ
　　　ザ　んンゾ
　　ア」・・Llv’
　　　　r　　　　　「　　　　 「つ鴻　つ、，へし　 コイヲデま一
　　　讐珍　　　丸責メ5ね
　　　　　　ド　「　　　　　　 r　　　　　 「　　　r 、　　　　　　　　　　　 l　　　r　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマンがC ソイデゴLモ ワ）ンがネー　ゴ’一が　ワカンノー
　　　K／a　／一　　腹｛　　麦えないlf　・；・t　t・　ki　　躍愛ガ　　攻詫r3　・・んズ・　　茨勇疑噂・一
　　　つ　　　　　　　　　　じ　つ　　デ’→・・しモシダイ宗一
　　　n‘’手2　切a’㌦h
　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　だ　つ　　　　　 　つ　　　　　　　　 ド　つY別・一ザンワマ9　S‘＋　一一シテソーユー．・皆フナンカケが
　　　鳴又．ざ丸揺　　　只　　　ゼ〉こλ　　　イ♪い〉　　 零く　　チ平か　　 ψ妥易
　　　　つ　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　ヨ　ーカナンカジ・夕　窃一志ヂ・夕
　　か　 rザか髭ぢ荒7　　 病蓋za；左
　　　ご’一 n　　　　　　　　r　　「　　　　　　　　　　　 r　　　　　　l　　　r　　　　　、c　労レすンつ　シ・一．ズヲか・ヲガネ　アノ　コみ’完が三一アノ
　　　沸メ（丁ん∫手　　　亙悪あ・っ麦んで塾マ‘　　　　　あの　　 （多庚ヵρね　　　 携ら
　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　ドへ　～一　センソーニ　イっア：ヨー　アノー　4又⊃ガネー　イ・・ア　ア
　　　　　旗ヂ’・　　　　ff。■9・a　　　as　w）　　逸差ザね　　　≦テ，　z　購
　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　　　フ　 ド　つ　　　　　　　ぐ　　　　 ハー／一t一・ゲワ／ど12一＄＝　1いデソカレ三一《ッッカレタヨ
　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　へ　　し　　り　　　　JZ「拶丁，f⑦　　　毒17Lii一　　　　と・ノっ浄’匙プレの4よ　　　　　とソつか4～で・よ
　　　　　　　　　　ヂ　ヘ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　つ　　ソイ　デ　　ワシ＝　　だ一カ　　アー一　＝ジ’ブンデ｝　アープ’レ　　カケ“ンヌ’」ヵ
　　　“／L　・s　a・　IILi　・L　　　ゼ1か　κべ @　β参γ　　あエr・J＄　勿滅tB　”．6　s
　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ハ　 ド　　　　　　　　　　　コ　　ワシニ　ァノー　 ドヨ八レノ　7ノ　ガ㌧⊃一エ　　：．一．一インシ1一
　　　匁IL　　あの　　　要影ξb7＞　　　　あの　　’㍗笈をへ　　　　 入鼻之L笑eL
　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　トコ　　　　　ド　～1しテ“　アノー　・ソツミフンガ　Xx一インシノー’レデ　×ンカイニ
　　sh・5　　あの　　　才皇βが・　　　　×陛　（1い3Pづ　　　節今’・
　　　　　　　　　　　　　　　一370一
ギアフll＿げ一でンア・・　””i－0ぐ調不∴コ’イ、．テ
　卸　　く起マ　　　　い；の㍗　　麟　　痴・・　　～ア．～ご・㌧π
　　　　　　　ド　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　ぐ　つ　　　　　ヘ　　　　　 ド　　　　　　　　　　コ　ユ、．ほ　イ・・テキア　フ幅一．コント》’サータイイン㍗レ人キヤ
　さ，て　　ダ〒，壕・　・軋　　・簸ね　　卸曽・・輻
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　コ　　　　　ド　つ
へ・一 @オレ　イ・7テフ・レデ　イL。アブ’lz＿、。ア　3ン　爪イジ1ヤ
　　　溌　　亀窯くろめ　　ζ7，zく・紀・　　　，tし　〈da・z－ig
　　ド　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　コ　　　　け　　つ　　　ゴめコ　ワこンイ・，アク・レ・。テ　ワv　イ．．テ　十9・，ツ］b”・？t一　つン“’，
　加　　傷7（s．z　　．馳　　ダ〒。“1．　yr・　　ろ‘n・la　　今ズ案
　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　　　つ　タイインター㌧9．一一zン9Hデソィ輪一　プレコン9一イ、．ブ
　遷．産t・・’；　一・〉唄・　　　　　朴・『『’・9　　養　 ・簸　　≦ア）L
　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　つ
　フレヂナー・。チー・・テ　イ、フテ　ニモツウ万　シ…　ア午ヌ・。’フワ
　　く3屑ね．菖昏　　　 ・L　z　揚呼　　　t，3　Pt．　z　f　t・　．・r
　　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　ドつ　　　デう　　　じつ　　　　　　　つ～イネ　ソレニ　イフう乃　パイヰンゐ画一　・キ9、7、ソカナンタ”z7
　　　　KI　G㍉t，　　　Liく16・　　　パイ｝9　，…胴　　　　　泉ム　　が　∫‘式”6・
　　ド　 ヘ　　　　　　　　　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　 つ　　　　　　 ド　ゐ別一サ／ヨつ洗ソモげ暢一／ヨワづタチフ尾ンデ
　　赦琶⑬の智詞炉丁　　　伽　　9S・・　．纏（“　，SNS
　　ハ　　　ザ　ヘ　 　　　ダ　　　　　コ　　　　　　ドハ　コ　　　　ド　　　　　コ　　　　コ、＿R＿　サー　▽し＝　K．，ッわむテネー　ゲリ＝　ナ、ソテ3一　ソ
　　れ　　ざあ　　ζ・硫　　囲つ柚砿　　　　晒’；’・　鵜マね　　イ
　ド　　　　ドハ　　　　て　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ヂコ　　し、庁　　モ，1－　　0クマフオ　　ヤンタ＼っタ　モンタ“テ’隔　アし　　シンカe
　　4・ボ　k・　pe膜？　　　rXsん・r．“こヒガある4・・　・，i　　ムむ　芯…
　ぐ　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ドハ　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　ザヨ　ドつ　　ジ：ヨーブ’瓢　ナカ・っタモンブ宗一　タダ　ホンμ　プンタ’踊こ　〉ご．万
　　丈k■一　　7r2Dt，　r．　・）ズわ　　　て、1，・一’　t3…　t　・＝　再でプよ　耽
　　ヒ　　　　ド　ハ　　　　　　　　　つ　　　　ずの　ヨ　　　　　　　　　　　　　ドヨ　コ
　　アケ9プリ　7・・、つ一一　マンシ漏・っタ・・ツがネー
　　　あ1伝・鉤　　25ei　　購んし馬実・マビね
　　　ド　　　 コ　　　　　　　ゼ　　　　　　　　ハ　　　　　　　じ　 つ　　ぐ　ヨY　ソ／つワ　っレがア．フ9ジネ　テ’しンシ。ワ
　　　をノ｝夜　　 嘱ヘゲ　あ款伺凸マイλ　電学傷
　　　　　　　　　　　　　　　一371一
c∵、シや窃’朔や建ワ「∴∴アー両船暇一
　　・爵牽　　　　t．；　A’，4ゆマ・　　　　　匙ilね　　　あレ）　τタ㍗っz・り
　　　で　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ゴ　 フ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヂ　　　　　　　　コ　　　　　　 ヂ　つ　　　　や　コ
　　Fつイ　マスーt　9”ンし乏　ソ〉一ナ　ビ”ヨーキダモ．ン～ノ’1ア“　；賓一　・ヤヂャ
　　所へ　39『’　観　　　杁η　広点筋・5ね　　　　　衆1・f
　　　　　ド　ハ　　　　　　ザ　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　マ　　　　　　　　　　ザ
　　フしンラ　ダ’ンしモ　キチャ　フしン　ソノ人ヰr一一．　7一アしが
　　く・k帰いべは　　詔｛　　　沃Se，　　ぐ醸re　w　　そのρ5外　　　　　穴荒車沙・
　　　コ　　つ　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ　　　　　　　　　　　　 ダ　 コ　　　　　　 ド　　コ
　　シテ∂一　デ’ンキ｛　ケー‘テぞ・フテ　プイτンデ’ネー　ナフデ　ホ
　　し又・極　　 電気毛　　　　ブ再之職㌧笑　　　ガ・・ヴ）マ㌧●’似　　　　　ア∂ぐマ
　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　～ンi・カナシーメ才　シダ＝　ソーヤ・・．テ　アノーチエーシャ
　　穐’・　悲い　　肝　　げしは　 イ池て　　伽5　メ躬
　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ド　　　　　　　つ　　　　　　　　　ド　つ　ヘデモ　ヤワテ　ヤラ＝？一　シs－」乃ぐ　ナィ｛ンダ’イ衣一一　ワシャ
　　資民　　宛て　　　わ彊・げレ　　　しょ＞h“　r3uのマ“　れ　　　　穿ω∫
　　c、　　　　　　　　　「　　　　　　　　f　　　　　　　　　l　r　、　　（ag）
　　サカベ・一　　イ、．アs一一　アノー　　4カシャー　　アノー　　ウガーぞキσ
　　鹿及8ρヘ　　　 ダ7，一ミれ　　　易のl　　　Yp～ヌ　　　　　あOj　　　大孝ラ
　～一　イワラ
　　へ　　57っ1
　　じ　ヘ　　　　ド　コA　工一　／r一・ズ＝Fe’　一一
　　え5　　天不多trs
　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　ドロ　　つ
ご　＃ドーガ’ン　つ一ヤ・7テ　才レ＝ヤー　 ワン　イ・フテ　ーチx一シ㍗
　　　7S又ゴ丸　　　、｝〉や，？　　　海4し幅プ戯原9煽　S一　Ll　　〆アつて　　　舜躰
　　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　 ハ　　　　 　　 コ　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　 ?
　　ァノ　リンヶ㌧アレナン六一ダカィカンフしタ男イァし
　　あ萌　　ソ・絶し　あ脈　　何・つ鋤’プよ　　カンフし　ん獄　銅・
　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　、オ　　’ヤ・フテ　　ヤ’レデL　　アノ　　モろ．フテ千ア　　ヤ，ッテー　ヤ’レタ』塵イ．L、
　　F　　や。一1．　　や5か5　　あの　　穫っ1　ぎ1　　　一吃1　　一物5よっフ
　　　　　ザ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ド　一9つ　Aヤフ　　イ・つテ午ア　　ク1！つ一．、、ノチL．一モ〉ダイ　　ワンヤ＿
　言，r6　　アK　　　　ダち1テ1　　（れ　　．R・う　の7’』　　　「＄c’ほ
　　　　　　　　　　　　　　　一372一
　　　　ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ド　 コ　　　　　　　　 じ　　　　つ　　　　　　　　や　　　　　　　ア　　ア／　十三ンベマデ　 イ・。9一　　黒リ　アノしうイ　コワカう　・ノつ
　　あの　 坊8／　テn’　　　く†．武X　　二ぞ　　易3がη　　ここ乃弱　　イこ
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　 　　　つ　　　　ド　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　つく．イ　イ・ワア　モう、。テ千デ三）一　らφ一文イテ　ヤ・ブタ．・．ツがネー
　へ　・f，　・　鑑又籔イ・6鋤のうy・f・え唄　　砿　　け蒲
≒し∵∴おチ衿ジ冒，．ヒし押∴ワシゲア’
　3Eii　　≠φte　　　　　叙7・馳’L　　衣・昼　　　デヨア・ノ・　　　孝k　is　あ
　　　　r　「　　　　　　　　、　　　　　　　「「　「　「　　　「「　　　　　r　　　　　　　　｝箋　　　　　　　　　　　　　　　ヘヒ　ぼ～／ ’7i一プ）イつモ アt7・ソ℃ンテアー　 エー　ネナ5ニ　フ階ワテ
　o　　・rb　Ke　t　　　澄。筏⇒／”ね　　　之・　　窯ズ・覧　　ノ1て
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　 ド　コ　　　　　ザ　　　　つ　　　　　　　　　　つ　カンむ’「っ一シ7　ヤ・，タラ　ア／　マ⊃9一　才ンナ／コ7ダ　し人7
　　指病IR　　　鴬宏1　　　あめ　テr，”　　　S－OP　5h”　　一メ：、
　ダ　コ　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　 つ　　　 ド　コ　 コ　　　　　 ド　　　　ハ　　　　　　 　ヘ
　イマ　才ンナノコつ　夕2カ・・タガネータ7プ）っタッタンアノ
　今　　 庭・・｝31・：・；・　　　　P7）あ乙’ブz”イ“一　　　　錫乃ン八ガ、　　　みa
　　　　に　　　　　　ヨ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　 ?
～一 @こオウナ∋　ア／　＝オウナ　Zカ＿サン／　ワシャー　ア／
　　暦をこ喝ら得よ　　あσ）　脅芒こ・もす鳳　 みρで為つ　　　塞‘・擾　　 あの
　　つ　　　　　　ド　つ　　　　　　　　ヂ　つ　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ザ　　　　　　 つ　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ～コD　　ハうワォ　　こhイ×＝　シジッシタKヰタイ　　／＼テ℃アノ
　段　　 fi曼fe　　　二eM・こ　　チs4了　（’4　v？tr　x　　　とヱも窃q
　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　 ド　　　 ぐ　り　　　　　　　　　　　　 ぐ　つ　　　　　 ド　　　　　 ぐ　リ　オッカチャン／カうタ”フゲツズ㌧カンデナーこオウナ∫）”テア
　　あ0吐＆の　　　　く津が一　　3を　b・　Pt　．．ゐゴh　　停8こ6　if　7」よ。■　一di
　　　　　　ド　　 リ　　　　　　　　　ド　　　つ　　　　　　　　　バ　　　　つ　　　 ド　　　　 コ
i’N・mー　ユ、γ’ソワイネ　 ユワッbe　アノー　ソ・イア“c　 ミチ⊃ワ
　の　　　言，煮よ　　　　言っζゲ　　諏孤　　 掩あズ｛　　ミ幸｝膝
　　　　　ド　へ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　ゴヘ　ハ　タズカ・。タゲソ／　オトサンワすクナ・・タ　ソイデカンフ
　　9力方し直1”　　　イ《　　あ父で丸’；卜　　　凋く73，tL　　　》｛・k・・　　■ニフ・L，
　　　　　　　　　　ド　　ヨ　　　　　つ　　　　　　　　　　ド　　　　ハ　　　　　　　　　　ギ　コ”一・tしヤツ芦ド帆，一一？　一V／＼ノノジブン㍉㌔｝・
　　　　也加ビ　　胸｝　瓢　　｛・、　餐の硬’り琢　　方・・
　　　　　　に　ヨ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ぐ　ヘ　　　　　　 ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　コ
Aモア／　ダベ・レモナナイモン：デネー　　i－k一プンつ　ク（ぐfンモン
　：｛Jあの　　金へ：“3レ・flt－rcいのフし・・極　　　　Pt　Kでu不　　　倹べy戚プaい・）フ・
　　　　　　　　　　　　　　一373一
　　　　ヂ　　　　 つ　　　　　　　　　へ　　　　　　　コ　つ　　　　　 　　　　　　　　　　つ　ダイ　≧s一ナイデm4‘1　aウXネ…　コ4・ギノ　／＼・・タヤツ才一
　　　　｛　h’　t一　h’”■a　tSゐ・∫　　・1・叉をね　　　　・ll最e　癖，爽やつつで
　　　　「、　　　　　　　 r』　　　　r　　　　r　n　　　　　r　　　c　　　　　　　　　　一’1　T＞／　　オフイ／　コ／」タ／　万0　”一サンが一　　シンでtキン　ア・・
　あ・　契　・　ごの1・→　　7iじ’uゴくが　　　凝慮1・一　as。
　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ヘ　　　　　　　　　コ　　　ビ　コヘタでンダ亀デ　ァノー　ザイシ∋イ　　イ・。ヂや一　　クンデヰテ　フレ
　q艀　　　あの　　御ヶ（望ガへ　　・了。R・a　　交謹uT．Fn　〈k
　　　つ　　　　 つ　　　ド　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　コ～・レで｝ノ’デヨ　コーうンシデ　フし’レで）ダ亀イ　ソ／　ヴンゴウ万
　3の■”ね　　　　芝才塗Ca　　　　〈4～）　の丁・　　　　ζの　　リンゴli・
　　　　ぐ　へ　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ド　つ　　　　　つ　　　　　　　　　　 ぐハんネ　ユーカヰ＿　っンナ　ユカヰー　イ、。ゐ。づ　そ・。テ千ア　オ人一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　ノリ，h　 で3へ　 OべT」 　ぜ5へ い、j」’・・ 3X，2 f■　　　あぺ
　　　　　ビ　　リ　　　　コ　　　　ドハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド～すン　タフが噛ン　タtrt’p一ネ　アノー　ワシア／　コし・孝　コレプ
　さん　　t〈てん　　　倉べ呑酵a．　　あの　　私3）　e＞　　o底を　　oムn
　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　 ヂ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　ロハ　　　 ド　リ
ーラ　フへこレ’し・ツタり　マズ　オマエ　ソンナ　プニ∂一一マズ　だ一
　ジ　Att・べ列～aっ窃ッζ∫　99一　　あ釣　　　イ〈γ1　　可P　Pt　9・　　ピ〉
　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　ヂヘセ・レ・ツ毛9ダ’．．ア　オカネオ　k’一セノレ　ソtゲグ9ラ　ソ’1∂一
　ヲ3　う《’ノ7こちマ　　　ll　／s　pu　　　とづ」5　　っ宅クtt’二z　　　ろ虞手
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　つ　ピ　ヘ　　　　　　　　　　　 ド　ヘ　シン／t％ガ、ジプりづネ　アンジ矛一ナイ　アノ＿　；才k一サンワ
　ヘン百（　　tた　よ V㍉釈　赫い　　　　あの　　　 ゴ6　kごんね
　　　　、　　　r　r　　　　　　　　　　「　　　　　　’n　　　　　　　　　　　　r　n　　　　　　
「
　チッ1・モゴハン99ベリャシエンダ℃ンナンニてヌベ伽
　　サしし　　。一り双ほ　　・倉べる」t・3つ“〈t　t」・L・，〈・dZ一‘t　a）　仰硯　　・食ぎは
　　「　　　　．L　r　　　・　　「　　「　「　（考ノn　・一つ　シエンダモンアつデモカエンア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノーヤ．ヌ．，ッフゲネー　 　 　 7hヤシ
　1得γ∂いら錠ゐぢ　　　妨で｛返し　　霊静返し　　　）乏う・やワち　1プれピ・1．LX
　　　　ドつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　ド　　リ　ァノフベテモ㍉9・・ツがソーヤ。fナンシ1・海一ゴ
　湧訓　金ぺ臓　 焚。た　　　ガ　　イ1甥z　　か・＝しろ　　t■
　　　　ぐ　リ　　　 ド　リ　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　ハ・vンチ　　エー　ヨ・し。二・レナシ　 人　ご、、トモナイ　　ソ／¢：ガネー
　rp　わ　夜昼rdt　x　殊zt脇ζ噂鶉ぬ）｛の日が4豪
　　　　　　　　　　　　　　一374一
Be
　ヂ　コ　　　ど　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　コ　エー　 ，”ユーゴ’ンチ　　プ〉ンご”t・一）T　ヤ・っタラ　　マズ∋7　　オわ
　之）　　†茅Lny　　　　　看病　1父　　　　鶴ぬジ　　　ge　9・・♂く　　あ6
　　　　　　　　　　　　ビ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ツ　　　　　　 コ
～．一 Uン／　ア／　　オ▼ウカチャン／　　ミフゲうワ　　ヅ：ズ’クッツ・．・ソワネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　 あさんの 　」うの　　　 み砂tr　／V C）　 　　1）・ t訊　 浮えくつマ2ラfL・Y7
　　　　　　　　　　ザ　　　ユ　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　 ド　　　コ　　　　　 ド　　　マ
～一 @カラドカ。　、ソズフッア　ユ、フ・ソワイネ　ユワ・ソがネー・　ジ三一一
　　　　ζわっ　　5乏く。ミ　　言ノ、よ　　　亨孟〃・「4・．　　ナ
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　ぐ　つ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ～ゴンチ／バ㌧がタネ　ナンツーータター『ノオアtr 9ッキシ不
　a　…の　　’鍵才ね　　イラrいりか　賓配　e？　開・rr・諏豚
　ドハ　タタ聖’　　ぐヤクカ¢
　白鱈’τ　　浮；し乃い
　　　「　　．～・ソワイ冬　　ア／
　九よ　　　　あ・＼
　　ド　　　　コル》アネー
　。ユね
　ρ’、　　「　　　　「
　　　　　　　コκマワラtヤワア9
止『フ勺やつ笑み
ド　　つ　ド　　　　　　つハイ　　才～アレが
　《〉画族づ大荒＠一
　　 　 　　ボ　り　ハ　ァーアー　ソーダ’・っタ家一
　　｝，）　　　　凌｝読3荒似
　　ジド　つ　ミ9イ．，、チx－rこン9“　／1ソし■
　　喫九い，aいうの1”　　　　　　K獣を
　　　　　　　　　　　　　ぐ　つ　ソリ∂一一　 つ一一u、一tア　ハ、フテ　｝
　　x9・　？　　　s｝や，1　　　．董ワt
　　　　ド　　　　　　て
～一 @ミス弧フ’監ナーワア　 コLウア　　一一…
　　　　ノ1くT／●・tSあ，マ　　言。z　　（斥明）
　　　　　　　　　　r い、「へ…ソタッ4v一モンテ7・一　アノー
　鷲病．tt　7フuうりで4窩　　　　　　あσ）
　　　　つ　　　　　　　　　ビ　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　ヤ’しデ。タラ　マー　れマーμ
　やそ）ろ’～っ？玄．ζ～　　亨あ　　　俺拶　躍み
　　　　　　　　　　　　　　　一375一
　　ぐ　　　　　　り　　　　　　　つソノ　／1”ンカ。ヌーオオシカ、）
撹り　　 伊二方　　　　あかしかつ
　　　つ　　　　　　　　　　ドつ　　　　　　　　　　　　ミ）ヌノ・すで．　ミズ’ンう。　テテヤ
　（tT・琢く6iの）7」（D・・　　繧鬼
　　　ド　り　　　　　　　　　つ　　　ヂコ　　　　　　　もロ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ?　／＼　ハ・・テアア　ミヌン茎
　×　さっ■　　　　同上入でヲ
　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　コ
デしテぐ’レドサイニ　　マズ　才一キ
ばマ（み3ど　　　　　　　　掌f7一　　大＄しい
　　　　　　　ダ　　つ　　　　　　　　ドハ　　　つソや　99“＝）一デチャ
　　　」％　 館ヒt＞6硬がう出
　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ド　＼ルユヤー　ワシンつイテ
　　ろ5言ご　f9一　　　／t．“ガリ　才叢馳いし
　　　　　　　　ド　　ヨ　　ソンプ7ノ　キし一ごシァ
　　　イ丸γσ遜v）　　　を・｝しい1；亡■
　　　　　　ド　ユ　　　　　　　　つ　ぐ　フ　フしンア“rこ　イーい，チ＿一ラー　　つイデ’
　く・ト旗え｛　　一tk・V．1・づゼ｛の
　　　　　　ドダ　ヘ　　　　　　　　　　ヘ　クしンデモ　イーt。4Pt－ks”　ソ／昏力う
　く凱似d　　良い只い1’i・’s
　　コーンタ’諦二二し一プ写＿イランテ”・払
　　　　　　　f“v・ワ・頗量ほ　　r、，’　・i屑拶い柔A’「よ　　　　　矛あ
　　　　　　　「　　「　　　　　　　　　　　、り1／D一
くれ
ナイ1＼ニトダ’
⑫u’嬉’・、・ゲ
アノー
あ・ノ）｝
1　　　“
．～ 渚ﾋナー・エ
　　を1’・A
　　ド　つ
／い・ノラ
　　っ義‘
　ア／一
　羽の
　　rアUr一
　ソ淋斗ユッタワイネ
　　く・而　　玄ノ、よ
　　　　ド　ンイチバンオし／
　　　　一誘　　　掩・＾
　ド　つ
オ紅サンこ
あヒ凱ヒ　　残・ぐれ，一
　　　ヂ　　　　　　　　ヘ
　　ァ1ノヤー　ウーtン＝一
　　銅～f9　　う一tr・C，・
　　　ド　　　　つ　　　　　　ドアノーノンナ／コが
励醗・’・）す弔・一
　　Jl　tK　i：；．
・～ Dノテ　やし三）
　之a
ゾb一
　，窪手
ド　へ
∋フダ馳モ⊃アア
慾だも砥・・ゐs杁
ぐ　コ
イ、。ツモ
　　1t　’7〈
　　　　「　アしこ
　　あ・ki二
　　、．テ
や承」，■
　ド　　　コ　　も…ト
　　ナしt，
　r、1、■
　　　一
ヤ・。ア7｛／D一・．テ
　　　　　　孝＝＝⊃　ン　1・い“／　・ソフ）‘
　　　　　　　毎くゴ・ゆ一＠のよく徽∫
ド　　　　　　　　　　　　　　　つ
ろ一カイニ　チデ2ゾー・一…・“／7イニャ
　　　　　　　ツ常勢’・ 和行ぐ・　　と
　ド　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ヂコ　　　　　　　ヂ
ウエノー　ウタ／　もンへ。一人　つワニ　コシマ
　上て　puの　tンへvと　喬1学服j・　こし∫
　　　　ダ　　コ　　　　　ド　　　　　　コ　　　　　　　　つユー・γテ　・チ》・。～・　ユイ方ヰ：フ’『、っナが壊一
言メ侮・つ夕μ（査芝七五㌦へが一ね
　　　ハ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　 つ
モ　才三一ユイ7弁ダターオモワンダ』’
　　　掩13　　孟鉱一’・，工　　　思らδい／．・T・…
　　　　　　　ド　コ　　　7〃。　許しN’＝」テ
」・ブ　　ナ、相亭　　回・い・・（（
ザ　　つ　　　　　　　　　　　ヂ　つ
　　　　　　千3・ン｝＼『こ　シラ
榊、濾　　 少、｛　偏う．，、
　つ　　　ヂ　　コ　　　　　　ハ　　つ　　　　4∂Nっk　つイ」、イテ
　・盛　　歩し　　斌・ヒ・・
　　ド　　　コ　　　　ド　つ　　　　　　ド
　アノプー　 イマ　ナン＝モ
　勇功息　　今　　秤’・モ
ぐコ　　　　ドつ　　　グへ　　　　　つ
イー予モ．／ワ　イーキ謂こノワ
　蜜U為鱒　　　客．一三鋤
コ　　　　　　 ザ　　　　　つ　　　　うチ／　ア距／　カブ〉
　　　　　家の　凝の　カカフ
　　ド　　ヘ　　　ヂ　ヘ　　　　　　　　コ　ヤレ9一　ミチつが　 ヨフプ’
　癖むよ　　　洋子〃一　よくη
　つ　　　　　　　　　　ドヘ　　　　　ドコ　　　 　　　「vフナ・フタフ
一376一
A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　に　つC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7ナ・ニー　『げ一タテ『“　 ココエくう乙一．一、／一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，》　　イ彦ゑマ・・　　．・こへ　一ケし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　ド　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オマエて　7うラF一が　ツヌ“カン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ両｛　　　4ゲ　　　ξモガre・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象ソメンデつつ・　家坑．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犠つ’アrrいコH　　，・tに　　宗よ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　つ　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。、。f・モ　オし　ネブカー　ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・炉し｛　　　掩　　　翫63　　T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　ド　　 コ　ヘノイア’レ　イ・っiっ一テ’ン／一ダ7’h　オリャー　　ヨフt・一？ア　モうワニキ
　　、iカ・5　　　一髪優命鉛あぢ　　　　　 掩1δ　　メぐル・・1　　　夢わ’：th
　　　　　r　、　　　　　　　　　　　　　　　　 r　l　l　　　　　　l一、　　　「一　　　（v］　??　～一　　っマ’しデ」、ッ　ア　　ワシ　　つ一・っテネー　　ユ、ソ　テ∋　　・ノーシラ：　　イ　／
　アー　 ＼ノーノ’ワイイェー
　冴｝　　イ沐叩」
　　ド　　　　　　　　つ　　　ド　　　ハソ～ヤワテ家一一 コし イ／マニ
7tハ、■4叙 ご苧）　 房r劇1・’．
　ド　　　　つ　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　ド　　　コ／つ・・1＼、ソタイネ ・マー　 1＼アモ．
詠っス・広∫ 払 と．貿
　 ド 　　　　 コ 　　　 　ザへ’ア“ つ⊃こ　ネ∋L一・テ　《iZ一つ・・1＼モ
カゾ　　ここ駄 　寝’。■　　　一〃し｛．
び つ～アユ、一、ッがA才／…ッ”iチ
　つ　　言’，r，　b・，　 x　　協迄ir　4
　　　 r 　　1
　　　　函るかちπ　　奥・　言，てイみ　　 言，マ、ず　　 イノロ　　 ?
　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　 ヂ　　　　　　　　コ　　ド　つ　　　　　　　　　　　ド　コ
i’一 }イ　イ．．，テ　ナニノ）　シF・・ジう　ホ’イカう　フサノブ　オ’ワカチャ
　悶1：　　ノデプて　　ζずが　　　｛nい衣ジ　　　Ycむh’∫　　∂・ごか　　あ，昼t4
　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　ヂ　つコ ド つ　才、。カチャ　ハヤキア　ミョー　オ1＼…チャ　アノ　メ■　ノオ’
　　；tg，Gd　／v　　　？）〈蒙（　　みよ　　　あズ（rん　　　あv、　　ξ｝（E　　6声
　　　　　　つ　　　　　　　　ぐ　　　コ　　　　　リ　　　　　　　　　 コダ　コ　 ド　コ　　　　　　　　　 ドつ　アケテ　才ノしカσ　“ヤフがナイッチ・L一ヲ　千デ○タラ　ソーダ“
　あげ■　　’｝5hi『　　ノ躰しろし’　　ア∂tl＞フま5では、　．瑳／みrL）’　　｛51・“
　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　つ～ッツ　 タタ“　ヌー、γト　　ミ’やフダ’ヶ　　人一マ・ソチャ・っタ　　ヨワッ≠ヤ
　フた，　　頁れ“　　ヲラフと　　　刀底覧“り　　　止っ亨埴、た　　び　弱，もり
　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　ド　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　 ヨ　　　　ダ　へ・～ッソ　コーヤ・。ア　マぐ　オ、．カヂャが　　ナンタ’覧ゾL一　シ＞eツ＝一
　）左　　 tj｛■　　　誹チ・　　あ・・の曵えか一　　　イ・ケ4”よ　　　押一うP，し
　　　　　ド　つ　 ド　　リ　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　つ　アノー　ダしが　コンネつ　シンセッニ　シア？し・レ℃／カ。
　　あの　　誰バ　　 ごんrtd　r　L　孝廻tp’τ　　　　｛■〈1・｝君〃・一一
一377一
　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　つ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　 ド　　　　　　コ
　　アう。チャ　才カケ㌧　ヨ？≠’・ドー．，チー。チャー　うレシガ．．
　　，執5ih一　　　　あぢ’1ブ㌧ズ・　　葎（π｝るよ　っ1言．、マiX　　　　　　遭＆（ろ㌦
　　ぐ　つ　 コ　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ビ　リ　　　　　　つ
　～テ’Z一　ソー一　イ・7デ　オ幽…ア　シンシ隠シタ　 プン＝で　ノォン＝
　　■ね　　　 碍言，1　　　い“て　　　5（4CV　2た　　　　プ循’‘｛　　　礎に
　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　つ　　　　　　コ　　ユ．イヨギモ　ナンニで　ユヤ＿ヘンデ’ネー　 コフナ・レ人そ・，タそン
　　㌻・彊ぎ｛　　仰・℃　　言わra・・，　T’9・・　　度（ガ壮君，ん・，マーt
　　デ’
　　じ　ハ　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　コ　　　　ひ　へ
／りワ拶アシンダデネー　ワカフア　シ♪プ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　考〈父　　 5博く頁7協・51A　　　　75（Fx　　　免く乙r
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コβ　♪∵一一ガソ　兆一ガツ　パ・カタ“。・ソナー
　　　ナ・月　　　　　 ナ月　　　　　　離ナ沿詫；在
　　ド　リ　　　　　　　　ハC　：∋ンジ’L一シデ’　シ⊃フつ
　　　砂†tnL　一ズ’　　　　　死4E”
　　r　　　　　　「　　　　　　　「’「　rt　　　　　　　　つβ　アー　　ソー外．ツラ　ヤーヌダケ瓜　：ヨ〉タ∴．チ～ッチャー　“ン
　　あ～　　イう配ち4ろ＞　　　83a　vi　t・筑ツケで　　oデろ（マζ’」1；”t11：　　　　　みん
　　　つ　　　　　ぐ　　つ　　　　　　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　つ
　～ナ＝　示メうし9ア＾　ソイデ1モ　：才ワヤー一　つド伽℃＝　ソーイワテ
　　riiZ　　ほあ舛～んか≦　　　〉〔右i“〈　　　縄lx　　　矛1、乏1；　　　そノゴ♪て
　　ド　 　コ　　　　　　　に　　　 つ　　　　　　　ザ　　　　　　　し　　　　ド　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　ポ　　　　　　　　　つ　　’マー　 アンナー　チカラが　カナシーコヲー　 カナシーカ。　”sノー
　　tr・a　　あんTSのね　　カb”　　　越し・・ごと・，9　　　巻しいb・一’　　あv＞
　　　ぐ　コ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　淋。チャンつ　ナンジ人㌧アノーシニハナン†イタドよ
　　　あ父d4．，ge　　　仔ズよ　　あ・・　　A’・7こバ　　・tt・tど　言
　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　バ　ハ　　　　　つ　　　　　　　　　　コ　へ｛モンノ』鳳アンナじヲー　どノ・／　ワしイヒノ・ダデ’ナンノ㌧　ア
　　i　￥4　（一e　・叙X7　／．　lx　　．くの　　．攣、・・．〈物・ジ　　可だ♂　di
　　　　　　　　　ザ　リ　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　つ　～／一一　アしン　ナ・しワ　ァ91マXダ、．ア　ユつレ’レ1一　アンプ
　　の　　　あ4・Lr　写みの厚　　当t／舜畜ら■　　　　すわも3ど　　　あん摺
　　　　　　　　　　　　　　　　一378一
　ドリ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　　　　　ドリ　／1・7シっ一　サつハ魑’ス“‘　ヒトノ　イー一tl・タ曹’　ウラー一　フント　．9
　　．一　k　　1　　ぺa　ご阪ゐf、　’・　俺ほ　 チ考f・会
　ド　　 コ　　　　　　　リ　　コ　 コ　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　 コ　で　　フ
へ／ギモ／プ）c@9べ1レTンス、s7テ　ミナ’　ユt’・アフレ・しが　ナー　ヒム
　ベu　tn　n一，　　／曾・べ∫執η暢私1　　．．）t、T3　言。へ〈十・　Sh’・　　h　　入
　　　　け　　　　　　ヘ　　　　　　　ドコ　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　へ
～こ @エつレヲター　ア／ナー　ヌーヘンナ　チがブダ’アし　アレ
　’＝　言われ云とほσわ帰注りのあ切ね　　麦いつく杁　　藩・頃・・　　冴虞　　あ敷
　　　　ド　で　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ～が　シニ　♪ニバナが†イヲト　ユー℃ンダブコドモ＝チあ
　が「　　死に　　晃1ζ惹ひ・・　　 vj｛”　t　t　／こて　　言フOjブ　　　　3僕’こ　　　カ
　　　　　っ　　　　　　　　　　ド　　　　コ　 ぐ　　コ　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　マ～ラーオ1・7・ナヨ　シ。一がナイフ“ナー、。f　7レユッタワツが
　　を　　湾ブリよ　　　　し〃1洗バr6いん搾あ・～r．飛　　　俺　　亥，左　　バ
　　　ぞ　　　　　　ド　　　　　ヨ　　　　　　コ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　 だっ～ネー　／六ンi一　ゾータ’1ヂ宝一　㊦ンナ　ソーイ、フテフレァ」　マー
　叔　　斎当ft　イ擁’かSね　　　み々よ　b才。・　〈櫃　　拓
　　ド　　　つ　　　　　　　ぐ　　　　 り　 じ　コ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ど　ハ　タベモ／がヌベレナンノ伽。ヲ　ァ／シみヵごシンナフちダ・・
　　壌ぺ《つρ肖　　 倉イ・う鵜アあうんっπ　　あφノぐかつ　　庚ん…　 浴（ノ裕）ζつ
　　　　　　　　　ド　　 つ　　　　　　　 ド　　　　 　コ　 ド　コ　　　　　　　ド　　　　　　　　　コ．～．ア　ユ・タヲ　クベモ／カ¢ノ・N’レナンヌ“・ア　ソーイs一・％一
　π　言。ら　　念べt…　h－　Att　A’S・・P一　ns＞　k。・　　むゑ7’9
　　r　　　　’1　　　　fr　　　　　　　　　　　r　　　　　－1　　　　　r　　　　　「　クしッもンダイネー　ワシワ　ソレダヰヤー　ソしタ㌧㍉一　ソ／
　　〈ぜ～式ハr・・ね　　　　・f“　J　as　　／L“・　t」’tプff　　　》εぜ・云ゾげ隠　　Pt　d＞
　　ド　　 コ　　　　　 ビ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　つ　　　 ダ　　
?
　ウレシカッハ’辱一回忌ー・・テ　ワシンソイブコ／万デモネー
　　ラ・起しムラ4イ・㌧フ玄．て　　　　　4q　6・一　　Yt　“　n“　：の亥£で’毛松
　ド　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　つ　　　　　 つ　　　　　　　　 ドコ　　　　　　ザ　シ，＿ジキアァノー　シド／イーシ1・ダ。タン　〃“とッ⊃
　　」厘で　　　あの　　　ノ〈．e／avx　／〈　t，”．　Z’．　iY”　（it’　（？）
　　　　　　n　　　　　　r．　　　　　　　　　r　■　　　　　　　　　　rヘミ9．一　i＞7　；レ〈1一　D一バアレネーナニカノハイ千ユー
　　　　　夢　　あれ　 7／tk　　あ鞄ね　　ダ塑か勇・一　・翫姶
　　つ　　　　　　 セコ　　　　 ド　　　　　　ロへ　　　　　　　ぐ　つ　バ　　　　　　　　　　　ド　コヘジ’デンデイネ　　シ∂＿ジキナ　ヒ’・ブワチーワテ　こネンタ㍉’ソカ
　リ（々ゴta・　　　置距めよ　　　・〈窪㌦宝ぎ只　　　 oξ鳶肋・
　　　　　　　　　　　　　一379一
　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　‘一「　　　「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　サン水ンカ　　ヤラ」ア　　ブしテネ　　1ラマー　　ソーイ・．夕　：1ノー．
　　　し　　三ii’プ）・　　　　→臣9（．1　　　　＜虞■’は　　侮まあ　　　 そ5い．7ヒ　　　あ父？
　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　ド　　　　　　　　つ．～名　1・アモbチがタマランヂヤ。アナしンデ・・戸　ア／
　　ん　　　と■｛　　　家が　　　た」5ro“ガ’1．　b．1＞ア1アrS・・6’s’．■汐，tt　s　　‘y　9
　　ド　　　　　コ　　　　　　　　　び　　　コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　つ
　　プLンタ『1イ　　コ／　　ク㊦　／　　シx一一ワ　　ウ。チカσ　ヤ1＞ニャー　　アノ
　　珂τ城　　ご・ハ　鐙ハ　　劇・　　　安ダ　　赫躯・∂雇ぼ　 あ・
　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　リ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　つ　　イー．デ　　7フン／“ヤイ　　ィ・フテ　ヤ、フア　　ヤ’しデ’一　　シつ。1一つ一
　　タ〒，1　　天の藍まマ？Ftりヘ　　ダ7，～　　干・．／　　－ff・5ノづ　　　イt学’9
　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　ド　つ
　　ナン詣・　ヤ？テ　　フし㍉一’シδ一力．ナイ・．チ撫一プ　タダ
　　fj　lミしち　　旭Z　　　〈4～ra（aC3　　しポ1が「かぜフ■言5af・5　　　tt　4噛ぴ
　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　つ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　つ　　　　　　　　つ　　ぐンプ’が　　ソーイ・・サ　　オシツグヲレテ　　マタ　　やしヨー一窺　　プー、．
　　　み4かかつ　　　｛5言7■　　　9’7しつ’ア∫汽氏　　　夢叢　　やつ＄よ勲t　　　刀．
　　　　　　　ド　　つ　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　ドコ　　　　　ド　　つ　ρ）夕うチニ・・≠ヤー　 ・ノー　イ・，ツワイヤ　 単マー　 ・ノイデ”て　 ・ノ乙プ
　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リ　　　π，父5っX13：　　　　　　そ＞　　　5。たのご　　　　まあ　　　イみつ「乞　　　そ娠ra
　　　　ド　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂリ　　つ　　　ド　ら
．’v’ 奄?、フニ）一グ、。チxワァワシモ・・ノーイ・7テ家一ムソニワ
　　ジ　　げ7：う瓦二a言フ’t　　　　　，4e，｛　　　イ〉畜7x4a　　　茎琴・22・・　寡く，
　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ド　つ　　　　　 ロヘヘノニe　ソーつ　イつプンノ’塵ン　マズ　マ9　フナノーっ4や　　コ人シ
　　　芝　　｛うノ」　 ㌻6r齢》次ゲ　　撃塗　　又　　 hk　ec　　　／bX亨
　　　　　　　　　　　ド　　　　つ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　コ　　モライ　イ・っ9ラ　　ミンMa　ソーイ・っア　　フレ’レプ・．テ　マー
　　賃1‘tt　　〈ちt’〉’　　みん7“h’一　　イ」言¶．　z　　　（ψ”　］h’sって　　3篭
　　　　　　　　「　　　　 「　　　　　　　 r　　　「　　　　　　　r卿葛　　　「　、　　ソイデモ　ソイダ曜でン戸’ウしシカワツヵ。ま一一　工一　ワシャー
　　｛↓・’ゴ｛．　　　託張菰噂協づ　　　　ブtSL（鳶之tfと一イ」　　　　之、　　s．Cl　t　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　「　　　　「「　　　　　「　　　　「　　ハイ　つドモニ　ソーイ・7ア　ユイヰカシヌ・＝　二）e－7＞ご／イア㍉
　　《1　　、｝・礁rこ　　　〉（t＞亥，で　　　さい商りil・fれんイ「g　sど＞Lよ♪｛t・］・・か5
　ρ　、　　　　　r　　．「　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　．「
β　ア～　イフ不一モダ、デー・　才し∋リ　ヒい』ノ　ごノア・
　　あtl　　いく爾イ人妾）｛τらた　　　俸」1／　　　tLt）　　7じエ・’t
一380一
　r　　　　　n　　　　　ヂ　　　’、　　　　　　　　　　　r　　　　　nC　ヒドheイーア’1　ヒ1＼ワゲイーデ∴。ア　アノ　⊃，）一．．一ジ’キ9＼、ツ
　　人が農い協づ　　 人が馳度いみ・～．マ　　　あの　　 正直瓦傷オし
　ど　つ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ら　 ド　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　 の　つ
B　アー　タヌ＾シャー一　｛こi一　 ノンキナ　ヒトタ“、っ・ノデ㌔エー
　　あtl　　　入　　ρ裂7T；一　／x　7乙ム労づね
　　　ザ　　　ヘ　　　ゼ　ぴ　　　　　ド　コ　　　　　　　　ヨ　　　　　 ぐ　コ　　　　　　　　　　　ギ　ゆA　⊃・．つ．コイフネー　スぐ才キ．。チ。一　スSオ　マイ9デ拠
　　　芋｝葎斌ね　　笈μ照ノ・　　　ゑ噛　一卜嫉屑ね
　　　じ　ヘ　　　　　　　　　　　　　 ド　　　　　　　コ　　　　　 ド　　　コ　　　 ド　コ　　　　　　　　　　　リC　ヤ・っハ。リ　アンシ∋　コンナキつ　3干デ’　スεオヤイッチマーネ
　　　脚酒　　ピ・蝦　　こん瘍語　　苓ゴ　炭孕睡㍗糾・
　　ド　ヨ　　　　　ド　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　 コ　 け　コ
　　エー　ヨキブ　リケフチa一　ヰラ＝ヤー　　ニキしンう　ソィデ
　　之｝　苓ギ　　ヴテりチを　　　te，　＄掴ザ　　　v・f　’i～r｝いz・Cg　てdれ↑．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　ヘ　ヘ　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　リ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コヨ’しτが ヨナカデ’モ．　ワシャ1一　　ハイ　　こ〉”　L一ニジ’ハンデモ　イt’ir
　　熊施い　 マ気中ゴ｛　　 和’丁　　 も〉　　す二σ弓芋　「冗　　　　 一
　　　　ヨ　　　　　　　　　　ド　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　 ザ　　　　　　　　リ　　　　 ド　　 ?　　い　バ　ヘ　　シァモ　　り“ット　三一キナ　ヤマイO－　4カシャー　アフ）ツ
　　時？略　　（・；と　大笹　　Ll、に抱　　Y．・，　x　　×X×
　　ド　つ　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　 つ　　　ドコ
　　ァ、カシs一　’ソケ％一・アリフデ’エ｛
　　渉“za　mR　8　　　一）tf　一L”」．　　　歩く．ガ’∫ね
　　ド　ヘ　　　　　　コ　　　　　　　　　つ
鴻　　ユー　　アカ　シコー　　ツケア
　　Gs之　　ネ幽明茅　　　　っjT■
　　　　　ド　　　　　　　　　　フ　　　ド　　 ヘ　　　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　
?
C　ソ⊃　アブンプゐ　ナイ、．デネー　アカシD一　ワ、．ドイチャー
　　　そこ　　塵て∂ug　　　rtiいって・｝：x　　　ノ麺n）9　？　　　劇，trい1　i　q
　　　ρ、＿　　’ソケ丁
　　一）玉山
　ぐ　ヘ　　　　　　　　　　　　 ド　つ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ハ
ら　’一やL．、ハe’1　’ノ／　ランプ9　ハイ　でンジ蓼（7’　．｝
　　お7’プ・1　　その　　5ンつ。μ　　｛1　　壌・〃sけ
　　ド　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　 コ　　　　　　　　ザ　　　　　 つ　　　　　　　　 ダ　リ
A　＝）ンブプンア　　lil・．アナカe　Nγテ　　ツケサでナン9”デヂー　　4カ）ノ
　　　うの・イ八へ　　　｛・t・いナjn’1笑　　　h　JTごぺT・］　・o》止みζ・tn　　　三つ
　　　　　　　　　　　　　　一381一
??
e
B
?
?
A
s
　コ㌔一つ
蒙’享
　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ド　コソ幅　センジ乳一フ㌧＼。ヲモ・ヌ”デナンシゥ
　　　　　も　　　　　コイワP　　　 霧・〃ラ，ア覧二玖の／ビ　　　　　　　　　 77’ごとち
　r〆～ツツでゴ｝
　ザロ　　　　　　　　ハエー21ン　ナカ
6＆・・be戯．ごザ〆4リルか
っfzよ
　ド　　　 コ　　　　　　　　　　　ド　ハ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　つ
ソイダでンジプ　ヨ～しが　ヨナカデ：こ　ソ／　ケブ1一メイカニth一
　そむア．”a’〉　　　　；良ゐh　　夷・？で亡　　　ytの　　必童．応aハt＝ノ7カ・かqノ」
　　つ　　　　　　　　　ド　つ　　　　　　　 ザ　　　　　　　　　　　つ　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　　　 ら
ナランダ　φマエネ　人・．テモ　／・一イ　イチソモ　ア’し　ヤマー
癌伽0パ　参へh　　どバ　　（ZL，　　一一　’S”　｛　。扇　ψ凶
　r　　　　　　　「　　　　　　　　　　「「　　　『｝しA／　イカンS一ナ法一ゾ家一　X一
　／（「］）　　yアヵレρい・f5rJ　　・方質絶ぴ　　　之tl
ぐ　ヘ　　　　　ヘ
ゾーダ」ソーダ馳
　そメ撹朔イ〉表リ
　　　　ド　　　ハ　　　　　　ドつソしヤソ対タヂま一
　鴇れ　　漉ソヂ乏㌦r宏6・∫ね
　ド　　つ　　　　　　　ド　コ　つ
輸才7）じ一三一ダデデー　コ／
　2Ss　htし・1＝矛　re’c6・～躍ふ　　　　tn
＿だ
h覧
、　z／　2　一
　起す
　ド　　　　　　　　　つ　　　　　　　　ドてン
ハシンダ’ノ　オフ／オ1一．ダ’8一
　！、シンヌ汽ζ’艶・易）の麹の方たわ、
r、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r　「　　　　　　　　　　r　　　　　　”i　　r　　－T＝：ジェーネン／　ソしデ’プーンシD　ジしつ一ガ・ソ／　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　イツうダカニ
　こナ峯」）　　　　　》1轡マ「’　　プ渉ジしフ）　　　マー月d）　　　　　酒勾霞「かに
　　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ド　　　　　　コ　　　　　　つ．肉声「マ～嫡。ガモ免ツノ）ぐソしオ　ミ郷千ナー
　　　？　　か“　　蒙た　　ガ　　 ｛・れセ　　みt・と釦こ4ユ
一382一
??　ド　　　　　　コ　　　　　　　　コ’几オ　ミタつケ　レ
　そ幸・で　　・4・　tt　4・lf　x，　”　4よ之
　　　　　　r　　　　　　　　　「　　　　　　 ‘1　　　f旧　　コ　　　　 1n@　　　　r　　rア／ジ’づ㌧　　．オーキナ　 つイオ　　kし　　kし’レダ’ケプ　oシラン
　あノ破　　　’x　3　rs　　鯉9　x×@冒・るtT・　”f　1’1一　　率・・勃・一
　　　つ　　　　コ　　　　り　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コオーキナ　つイ『「k・。ク　9f一ド　ビ∋一山が　r）’しイ“，7乎A一一一
　穴き与　　　ゑ望笹　と，れ　　　ア凌　　　 痂貞バ　　　 わ」し・）ltl＞
　　コ　　　　じ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　ザηケデ　アこヌン1・つ　カ？ク才　E）一ア午9・一？ツヂ
わノプギ　　あんたの所。　　μ島船書　　　〔てぎ八　 ALダ
　　　け　　　　　　　　 コ　　　　　　 に　　　 コ　　　　　　　　　　　　　 ド　 マ　　　　　　　　　ド　　　　　　ド　 ヤ　　　　コエー　ソィグモンブ　サーデ　ソし万　ア距デモ　ヒ真ワア　マズ『
之＼　　｛4・て9か∫　　　　S／　　　塩噌　　身とで・も　　｛入ゴ　　5マ・
　　　　　　　け　　　　　つ　　　　　　　　　へ£ンs一《’t　　し起・・アデ　ヤ・プア三｝一一　　ア／
　ク再喜　　　　　一人　一で　　　わって　ざ　　　覇斜
ド　　さ　　　　　　　ヨ
ウーンソーーダ＼。タ9“　一
　うん　　　く満罪の鉛
　ド　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　 ヒ　　コ
フンドニ　ホン髭　ワリアイ　ホカ／　シよ一が　 ナンチ篇一グカ
　浮ち・乙　　湊ち　　　わブあい　　厚ガσ）　　象ゲー　　　ゲげひつのカ・
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　 ド　ヨF“一ジ2一シア　　？し’レ五〉グイネー　　ソイヂ　　ワンPt一　　フン誹
　船4・汚し文　　　　　（・み｝のビ4黛　　　　　　イ汽n”　　和ノ灘　　　亭当
ぐ　つ　　　 ド　ヨ　　　　　　　　　　　　　 　ザ　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　ァ　コ　　　 ド　　
?
tl・ッアシジシ・一　k“フヤナン捌鵡テカプシミオ
　一Ka・　×Kκ　　菊毒　nピーs　　地r　　乏右擁手
　r　　　■　「　　　　　　　　　　　r　「　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　
「
シタデ裾ソイヂプ・がア・。ア｛不げデフン1・凱
　1乱ゐ’≦・b　　　イ承1“　　rg　6’一　　ム．n〈　　　ぢ儀て’％づ　　チ当・ソこ
　ぐ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　　　ハワ・しイ　ヒ＝“っ一キが　7・ワ？一　 ソノシPンkつイ　itりゃ一
　態．・　病ムガ　　鏑鰐　　御人血ケへ　　礎σ
　　ド　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　ダ　た　　　　　　　　　　　　　　　　もミ　サ　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　バ　　イ、ソア“xテ ヤケタイ ▽一一ユー9界 ・ノイデ’　ドンプ oFアーし
　∫77’1．みa　　　bり一e，い　　　／‘t5しづ4筑’「ま　　　yt　・i・14　　どんrb　　Jtr　n’』竜
　　　　　　　　　　　　　一383一
　　　　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　　ヂ　つ　　　ド　　　　　　　　　　コ
　　ォ1ノで一　　ガマンが　デヰしソ㌧　　ソー・イt．yチや一一
　　　痴6　　　噴寸寸ガ　　　で守ろよ　　　　イメ玄．Xl訊
　　　　　　　　　ヂ　つハ　渉　コイダデ狩
　　　　夢itt　　　　し疫　ri・∫・h
　　ド　　　　　リ　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　ド　　　リ　　　　ド　ヘ　　　　　　　　　　ザ　つ
　　ソイデて　　イマー　　オ’カデデ遼一　　ウンカじ　イーデネ。
　　　躰つ慌　　今ほ　　秘’ゲイヨ淑　　運が　　いいわ
　　じ　つ　　　つ?
　　ソ＿．〉～
　　石や
　　　ド　　　　　　　ロコ　　　　　　　コ　　　　　　　コ
　　1＼アモ・　イマワ　ウンカe　イ～c
　　地エ詫　　！〉ほ　　 運ヵ一　　 夜り
　　ぐ　つ　　　　ぐ　つ　　　　　　　　　　　　 バ　つ　　　　　 　コ
　　7一・　ウンノゲ　イー　イマーイーB
　　あ〉　運ブゾ　　もh　　’今塔　｛隻s
　　　　　　ド　つ　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　　　ヨ。
　　ヨx！て　　イーシ　エー一　ア／　 つかtT－
　　4叙　　往蚊　れ　あの　7プ召・
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　じ　つ　～チ＝　9一み　アノ　チっイ　ヘヤカ。　ナケ
　　　rこ　　・クL．　　　あの　　～よワヒし丸　3アノ薯！ゾ
　　　　ド　つ　～ア　ヌワアフしテ　マー　つドモゐ。
　　貸　ぜππ　〈弓・失　　ま易　　汐∫衆かつ
　　　　　つ　　　　　　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　へが　イーア冒｝ナ；がイ十〇一一　闘セ＝ヤー
　　　　哀・，　h・　s　　甚Y？巴　　　　tr、｝一　lt，i、13・’
　　ド　ヘ　　　　　　　　　　ド　コ　　ド　コ　　　　　　　　ド
　　ナ㍉一　ヤリ　モジこやしジ泌一
　　sr）宮　　　x×　　？　　　やるtha・・tX
　　　　ひ　　　　　　つ　　訴二i、　　971イシL一ノ　ヰ＝イラン3一ナコ1、
　　夢野・・　　塞・’象の　　　　　気・↓・婁9ra　L・5，財ニヒき
　　ド　コ　　　　　　　　　ド　コ　　ぼ　　　　ド　つ　　　　　　　　　ダ　　　リ
　　　　　　　の　　 ち　　し．へ，ヤナモ｝ヌアアー　 マス“ @・ユープりこ一
　　めれ’もntr．”h’Sね　　　iY■　’t　　い＞laク，こ
　　　　　　　　　　　　　　　一384一
　　　ド　コ
ニし一 ｪネー
言つ’rピi・i
「＿　つ　　　　　　　　　　「、　’　　マーエー　 イマモ．　ウ
　　　　窒あ｝捧　　冷｛　家
　　　リ　　　　　　ド　　　　　　　　　コ
　　　　ニャ　　シs一ヵ。プイ・ン
　　！31プ4～1琶一　　’圏る　　　っ
　　　　　　ド　つ　　　　　　　　　ヂ　つ　ソしオ　フrバ’一≠ヤンうン
　　z£t　“■を　　　あ1ポ為∫やノし　　　遅1ろ・，
　　　ド　つ　　　　　　　　　　　　つ
　　タ”メタ＼ソチュ＿一ワイ　　アノ
　　　云一あtli　”71い」　♂　　　　（ろA
　　じヘ　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　つ
　　ナイシネ　ワシン　マタ
　　reいし・｝3　　　孝へs“　　テく
　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　ユーコk　イ
　　 　　　　　u5Jk　～1レ、　　し，
　　　つ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ヂ　　ナ、ワドしデ了一示ン露み
　　九1フ”zるろ・≦ね・　　　か・・劣，こ
　　　　　　　　　け　 ユ　　　　ド　ヨ　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　 つ　　　 マ　　　　やβ　 ・Ljン　ソ1ヂーP一マー　ドヨめごヨケヤー　 ソし7うご　イζチ／、“ン∋イフ”ご・
　　うん　　そ4・σ　　3・あ　　ili台’「　穿tiL　t」f　一T　　　￥・’・か’　　一鳶　1≧い人マ”V　J
　　　　　　　ド　　　 コ　　　　　　　　　ゼ　　コ　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　ド　 つ　　　　　　　　 コ（ニ　ソしフゲ　イチバンダ“モ／雫一　 工一 @アー　み“テ＿　 ナニひ一　　イ
　　　｛↓・グ　　一涛πレ磁・・】’び　　　　之・　あ㌧　どヒへ　　珂舌　　麺
　　　　　　　ぐ　　　　　　　コ　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ド　　　　　　た　～ウェ‘しダブ～　千∂レ・ハモー　シランチ　ヤ　 イで一トーめσ　ソし．才ま
　　之3　の7）・　　　／iし℃　　　　乏く〉’r．」・塵と・1乞　，9「　　嫁が・　　　　　イ4へ書・1、よ
　　ヘ　　　　　　　　 ド　　　　　　　 　マ　　　ロつ　　　　ア　コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　
?
　　マズT・ン1・＝一イー．ナーアネントーアンキtで∫ノ「。チL一．
　　ヲヂ・　　　ず岩tこ　　左いfa・ろ　　漣争ごる虚’；　　名1｛霧7・」託入云㌧て㌧づ
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　 ド　つ　　　　　　　　　　 じ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　 　つ　 　　つ～が　ソしデtテニャー　ウマカーイカン3。7　2．　一ダー広し
　　カ’一　　イ鞄。・　　tt｝一lrψFvt4一　　　う3（ほ　　　ダ7ヵソ2　Lt∫）L　　e＞ん乙ビ。♂イ・■
　　「㌧腕　　　　　　　　　　　 r‘「　　　　　　　　，A　　　　r　　　　　　　　　　　　　f「　　　r　　ウラワ　・4；ント　シンtツニ　ダイジ’ニシァ　モニ・や　マー　ダ’ブ
　　泌／」　　・4・罵t・　勲τ｝・，t　　大争’乙（x　　c　s’之ノズ　ヲ・仏　大争
＿ジしべ屡ゴモラワン幾イ「功・つ㌧一ニシ掃うイ
　　　ic　P・∬j’・（kチ，9Ca｛s　・bra（zt　畠・tゲ　2・・ブ・t　　い錫之
　　　　ド　コ　　　　　　　　　ビ　　 つ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　ご　つヘサで℃・画一　ウしシーほ、誌・し・。チ＿一ゐ塚一
　　（之　9碁ノ’ズ馳　　　　済しiLしし、　Zぞうっλ・・3っ■tlラ　げヒ’・‘1　、；
　　ド　ら　　　　　　　　ド　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　ヨβマー　ヒヤ7シ・一M一ア／ウチウア聯「マ〉ジヨノが
　　ヲ玖　　 ゐ庭芝　　　　夢マ　　　あり　　 劣ミR　一（　一ノs　　　泡曽1　　4家かつ
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　コ　　　　　 ゼ　つ　　　　　　　　ド　つ　　　　　 ザ　つ
　　ナ〉ヌ㌔　一…がチートヤ・し∋一ニナ腎一一　マーヘヌナ
　　4耳だズ　　　　　　　ケし　　イb5よノ尺　　n十xノ’f・“・　　％　　下チri
　　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　つ　　クチ■ダt．。　1一　ソータ㌧ガァ11ヤー　ソーダ㌧シテやレ
　　Q牽　　ゑ柑∂x・　■”　／4）読が　　ム4・’aつ　　・7YP　Pt‘nd－t’　r＞
　　　ド　　　　　　コ
　　ホh／つ9一
　　ρ郁り＼こご傷
　　ド　 リ　　　　　　アヨ　　　　　　 ド　 ヘ　　　　　　コ　　　　 ド　 ?Cソー9“ソータ“ソー一＞7’＼／一9’tエー
　　で〉でひ　ざ）ξL4
　　　　　　　　　　　　　　　－385一
　　　　　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　ド　　　　　　　コ
B　マー　・／／ヘンが　イチバン　r一二
　　3．B　　f　thへくガ　　一悉　　il・・ブヲJ
　　　r　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　「　　　　　r　　　ρ　「　　　　　　一1c　49バ・x一＝ソイデ輻・・　1・　｛Lイマン1・　：ジ三一　オヴャ
　　　一播　　 ～］c・ドで芋よ　　イ1・㍗　　・ケしt　　　ろトんじこ　ユ”厚　　　 fn〈一
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　 ヨ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　 ド　 つ
　へ一　 フントニz一　ア／一　　フナー）1一モ　／）ナシー⊃1＼一て　ナイ
　　1■　　季跨民巷　　 あの　　 薯tJ：て℃　　弛しいこx亡　　ア∂・’
　　　　　r　l　　　f　、　　　　　　　　　　「■　　　　　　　「　　　　　　　　．「　　　　　r　「
　　チ、）・・ノーで　エー　 ソィデ　ウチが　 イチバ’ン　∋フテ　 ・うチbe
　　　歩し℃　畝　　紗じ　影一　一奔　　邦・　客…、
　　　「　　　ρ　　　　　　’n　　　　　　　　’n　　　　　　　「　　　　　n　　　　　　つ　　　ρ　「
　　一マズ　サ｝’イ：ン．∋h．　フつソー：タ“が　 人マ・ブタつター　　ナイデ’？・　イ・．
　　就　k所6飼バ　あで・孟・が　此な田　　ア・一屑厨口・）・7っ
　　「　「　 f　　「　　　　　　　　　　　 ．「　　　　　　 「　「　　　「一㍉　　　　　　　　　　n　　　　　　つ、．～ア　ウヂわ．　イー　 ウヂ＝ろ。イー　／、イ　’うチ＿　 イ、，．人千や一ハイ
　　1　 ？oc　h一・　　良一　　客ガ5Cc　h　　～乙）　審へ　　ダア〈trぜ’岳　軋）
　　　r　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　「　　　　r・1　　　　　「　　　　ヂ　　「　　kつ一　　／・ベア　　フレチr一　　ア・しレ　Tゴが　ハイ　　ソニ）イ
　　床を　　のへ髄「a　　（赤π11　　　あρし　　，3　Zrs・一t　　も〉　　　｛こヘ
　　　ド　　　つ　　　　　　　　　　　 つ　　　　　　　　つ　　　　　 ド　つ　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　サヘヤフ／ぐ／）タイ マゴ：が ア1＼iL　75。才一，昇ンナ／：つつ　ア／っ；わ。
　　　s（　；sのT．配　　3ゑゲ　　出■い騒・「’h　　　 セリふJ2F　　　あの5n”
　　　「　　　　　r　　　　 「　　　 「　「　　　　　　　　　　　　　r　「　　　　　　　　　　 「　　　　　f　「　　ハイ　ト⊃一マズ”／イテフしテ　オノ・㌧チャン　ハづ　哀・しカイ
　　｛〉　　旅浄sg一　のべマ　〈桓　　淋丈いあ～“’し　　6）　・1“・s・ptい
　　じ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　つ　　　　　 ド　　　コ　　　　　　じハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　コ／へこア　ブし’レ 　マ9　 アケぐア ブし．’レ kコーマ：ズ ヤリ ヌイ9デ界
　　の・vnぐ輪　　7「・　凋歳ぐい　　房函　99一　甥鰍広暦tx
　　　　　　コ　　　　　　　つ　　　ド　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ヘ
　へ，一　ア／つつ　ハ・ア　ソーユー3一ナ　モンダ’曜／f　ワシ．々一マー
　　　　　，風り｝ノ9　　｛〉　　イ〉しづわア妾　　｛のナ・㌧’よ　　斑’9　潟・
　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　つ　　　　　　　コ　　　　　　ド　で　　　　　　　　　　　　　つ
　　le⊃イ　イ、，7＝モ　kマL）9⊃ゾー．ナf　うチー　kマワ9⊃フ
　　　ど∵A　　5　‘i　一7ユ・も　　　シbち乙）tノ」　　力い　　’柔lk　　，㊥，t“⊃ti∂；
　　　　　「　　　r　「　「　　 r　「　　　　　　　　　 1・一　、　　　　　　　　　　　　 「　へ一　　一ナイ9’蒐デ’宋一　　「～＿一　　オ～ンナ　　　』マコtOカ。　　I．　つ一　　　／へ’『デア・し．ワ
　　　　　か咲て・方5ね　　渉凧　　イベ．タ　族ザ　　な．芒　　nヘーフあ3っ
　　　　　　　　　　　　　　　　一386一
?C
A
B
c
A
e
　　　　　　r　一　n　l　　　r　n　1　　　　　　一～9i一、テ　イーゴ涛ナゲわN・、チLツチヤー　＝一一力Cユ、ワ9，7芦モ哀
　マ玄つたバ　包いじら得uカ・”てuっvx　　　　gvガ　　㌻っ鶴ユモ4：x
　　　　　　　　　i　．r．　．n　’1　1～～ @オ’1マーマー ウチが イチバ／　イーデ　イフ∋ッ9　・．っラ予
　　　　純俘　　も〉　　家ガ　　一番　　震・・　h・　5　s7（f．1言邦’s
　　　f　n　’1　r　’）　n　r・X・一@スフ0　辛チマ・フ9　　人マ・フフつ9一　ナイ　　ソネーナラ　示f
　　　　gC　皐％諮．　　ゴ餌たこ・σ　　・？）一　Li　旗Z謡璃　毬
　　1　r　’1　’n　r　　　n　n　”へ・デ℃　うf／　ネーサンう　ウレシーライ・ソチ・一・ン4や　　ミンナ
　Tt　　‘泉ハ　　乗和ゴんら　　　級しいで♂ろ〉　うz玄っ・ほ　　　　みくrg
　　　　　　r　　n　r　nb～ン　ユワチャー　フレしかネー．
　il’“’　　すっv　gt　　　く転ユh・嘱q
　rl　　　　n　　　　　　　　’tウン
　沃
ソワ々
　イ1あ
じ　　コ
アニコρつ
　毒舅ば
。「　　．n
’Rつeカe　z一
　厳か・ね
ぐ　コ　　ド　コ
マゴカ啄
　3旗パ・・｝a
又L、一　・フ　　J一
　牙う。て
　ド　　　　つ
汀1・ナし一
　あヒ階し・，
　ド　　　　　　コ
プけし
　　　　　　　　　．「　　　　　　　　 r「　　　　　　　　　　　’「　　　　　　　vs　イー．　kブ）ナイゾ’イ、ソチ＿ッチァー．
　　　　　　　　　左・・tr｝’各　r3一　L．そ“）1玄，マ’：
　　　　　　　　つ　　　　　 のり
　　　　オ’ド方シー．二）ダ「イエー
　　　　みt葎し・、　　　｝t，”，｝a
　　　　「　　　ρ　「
　　 　ウン　 イーコダ「
　　　　　lk　　凌t・ふて・・
　 　　r　「　　　　　　　　r　　　　　「　　　　　　　　　　　　 ρ　n　　　　　　　 』、
　　　　マニ）o『こ　フオ」＼フシー一　つヌ“　一アノカー　マー
　　　　　，3flも　　　あtfiaしい　　｝一？X．　一，　　あ“）’｝一t？L　　撃あ
　　　　r　r　　　　　　r　　 ’A　　　　　　　　「
　　　　ナニ　ユ・・ン9⊃9　一一　プ’x一
　　　　イ奴罫・・）言孟・蹄　…，
　　　　　ド　つ　　　　　コダ1エー
　　　　　　ふ7「、ソま
　　　　　　　　．「　　　一　つ夕「　アし．わ
あuケし・1　｝　t，・　（7引）
ソーヌイ
　く鑑“∫
ド　コ
りチ才・ト
　 へ　果15ビ
「
け　リ
ツイマー
）V）　テ4
一387一
　　ド　ヘ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　 リ　 @　　　　　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　 ド　リ
B　サー　つnヤ　マーつし7”T二・ヌ監’カネ　ァトヤ、。ノ｝“　’1サ
　　ざあ　　こ1妬　　 ラ矯　　　ご畜フ’t　　／t・・rr轟rゐ㌧1武　　　・召の　　　雀ら。　t，reり芝
　　　ド　　　　　　も　コ＝〕一アて
　　　ここで冤（↓僻に，この庵叢全差経ム・巧，二勃掃帰」切ゴ）
　　　じ　　　コ　　　 ド　つ　　　　　　　 ド　　　　　　　　　　　コ　　　　　 ヨ　　　　　　　　　 に　　　　 つ沿　りしol・。フたヤタう／　t・i・・”eプ1ノヤーーウタ／tVン
　　　1娠しか♪汽ね　　　　や／6・A　　人！ジη　房dLirl冒’　　駿うごとtg匿柔r）　・…）1＝
　　　ぐへ　　　　　　　　のつ　　　　　へβ　駅馬イつ一サ　カ、．．テしシサ
　　　あ毒を（ギ　　　飼っ■ろぐよ
　　ぐ　「　　　　　r　　』、　　　r　　騨1　　　　　　’■
C　 ’マー　 oフ；　 うヌ’ヤーンンジ閲ネ’
　　テあ　　ろく’℃　　縦い綴しη・・求
　　ド　コ　　　　　　　 ドリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　 ド マ　　　　ド　つ　　　　　 で　 ﾄレ／＃　ソづデモ　イフうb　うヌ・っア　　ブしヴP一ネー・　イーダ1デター
　　／14・i・｛　　い（∫ん・　　・勲．．t　　　〈れイ・1ヂわ　　　良いん孟勃5’1λ
　　　　　　　　　へ弓わμ　ウしし瓶ダ
　　矛鷲1・　　渉・あ九
　　　r　　「　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　rrYオししンナ、。チャっア　マー訴ンk・）一ユ・。フソ？一　シテ
　　　あ昼に　　かっ写ら，λ　　　ラム　 庁峯凡　　　や，（りね・　　　とユ
　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　つ　　イフダ万ア　アリがノ・一ゴザ剣イマしフ
　　　マぞい”Z　　　ありが’と～　ゴLナー1鳳ま亡ブ記
　　　ド　　　ヘ　　　 ド　つ　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　 ド　　　ココ　　　　　　　　　　 コ　　　　　へB　⊃つ一サb／iつンナッタデRヌク’つ1・’トイX㍉一わン
　　　ここIJLご　ガ’いこ　IL　tJつど・ガ∫　更．　塗ガユワヒ　ががr極ノズ’f」J　r∂り
　　　r　　　　　　　　　　　　「　　　　　　rn　　　　　　　　　「　　 r一　　’■　　　　　　　　　　　　　へで一シつケア／マtンアDク’」一　　イツマプ℃．チ∂一・1一アノー
　　　riF’し渓．夙ソおズ1　nHし乙・h　　　　　　　しレつうCHt’　　　　＄x）t　轟ハ
　　　ド　　　　　つ　　　　　　　　　　　　コ　　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　　 ?　　プーマェオネー　 ユ・ファフタ“　θ一イ　ジ’プ’ンア亀　ユ、フテフしこ／　7ノ・Yナ
　　　μ涛をわ　　・挙ゲし下でh　　　診今ビ・　玄．7て下で．，　」・，ノゴで
　．～ンカラ
　　／＼が〉
　　　　　　　　　　　　　　　一388一
　　　に　　　　　　　　コA　ワこ　一・／　ナオカi之
　　　穿いノ｝　　みマかね
　　　ダ　　　　　　　　つ　　　　　ドY’@ウマレヌ！＼Eオ　ウマしソ1＼シ
　　　墜み乱　すで　　　二四賓孝
　　　ド　　　　　　　ダ　　　　　コ　　ど　　　　　　　リ　　　　　　ザ沿　ワシャー　ワニ／ナワーエワンデモイーがコ／オバ’サシ／プ｝ウげ
　　　穿匂㌻　　　知dyタ・厚　羊もra・■　・t　uいグ’　　こりあば量くv）7．み
　　　ザ　ヘ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　つC　ユヤー　イー♪｝ン万つササ
　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　’ガミは℃’　　　「暖vしあかし，　丁もつ　rtV．．
　　　ド　コ　　　　　　　ド　　　　コ　　　ド　　　　　コ　　　　　　　　 つ　　　　　　　ド　コ　　　　　　　ド月　　ワシカネ　　ワシャー　　ズージ’サンジよ一ニネレノ　　フガ・ソノ　・ソプ
　　　ネしか昼　　 争爪　　　　切渚3ΣL孝・り　　　　　　　　9刃・・）　　1θ
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ヂータチウマレタ　つ／オバサノガタィレ・一ダでンダデオパ
　　　のくiJぜvTv　C…　鴻取が緬初燭a一’がノ　　あ・」一
　　　　　　　　コ　　　　ド　コ　．～一ゲン／　　一ナタ辱’つイネー
　　さく（））　等色f〈のカし唆）ち“」一
　　　ド　　　　コ　　　　　ド　　　　　　　コγ　ソイノナド　才バケンノネー
　　　宏ツアて『‘　　　　フ5ノゴ㌧でく，のイA
　　　　ド　コ　　　　　　　　　つご　ユ、フテ　7窃＿＿ツテ
　　　首，Z　　＜沢・1
　　　で　　　　 コ　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　コ　　　　　ビ　コ　　　　　じ　　 コY／　ナマエ才　ジ㌧ブンア『　ユLブタ　：コエ⇒家一・　つつエ　んソ9イワケ
　　　ヌ端舌　　師で　制ん　　声詞・　　ここへ　　身功∠．一紡
　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　つ　　　　　　マ　　　　　　　　コC　ソーイっノ　ナマ：；オ　x？一　工一つ　■）ササ
　　　苔〉言．乱　　 霧純一？；　　ま之“n　 a・1よ　・ナうつガtく，．
　　　ド　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　コ玲　ワ三／ヤーマー　灯一デ’£　イーが
　　　SkLi　iV’　　｝あ　　ビ♪ゴL　　乞u　hvh
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ　　　　　　　ド　　　　コ
6　マー　ナマr7サZ　エヤー　イーダ　タナノ⇒サ
　　　ヲあ　，蕩島書ざぐ　 言tl；一t　’c．　Ltノ♪五・　せヤ后）つ・v’6）
　　　　　　　　　　　　　　　一389一
　　　r　　　　　　　　　　　　　　’，　　　r　　　　　　　「Y■バ’サしノtマエつズン・彦一ジ’矛
　　　あノ∫Lゼ〈・）　　スフ殉峨　　　万と旨うんかね
　　　ド　　　　　コ
ハ　タナダつサ
　　　訂切あて
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ド
Y　　ソイジ年一コニノ’【／オゴサン
　　　イ4しでt4　　が左ノ砥　　ア・し一’d　4
　　　ド　　　ハ　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　　　　　　ド　コ　　　　　　ド　　　　　　　リ
β　ワシワ　／一ヅサンジ㌧一ヨネンウマし／　†ンがッヨーカうマレ
　　　㌍厚　　〃11声　3チlt一　：21　4．の　　　　　　　　3ノ尋　　5’m　オ4＼
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ド　　タナバ　 シ．っ一イチタ”ンネ
　　　＠ユー　　正一　　 式魑ガ「 C武
　　ヂ　コ　　　　　　　　　ザ　　　　つ　　　　　　　 じ　　　　　コ　　　　　
?
Y　サンがッ　3一；わデスカ　ソ／びヤー　オ／、Ltサンワ
　　　ヲ」讐　　　　8ρマサヵ・　　　そ帰ワフ4　　　あ4しせん1京
　　ザ　　　　　　「「コ　「　　　　　　「　　　　　　　　　 「　　　　　　　　　ρ　　　　　 「
e　／一ジ啄＿　×’一ガサンジュー干、．．～まレノ　／一5一「男ングみ一
　　　’・N瀞朴　　　甥lt　379つ　　　　　　　　　姻ノ夏3’ア￥
　　　1　　、　　　　　　　　「　　　　　　　　　ρつ1　　　「つ　　　　　1、　　　　　　　　　　　　kイカbrレ9“o‘’i　rf　ツツミ　っジ9零一家ン　　　　ニが・フ
　　　　　　　　　2n月　　　6ra量チ～ぐがね　　　　ナiPx一一　　ぎじょ
　　　r　　「　　　　　　　　「　　　　 f一 @　　「　　 r、　　　　　　　　　r　　　　　‘、
Y　　？りが1・一ゴザ／tマしフ　　ミンナ　　コつつアノー　　セヘレ千二つ
　　　．Jli　tl．が’こ1　ゴマ洗量ナし太　　　　ノメ　41｝一　　：こll一あり）　　　　診・弐2’vla
　　　r　　　　　　■　　　　　　　　r『つ　　　r　　　　　　「　　カSナカ／つ一一．フ7つ＿一つケ　》モナ7）／っ一人／＞
　　　x’9のtT）n　　　い〉イ）イ1　　　界≠の堕　ぞつ、
　　　　　ド　コ　　　　　　ヂ　　　　　つ　　　　　　　　の　つ　　　　ド　コ　　　　ド　　　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　へβ エー ノゾ’ ナカ／コーデ陵　　アナかフ皐　　†カ／コーチ装
　　之）　竣を　　甲り’7　プブ　　字ノ9み　　中’つヴーゴ’タr
一390一
多瀦ゐ
亙冴ヤア頒誘∫ビ訟ぞむ一黛．り「う，一如広ソー湾”ど・づ・
12，しトプ’レlg「残匿／す5－1．し！・ネンσ「育一てる一丁，・　“θi5マる．
3。う立しi　一Cn　．，謄峡τ奪←つそ｛とし㌧ひ・6　．一団壁上・て誘うが．
　ぐの、、い砺・ほゴ・3説鋭）蛎鈍・だ漏・，，1“　〈”　d　41・・　・，　．5．
尋．「賓わす・配いマ⊃き乃ウ・ソ⊃塞イ’ノ．　ら↑カレナ・じいマ」ピも　プカ＿コ
　ネィテといブ。　カつ．っ＝〕アーイづテ．　イカ、つつブイ　プアつ憂了形なろ〉。
8，こPtあ4りの　ケーρ〔斥ε＼〕の」〉に和字エi：亡く感じらむ6et
6．「帽ムー．｝f’1六労の％3Sギあ5ttモヒ．切辺正・ざんのあ定の多デ
　ぐく窃5。
7．「／1プ多Eすう，書申働く」矛9イゴ’ク（動〈）とu＞・
8．ビこか1＝パノ，ヒいラ70のよぐ働のたをの／（r5べ』・’・多と洗うかr＞，シ引
　・た5俣に人／い㌧）も菩「ゲた髭ブある。窒胞多｝jt，ど’こづ’の長生
　き馨ざんの．るどつげうt1・．これに勲ヲ6習1’＄．　la疹の寿1・　1　・a．一。メい
　ノζ、；いある。
　　　　チ　　　　　　　へ9．このgr乳該㊨3・さゴんの逸・｝夫婦，初天5んV．ヤ・すゑSんガ・一雨か
　らプ孕ってまπ。
ノの，β曝した」西ドーイタt遁1・蓄’いう。kエフ域：・、鳳．1・エー91帆ン〔
　の畠・亥今弄多。
予予1・鋼（尋の葦）Fやること藩志．カうとい5。
ノ8．ケーの（ヨ首エi1．疹’ア｝クπし，。
1亀コスと言一マ、16・t・）汐も〈眠マd、．・1・一ノ⊃2ご3二之たt”
厚。このネkウソ1街オ足でん1ヨ身A（［｝｝今の）衝か伊で剰るゆ之に麹唱ガ・
あ制9建で炉洞バみると，嶺・ろ・㌧・ソtt、て、吟ガ、ρ言い
　ず～が㌧㌧に重い言い言であフx，YL軋ゆ之に〉定のあとで、え1、、っフ
ネi・　・一　7t〈］1・・｝N之ほ「言・げ｝出て一t、・みのかい・う．兇いて
　：のメ1じ「言vまsが之う．」こu調祥川盛hリラるとい）、
ノ8，こ・∂イD所じほ．ゆ、きりと洗蓄レの屋〃ρりカP一・i7～←た。
！6，の淋’』，，．　yは．才菰“L・’ノと言、凶之、・と口できπし，、
　　　　　　　　　　　　　　一391一
ノ箆力～ガ暮｝ブ劫粛き魂凱嶺’田、いさん’詑・啄尋で鶴。
億ご明庄暢納し駅之プ・、
ノ9．こり使青も．　グデ6）・？　‘’〔dq、の潟．蕎ガノ；一sプニしのとま砂）ガ．ランフtt
珍与毎t．のヒ芳えてよいかピ1カ・わカ’∫ア3い．
職、・の四〔／ゆ旧くマ・’之るt
2パ｝つじめ』碕ぐめヒプ跨好こ9ア・しキヌツ．執坊ガ’「1・9・・じ，め
　R　しvへ“るようi＝ア」る」　こ　ヒを　シャへ：’t］ソツ　と・り。
滋・やや瓠ざ秀下下ま概ケた．や噸一気染・のヤセマーしρ
　ヰ±アタ，ヂ（やAごる、し鐙9うシャへ：’リマー・レ・．「食べ’る」，・h　T95
　　し　　　　　　　ザ　　　　　　　　 う　9へ亀マー一，レ／うる’っあPクう、
お．ウ9ヤシンr3．孝ゑ「硬い19　t　rdい．、の琶．ここ・ビj・・X「敦之Aい」
　の意痴扁．マ・噛、
ge，ウオー鷲。の絹・・ゑ鋤冠…〕が郵わ歓・窃阿解。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ29．・ノー畷 ts　，1　C S’つコのようプ溜肴層わ’ゲら楠・
蝿’務卿回り・聴した昇蕩の翫孝鰍の・・⇒’。
　　　　　　　　　　　　ン詮艶〔sつつvDよ）ね’禿お、
㈹｝略彫窮1・瀬備．．・イ暦ネ弓，ン嘱の鮪
　千勝堂意嫁すう，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　f酵調〃｝支ゑ助詞ナ！，ネ〆が！）〈腸・合，％の直前m才脅ガ、、ヵ・
　t2る場ノ含（t”ヒ九ばゑ音檀であって毛ノぞう卓姦ず5・。　二eよう
　畝柔アクi・z・　〉・　Ml；、釧げ翔柳瞳嚇下下墳・’巳あう．
一392一
昭和55年1月
国立国語研究所
東京都北区西が丘3丁目9番14号
電話東京（900）3111（代表）
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八丈島の爵語調査言語生活の実態　　1ヂi河市および付近の差軽村における一一
現代語の助詞・助動詞　　一華」浸ミとづ≦fダlj
婦人雑誌の用語　　一現代語の語彙調査一・
地域町会の言語生活　　一一鶴岡における実態調査一
網　 年　 と　 新　
?
一小学生・中学タ｛この新聞への接近と理flif一一
入門期の言語能力談　話　語　の　実　態
読みの実験的研究一一ｹ読にあらわれた読みあやまりの分新一
低学年の読み書き能力
敬　語　と　敬　語　意　識
総合雑誌の用語（前編）　　一一現代語の語彙調査一
如　合　雑　誌　の　用　語（後編）
14　中学年の読み書き能力
15　明治初期の新聞の用語
16　日本方言の記述的研究
17　高学年の読み書き能力
18話しことばの文型く1）　　　一一対話資料による醗究一
19総合雑誌の屠字20同音語の研究1　現代雑誌九十種の用語用字（1）　　　　一総記および誹彙表一
22　現代雑誌九十種の用語用字（2）
　　　　…一漢　字 表一一
23話しことばの文型②　　　　　独話資料による研究一一
24　横組みの字形に関する研究
25　現代雑誌九十種の用語用字（3）　　　　一分　析一
26　小学生の言語能力の発達
27共通語化の過程　　　北海道における親子三11正比のことば
28類義語の研究
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　　　　貞心　iFB　37年　荒反
　　　　昭和38年版
　　　　日日　＄“ll　39年　片戸
　　　　B召　孝0　40年　版
　　　　昭和4／年版
450円
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品切れ
600円
れ????
27　昭和50年度
28　　　B召　禾0　51　年　度
29　昭穂52年度
30　昭和53年度
昭和42年版
昭和43年版
昭和44年版
昭和45年版
昭和46年版
昭和47年版
昭和48年版
臼召　零0　49　年　片反
昭和50年版
昭和51年版
H召　率0　52　年　ITist
昭和53年版
昭和54年版
700円
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2，200円
2，700円
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4，500円
4，600円
4，800円
H本語教育教耕
　1・嬬・躰語鞘竪姻凹凹嬬大蔵省闘刷6瑚
2　日本語と日本語教育一一文字・衰現編一一　　　　　　”
3日本語の文法（上）一一H本語敏育指導参考ξ1羅一一　　tt
4　日本語教育の評価法一H本語教競旨導参考｛1｝＝6　一一　　〃
高校生・薪聞習繰醗羅要論秀英出版干IJ
青年・マ・・…二・一・・ン躍響換継著鱒舗
国立国語研究所三十年のあゆみ　　　一研究裳績の紹介一一　秀英出版刊
850潤
450円
450円
28Q円
晶切れ
！，500円
一　398一
日本語教育教材映画一覧
?????????????????? ? ??
　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，ヨ本シネセル杖販売）
　題名　　 ，　　プリント価格これはかえるです一「こそあどゴ←「は～です」一　　　　30，000円
さいふはどこにありますか一「こそあどゴト「が～ある」　　　　〃
やすくないです，たかいです　一形容詞とその活用導入一一　　〃
なにをしましたか　一一動詞一　　　　　　　　　　　　　　　〃
しずかなこうえんで　一形容動詞一　　　　　　　　　　　　〃
さあ，かぞえましょう　一一助数詞一一
うつくしいさらになりました　一「なる」「する」一
きりんはどこにいますか　一「いる」「ある」
かまくらをあるきます　一移動の表現
おかねをとられました　一一受身の表現1一
どちらがすきですか　　　比較・程度の表現一一
もみじがとてもきれいでした一「です」「でした」「でしょうj
きょうはあめがふっています　　「して．；「している」「していた」
そうじはしてありますか一「してあるJ「しておく」「してしまう」
おみまいにいきませんか　　　依頼・勧誘の表現
なみのおとがきこえてきます　　　「いく∫くる」一
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（第1巻～第3巻は，文化庁との共問企画・VTR価格！／2インチオープンリー
ル21，000Pa，3／4インチカセット20，000円）
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